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　お城の厨ちゆう房ぼうといえば、華はなやかな表の社交の世界と違い、完全なる裏方だ。

　雑ざつ然ぜんと並んだ台所道具、武ぶ骨こつな作業台と腰掛け。やんごとなくあらせられる城じよう主しゆさまがたは、入ったこともない場合も多いのではないだろうか。ましてや、冷れい酷こく無む比ひ、毒しか食べない人じん外がい魔ま境きようと巷ちまたで噂うわさの毒どく龍りゆう公こうともなれば、料理人や召めし使つかいと親しく言葉を交かわすなどもってのほか──のはずなのだが。

（……うん、今日も美お味いしくできた）

　フェルは卵やベーコンを詰めたタルト地をざくざく切り分け、料理の出で来き栄ばえに頷うなずく。

「今日はキッシュか」

「はい」

　背後からかけられた確認の声に、にっこり笑って返しつつ、フェルは内心突っ込んだ。

（なんで、ここにいるの、殿でん下か!?）

　冷酷無比で知られるあるじは、目の前で嬉うれしげに野菜のキッシュをぱくついている。
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「お前が、末永く健すこやかにあるように。小さな可か愛わいい、私のお姫様」

　十一歳になった祝いに、兄は、彼女に美しい七しつ宝ぽうの髪飾りをくれた。銀ぎん粉ぷんを刷はいた彩いろどり鮮あざやかな花か弁べんの中心に、真しん珠じゆの花芯が添そえられた、それはそれは見事な品だ。

「なんだ、まだ生きていたのか」

　同じ日に、父王は、彼女を見下ろしてそう呟つぶやいた。

　無感動と、無関心が、そのまま形になったような声こわ音ねとまなざしで。




　第一王女を産みおとして後、母である妃きさきは肥ひ立だちが悪く、とうに亡なくなっている。出しゆ自つじのせいか、通常よりずっと聡さとい子供だった彼女は、自らが父に疎うとまれていることを、とっくに知っていた。

（まあ、仕方ないかしらね）

　彼が、家族に対し愛情深い人だというのは、亡くなった妻をいまだに悼いたみ、母親そっくりな兄をよく可愛がっていることからも明らかだ。だからこそ、気味が悪く、腹立たしく、遣やる瀬せないのだろう。王宮に、自分という異物が紛まぎれ込んでいることは。

（気になどならないわ。だって、わたくしにはセタンタお兄さまがいる。わたくしを、大切な妹だって、可愛がってくれる）

　──だが。割りきろうと、忘れようとしていた頃だ。

　本当に偶然だった。

　寒い寒い聖せい燭しよく祭さいの晩。お忍しのびで出かけた街の、薄うす暗ぐらい路地で。行き倒れの娘など、いつもなら気にも留とめずに通り過ぎていたに違いない。

「あなた、しっかりなさい！」

　冷たい石いし畳だたみに倒れ伏した少女の肩に手をかける。身にまとったボロのみすぼらしさに、今いま更さらながら気が引けた。

　──しかし。

　呼びかけると、少女は、ゆっくりと顔を上げた。夕暮れ色の鮮やかな瞳ひとみと、視線がかち合う。助け起こした自分と、そっくり同じ色と、容よう姿し。

（ああ。──見つけてしまった）

　その瞬間、胸に押し寄せたのは、奇き妙みような優ゆう越えつ感かん。そして、足下が抜けるような虚きよ無む感かんだった。
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（けっこう溶とけつつあるなあ……）

　黒こく龍りゆう城じようの中庭で。よく手入れされたハルニレのあいだを抜け、フェルディアことフェルは、芝生しばふに残った雪を払はらっていた。

　庭木の枝にかぶった綿わた帽ぼう子しを仰あおぎ見て、深いため息をつく。

　フェルはハルニレが好きだ。春になればこの木は、けぶるような小花を咲かす。その様子ときたら、まるで枝に薄うす紫むらさきの雲がかかっているかのようなのだ。

　フェルは春が好きだ。

（インボルクの仮面作りでお金が稼かせげるし、アーモンドの花見客相手に屋台でお金が稼げるし、鈴すず蘭らん祭りの花売りでお金が稼げるし、そもそも寒さで外に出なかった人たちがあったかくなって街に出てくるぶん人手が足りなくなるからお金が稼げる！）

　そう、春は好きだ。なぜならお金が好きだから。

　もともとフェルは、多額の報ほう酬しゆうのために、故こ郷きようユナイア王国の王女さま、シレイネ＝アリステル＝ユナイア姫の身代わりとして、このエルラント帝国にやってきた。故こ国こくの仇きゆう敵てきにして、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの魔ま物ものと噂うわさされる、『毒どく龍りゆう公こう』ことクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント第三皇おう子じ殿でん下かに輿こし入いれするためだ。

　エルラントはユナイアにとって、長年の敵対国である。シレイネは、花嫁という名目の人ひと質じちとして望まれた。

　王おう侯こうの婚こん姻いんは、しばらくは形だけ夫婦として過ごす、『白い結婚』の期間がある。本当の夫婦としてちぎりを結ぶ、立夏ベルテイナの前夜ワルプルギスの夜までに、クロヴィス──クロウにドン引かれてガチ嫌きらわれて離り縁えんされてくること──それが、フェルのお役目だった。

　フェルは、シレイネとしてだけではなく、召めし使つかいに扮ふん装そうしては、クロウと離縁するきっかけをあれこれ模も索さくする日々を送っていたのだが。

（まさか、本物のシレイネさまが来ちゃうなんて）

　新婚旅行の帰りがけのことだ。

　生まれつき病弱で、寝ても覚めても熱を出し、今では枕から頭が上がらないはずのシレイネが、何を思ったのか、ふらりとフェルの前に現れた。

　──〝ご苦労さま。あなたの役目は終わったの〟

　笑顔でクビを告げられ、偽物の（仮）かつこかり花嫁が、（仮）の取れた本物嫁に入れ替わった。それで、フェルは晴れてお役やく御ご免めん──のはずだったのに。

　現状はといえば、なぜか、こうしてクルヴァッハ公こう爵しやく領りようで、雪ゆき搔かきに勤いそしんでいたりするわけで。

（あーあ、どうしてこんなとこにいるのよ。早く帰らなきゃいけないんだけど）

　ざくざくと木もく製せいのスコップで雪を搔きながら、ぼんやり物思いにふけっていたところ、高い声で名前を呼びかけられて我われに返る。

「フェル。こんなところにいた！」

「ラナ？」

　振り返った先にいたのは、下働きの格かつ好こうをしたフェルと違い、侍じ女じよのお仕し着きせをまとった黒髪の少女である。

　黒龍城の使用人としてフェルの先せん輩ぱいにあたる彼女は、身代わり時代から、いちばん気の置けない存在だった。

「あんた、やっぱりそのメガネとカツラはどうかと思うわよ。眉まゆ墨ずみでソバカス散らすのも。いくら変へん装そうだっていっても」

「ら、ラナ、誰が聞いてるか分かんないからっ」

「誰もいないわ。確認済みよ」

　本来の髪色である緋ひまじりの銀ぎん髪ぱつは、引っつめて栗くり毛げのカツラと綿めんのキャップに押し込む。さらに、やぼったい前髪と、そこだけ瀟しよう洒しやで逆に浮いて見えるメガネで、シレイネそっくりな顔や、珍しい夕暮れ色の瞳の色を隠す。それが、今の『召使フェル』の格好だ。

　ラナには、本物のシレイネさまそっくりな容姿を生かして身代わりをやっていたことが、つい最近バレてしまった。

（でも、ラナはぜんぜん態度変えずにいてくれるんだよね。ありがたいことだなあ）

　ぼんやり感かん慨がいに浸ひたるフェルの前で、ラナは琥こ珀はく色いろの瞳を輝かせ、「そんなことより」と自じ慢まんげに抱かかえてきた籠かごを見せてきた。

「結けつ構こう冷えてるんじゃない？　あんた、どんどん奥まで行っちゃうんだもの。最近は、春が近いせいか、変な居眠りも流は行やってるみたいだし、雪の中でぶっ倒れてたらどうしようかと思うでしょう」

「うっ……ごめん、心配かけて」

「ま、いいわ。休きゆう憩けいしましょ。ほら、賄まかないで挽ひき肉にくのパイ包み貰もらってきたの。なんと、焼き立てよ」

「わーうれしい！　実はおなかすいてたんだ！」

　挽肉と刻きざんだゆで卵とタマネギを炒いため、塩しお漬づけのオリーブを混ぜ、小麦粉の皮に包んできつね色に焼き上げたパイ包みは、庶しよ民みんの間では一般的な軽食だ。

　二人並んで、ほこほこ湯ゆ気げを立てる、まだ熱いパイにかぶりつく。

「おいしい！」

　サクサクした生き地じと、塩しおっ辛からいオリーブ、ハーブや香こう辛しん料りようが利きいた挽肉のフィリングの調和が絶ぜつ妙みようだ。じゅわっと口の中に広がる肉にく汁じゆうに、身体からだが芯しんからあたたまる気がした。

「そういえば、故こ郷きようの弟や妹、ちゃんとごはん食べてるかしらね」

　不意に、ぽつりとラナが呟つぶやいた。フェルははっとする。

（あっ……そうだった。ラナ、この間のユナイアとの戦争で、お父さんを亡くしてるんだ）

　以来、長女である彼女が、一家の働き頭がしらなのだという。

　フェルの孤こ児じ院いんの仲間たちも、ほとんどが戦せん災さい孤こ児じだ。みんな元気にしてるかな、とフェルもつられて思いを馳はせた。

（よく考えたら、前の戦争から、まだ一年ちょっとなのかあ……たまに忘れかけるけど、ここは故郷にとって敵てき対たい国こくなんだって）

　重くなりかけた空気を無理やりごまかすように、フェルはつとめて明るく「そうだ！」と話題を変える。

「今晩のはもう材料揃そろえちゃったけど。明日はパイにしようかなあ」

　一人頷うなずくフェルに、ラナはちょっと驚いてみせる。

「材料って、……ひょっとして、殿下のアレのこと？　なんだ、断るって息まいてたのに、まだ続いてたの」

「そうなんだよね。結局、かわしきれなくてさ」

　首を傾かしげるラナに、フェルは、ちびちびパイをかじりつつ、ちょっと遠い目をした。




　──お別れを告げたら、すっきり別れるはずだった。

（そうよ、断るはずだったのに。なんで、こんなことしてんだろ）

　打って変わって、とっぷりと日が暮れたあとの、薄うす暗ぐらい厨ちゆう房ぼうで。しゃりしゃりと人にん参じんをすり下ろしながらフェルは思う。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、大嫌いだった皇おう子じさまのことが、途中から『好き』に変わって。その先に、突然の別れがあって。それでも、身分違いでおかど違いな『好き』などきれいに諦あきらめて、もう二度と彼に会うこともないまま、一生を終えるはずだったのだが。

「フェル、いるか？」

　聞き慣れた声に、反射的に「はい、こんばんは」と返すのも、気づけば日につ課かになりつつある。

（……なんで、まだ普通に会ってるの。しかも、台所で）

　エルラントの貴族にしては珍しく、長く伸ばして編んだ黒髪。冷たく鋭えい利りな印象の、整った容よう姿し。

　当然のように厨房に入ってきたのは、ほかでもない。その偽にせ結婚生活で仮かり初そめの夫だった、クロヴィス皇子ことクロウである。

　瓦が礫れきの珠しゆ玉ぎよくならぬ、台所に毒どく龍りゆうだ。「甘いにおいがする」と呟き、クロウは何なに気げなく尋たずねてきた。

「今日はなんだ？」

「お夜食、人参とかぼちゃのクッキーにしてみました。蜂はち蜜みつと麦ばく芽がで甘あまみをつけてます。あんまり夜中にお砂さ糖とう摂とりすぎると太るかもと」

　オーブンから、香ばしい匂においをほわんと漂ただよわせるクッキーを取り出しつつ、フェルは内心首を傾げる。

（で、わたしはわたしで何やってるのって話）

　召使姿のほうで、彼にお礼とお別れを告げて帰ろうとしたら、「立春インボルクまでは勤つとめ上げないと、違い約やく金きんで借しやつ金きん地じ獄ごくか投とう獄ごくの二に択たくだ」と宣せん言げんされて、フェルは黒龍城に居残ることになったのである。

（だいたい、なんなのよ違約金って！　あ、でも払はらえなくもないのか。『ユナイアに帰ったら、あなたを騙だました身代わりの報ほう酬しゆうで、セタンタ国王陛へい下かから金貨を馬車いっぱい頂けますんで、それ使ってお返しします』……って、言えるわけないわ！）

　だが、その立春までも、あとたった二週間。二週間の我が慢まんでなんとかなる。

　一生を添そい遂とげる神誓ゲツシユを結ばされるわ、離婚をネタに遊ばれるわ、ワルプルギスまで五ご里り霧む中ちゆうにもほどがある戦いを強しいられていた身代わり期間中を思えば、先の見通しが立っているだけ気が楽だ。

　皿の上にざらざらとクッキーをあけながら、はあっとため息をつくフェルに、「何を難しい顔をしている」とクロウは片かた眉まゆをはね上げる。ついで、口に何か放り込まれた。

「むぐ」

　熱い。しかし、さくっと歯は触ざわりが軽いそれを嚙かみ砕くだくと、口いっぱいに、こっくり甘い素そ朴ぼくな味と、たっぷり使ったバターのふくよかな香りが広がる。

「わたしの作ったかぼちゃのクッキーじゃないですか」

「味見だ」

「味見って。それ、普通は自分でされるものでしょう」

　だいたい、味を確かめるも何も完成品だし、ともごもご呟つぶやくフェルの前で、クロウは自みずからも一つをかじっている。

「美う味まいな」

「ホントですか!?」

「ああ。野菜入りの焼き菓が子しなんて初めて食べた」

「そうなんですか？　ってことは、殿下、あんまり好き嫌いの無い子供だったんですね。昔、小さな子がいる貴族のお邸やしきの台所女じよ中ちゆうをして覚えたんです。野菜が嫌いな子って、だいたいお菓子に入れると食べてくれるんですよ」

「……とすると。俺はお前に、子供用の菓子で喜ぶと思われていたわけだな」

　ちょっと不満顔のクロウに、フェルは首を傾かしげた。

「だってわたし、この野菜のクッキー今でも好きですよ。そもそもお菓子なんて、滅めつ多たに口には入りませんけれど」

「そうか。俺も今、気に入った」

　二つ目を口に運ぶ彼を見ながら、フェルははて、と思う。

　雇こ用よう期き間かんが延のびてから、いつの間にか、彼のために夜食を作っておくのが日常化している。毒龍公は、どうも、フェルのお菓子や料理の味がいたくお気に召めしたらしい。

　正直、料理なら料理長に頼たのんでくれよと思うのだが、「今日のも美味い」「お前の作る味がいいんだが」と言われて断れず、という状態である。

（まあ、このおかたと仲悪くなる必要ももうなくなったんだし、別にいいか）

　好きな人が、自分の作ったものを食べて喜んでくれるのは、心地いい。

　たとえフェルに用があるのが胃い袋ぶくろだけだったとしても、嬉うれしいものは嬉しいのだ。

　想いが叶かなう可か能のう性せいも、叶えるつもりもない、自己満足で自己完かん結けつ型がたの『好き』だが、それも期限付きだ。規き則そくの勤きん続ぞく三カ月が明けるまで──あと二週間で終わる話。

　召使としての黒龍城での生活は、おおむね充じゆう実じつしている。

　相部屋のラナとの女の子二人暮らしは楽しいし、職場は働きやすいし、こうして彼と二人、厨房で話す時間は幸せだ。この台所談だん話わも、なんだかんだで数日目。

（でも、それに満足するとヤバい気がするんだよね……）

　思わずぎゅうっと眉み間けんにしわを寄せるフェルの額ひたいをつつき、「ほら、また難しい顔」とクロウは笑った。

　あたたかい、『ご主人様』の表情だ。

　召使のフェルに、彼は優しい。使用人を大事にしている人なんだなあと、お仕事人生を送ってきたフェルとしては、ほっこりする。

「何か不満か？　俺は、お前と話すと、気が安らぐんだが。……特に、今は」

「えっ？　何か気がかりでもおありですか」

　驚いて身を乗り出すフェルに、クロウは苦笑し、それからふと、顔を暗くした。

「ひとつは、黒龍師団に、ここ数日で、おかしな休みを取る者が増えたことだな」

「おかしな休み？」

「ああ。──突然昏こん倒とうし、周囲の者が揺ゆり起こそうとしても、そのまま眠り続けて目を覚まさない」

　フェルは眉をひそめた。そういえば今日、ラナもちらりと言っていた。変な居眠りが流行っている、と。

「ううーん……もうすぐ春だからですかね？」

「だといいがな。綱こう紀きに厳しい黒龍軍となると話が別だ。理由らしきものもなく、同じようにひっくり返る者が続出するのも奇き妙みような話だろう。たちの悪い病やまいかもしれないし、あるいは」

　難しい顔で、クロウは言葉を切る。フェルは、はっと続きを察さつした。

（呪じゆ毒どく……なんてね、まさか）

　だが、可能性はある。黒龍師団員が呪毒『眠ねむらずの蝶ちよう』で操あやつられる事件が、つい先日起きたばかりなのだ。

「だが、本当に気がかりなのは妻のことだ。お前は下働きだから、あれに関わることはあまりないだろう。だが──お前の印象も訊ききたい」

　ためらいがちに視線をさまよわせると、クロウは目を伏せ、眉み間けんに指先を当てる。




「フェル。今、あの浄じよう室しつに閉じこもっている女は──シレイネだよな？」




「はい……？」

　レースペーパーを敷しいた籠にクッキーを移していたフェルの、手が止まる。

「旅行から帰ってこちら、あいつは急に弱くなったと思わないか。今までも具合が悪そうな時がなかったわけじゃないが、あそこまで吹けば散るような脆もろさではなかった」

「それは。『シレイネ姫』は、もともと病弱なおかたって触ふれ込みじゃ……」

「だが、違うと感じるのはそこだけじゃないんだ」

　フェルは何食わぬ顔で作業を再開した。動どう揺ようを悟さとられるわけにはいかない。

　しかし次の瞬間、クロウが眉をひそめて口にした言葉に、片頰が引きつった。

「俺の知っているシレイネは、あんなにしとやかに微笑ほほえんで、自ら俺の部屋を訪れたりはしない。俺を害がい虫ちゆうのように避さけ倒たおし、口を開けば『離婚しろ』、ふた言目には頭ず突つきか掌しよう底ていかクッションを飛ばすような女だ」

「エ」

「病弱どころか。ドレスの裾すそをたくし上げて木によじ登り、下りられなくなった子こ猫ねこを助けていたこともあったな。おまけに最後、足を踏ふみ外して転てん落らく、きっちり四よつん這ばいの型を雪につけて。今の妻の身のこなしには隙すきがないが、本来あいつは、木のぼり前に人ひと目めを確認していながら思いっきり俺に見られているような、隙すきだらけな奴やつのはずだ」

「……幻げん覚かくじゃないですか？」

「いいやほかにもある。先だって、妻の部屋で話をしたが……無む造ぞう作さに一口だけ食べたタルトをそのまま残すなんて、あいつならあり得えないはずなのに。どんな菓子でも、どこから食べようかしばらく思し案あんしたのち、もったいつけてちびちびと、もちろん全部平らげ、なおかつクリームつきの皿にまで物もの惜おしげな視線を送る。それが俺の知るシレイネだ」

「……あの。もう結構です」

「いいから聞いて行け。今のシレイネは、食事といえば、葡ぶ萄どう酒しゆやリゾットに少し口をつけるだけのようだが、本来は違う。食べ方こそ優ゆう雅がだが、何がどんな量出ようと、絶対に残さない。そして、リゾットどころか肉に興こう奮ふんする。牛肩肉のソテーを見るあいつの顔ときたら、飢うえた獅し子しでもそっと自分の分を譲ゆずってやりそうなほど嬉しげだぞ」

「あの……ほんと、出てっていいですか……」

　帰りたいむしろ死にたい。あれもそれもこれも、全部見られていたなんて。

（この男……どこまで細かく観察してんのよー!?）

　次から次へと湧わいてくるクロウのシレイネ評に、フェルは口から魂たましいが抜ぬけていくのを感じた。

　ぷるぷる震ふるえながら、両手で顔を覆おおいたい衝しよう動どうに耐たえるフェルは、そんな自分の様子に、クロウが愉ゆ快かいそうに口元を緩ゆるめたことに気づかなかった。

「とまあ、そんな風に、姫君としては型かた破やぶりなんだが」

　恥はじで半はん死し半はん生しようのフェルを前に、滔とう々とうと『俺の知っているシレイネ談』を語っていたクロウは、そこで一度、ぴたりと口をつぐむ。

「噓うそで塗ぬり固めた笑顔より、素直に怒った顔のほうがいい。木にのぼるのは、子猫をすぐに助けてやりたいという優しさだ。食事を残さないのは、食べ物と、作った者に感謝しているから。あいつらしい」

「……え？」

「このあいだ、扉とびら越しに話をしたときだけは、久しぶりに元に戻ったような気がした。それきりだがな」

「！」

　息を吞のむ。それはほかでもない、フェルが最後に『シレイネ姫』のふりをしたときのことだ。

（あのとき、違いに気づいていたなんて──）

「妻とは、三み度たび、共に戦ったんだ」

　クロウはそう言った。

　その三度のことなら、フェルももちろん覚えている。クロウの次じ兄けいイグレックの陰いん謀ぼうを打ち破り、呪毒に操あやつられたフェルの育ての親ガウェインを救すくい、その呪毒を何者かに横流ししていた辺へん境きよう民みん族ぞくの長おさキリヤを押さえることに成功した。

「俺は、妻のことを信しん頼らいしている。あいつは隠さない。いつでも正面から俺を見る。肩を並べて同じものを見て、時には背を預けられる女だ」

「背を、預けられる？」

「ああ。それで後ろから斬きられるなら、単に俺に見る目がなかっただけだろうと、覚かく悟ごもしている。……あいつが来てくれて、あいつがいてくれてよかったと思っている」

「……！」

　不意打ちを食らい、フェルは言葉を失うしなう。

　しばし茫ぼう然ぜんとする。それから、じわじわと喜びが広がっていった。

（ズタボロの偽者だった、あの『シレイネ姫』を。そんな風に、考えてくれてたの？）

　嬉しい。

　失われてしまった、二度と戻らない時間だけれど、それでも。

　瞳が潤うるみそうになるのを、指が手のひらに食い込むほど握にぎりしめて耐たえるフェルの様子など気にしていないのか、クロウは声を低めた。

「だが、──旅から帰ってきて、あいつは変わった。まるで別人のようなんだ」

「え？」

「雰ふん囲い気きががらりと変わったし、太陽の光を嫌うようになった。気分転てん換かんと称しようして、勝手に部屋の奇き怪かいな模様替えも始めた。妙だと感じる点は他にもあるんだが、何より強く感じるのは、今の妻には後ろを見せたが最後、心臓を一ひと突つきにされる心地ここちすらする」

　話を聞いているうちに、フェルは頭のてっぺんから順に、さあっと血の気が引いていくのが分かった。

（いや、ちょっと待ったそれはまずい……）

　なんてこった。

（偽者に慣れたせいで──よりによって、本物のシレイネさまに違い和わ感かん覚えてる!?）

　確かに、今まで暮らしてきた人間とどこか違うと感じれば、怪あやしまれても無理はない。

（噓、どうしよう。まさか、違いますよとも言えないし）

　口をぱくぱくさせるフェルに、クロウは目を伏せる。

「まるで伝でん承しようの『妖よう精せいの取り替え子』のようだ。それこそ、呪毒を使われた可能性もある」

　呪毒には、人の心を操るものも存在するから、と。冒おかされたが最後、決して眠れなくなり、使い手の命令に死ぬまで縛しばられるという『眠らずの蝶』のように。

「そういえば、『取り替え子』なら、焼き鏝ごてを当てて、ジギタリスの煎せんじ汁じるを飲ませれば元どおりになるかもしれないとか。幸い、どちらを試すにも事こと欠かかない環境だしな。それで正気に戻るなら……やってみるか、あいつにも」

「ええっ!?　何おっしゃるんですか！　そんなとんでもないこと、奥方さまに!?　正しよう気きの沙さ汰たじゃありません！　第一、殿下の気のせいかもしれないでしょう。奥方さまは奥方さまですよ！」

「気のせいで済ませたかったんだが、決定的なことに……キリヤからの警けい告こくがあったんだ。シレイネが、呪毒を──『眠らずの蝶』を欲しがり、協力を求めて北の側そう塔とうに会いにきたと」

　フェルは息を吞んだ。そんなバカな、と思ってしまう。

（キリヤさま、このお城にいたんだ。じゃなくて、シレイネさまが、キリヤさまに『眠らずの蝶』を……？　噓だ。だって、どうして？　そもそも、知ってるわけないじゃない。呪毒の存在も、キリヤさまがそれを作ってたことも）

「で、殿下の思い違いって可能性も……」

　なおも食い下がるフェルに、クロウは首を振る。

「しかもあいつは、家か令れいのことを『サリタさま』と呼ぶんだよ」

「……え？」

「前は、『ケイさま』と呼んでいた。侍女のことも、以前は一人一人名前で声をかけていたが、今はそういうことはしない」

　ひゅっと息を吸い込む音が、ひときわ大きく耳に届く。

（しまった！　どういう呼び方をしてたかまで詳しく伝えてなかったことが、こんな落とし穴になるなんて！）

　組み合わせた手元を所しよ在ざいなく眺ながめているクロウは、冷えきり、どこか危あやうさをはらんだ光を青い瞳に浮かべ、こう続けた。

「俺には分からなくなった。言げん動どうが少し変わっただけならまだしも、呪毒を欲しがるとなると、さすがに放ってはおけない。おまけに、あいつがキリヤを訪ねた頃と、さっき話した奇妙な眠り病が騒がれ始めた時期は、ちょうど前後するんだ」

「殿下は、奥方さまを、疑ってらっしゃるんですか……？」

「関係なければいい、と思っている。だが、用心を怠おこたる理由にはならない」

　それはつまり、かなりのところまで疑い、警戒しているということだ。

　姿かたちは同じでも、別人にしか見えない限り、迷めい信しんだろうと、正体を判ずるための手しゆ段だんを講こうじるしかない、と。

「俺は、妻がただ生きていればいいとは思わない。彼女が変わってしまったというならば……まして、この地と国に害がいをもたらそうとしているなら、見み逃のがせない。今後不ふ審しんな動きをすれば、相そう応おうの報むくいを受けるだろう、と。そういうことだ」

（……！　毒龍公）

　今まで、噂と違った顔ばかり見てきたから、忘れかけていたけれど。

　この人は、冷れい酷こくなエルラントの毒龍公。

　どくどくと脈みやくが速まる。冷たい汗が噴ふき出し、フェルはぐらつく足を必死に支えた。

　そこでふとクロウは語調を和やわらげ、「悪かった」と軽く笑えんだ。

「すまない。お前に話していい内容じゃなかったな。呪毒について意見を聞ける者が、ほかに思い当たらなかったんだが……今しばらくは様子を見るつもりだから。くれぐれも他た言ごん無む用ようで頼む。何事もなければ、気のせいで済むかもしれない話だ」

「いいえ」

　フェルは、ぎこちなく頷いた。頭をぐしゃぐしゃと撫なでるその手が、もう、いつも安心するそれと、まったく別物のように思えてくる。

（ど、どうしよう……）

　もちろん、誰にも相談できるわけがなかった。

　力になってくれるかもしれない、ただ一人を除のぞいては。





[image: ]






「ラナ、どうしよう！」

　夜になり、仕事が終わったあと。

　フェルは半泣きで使用人棟とうの女中部屋に駆かけ込んだ。

　先に戻っていたラナは、綿のキャップも侍女のお仕着せも脱ぎ、私服姿で黒髪を梳すいていたが、入ってきたフェルの様子にぎょっとする。

「血けつ相そう変えてどうしたのよ、フェル？」

「で、で、殿下が、本物のシレイネさまを拷ごう問もんするかもしれいね……！」

「いいから落ち着きなさい。語ご尾びおかしいわよ」

　混乱するフェルの頭をわしわし撫なでてから、ラナは琥こ珀はく色いろの目でフェルの顔を覗のぞき込み、「何があったの？」と尋ねてくる。

　搔かいつまんで事情を話すと、ラナは難しい顔をした。

「そう。まずいことになったわね……クロヴィス殿下が疑い始めたってことは、きっと徹てつ底てい的てきに調べるわよ。奥方さまのこと」

「だよね。だって、言うに事欠かいて『妖精の取り替え子のようだ』とまでおっしゃるし」

　取り替え子。

　妖精が、気に入った人間の幼おさな子ごと、自分の子を取り替えてしまうという、古い伝でん承しようだ。

　人間の家庭に潜もぐり込んだ『妖精の子』は、妙に賢かしこかったり、感情が欠けつ落らくしていたり。そして決まって、とても身体が弱いのだという。

（そんなの迷信だよね？　なのに、拷問まがいのこと……まさか本当にするつもり？）

　実際は気が触れたわけでも呪毒で操られているわけでもなく、中身が入れ替わっただけだ。だが、そんなことクロウに言えるわけがない。

（お願いだからシレイネさま、疑われるようなことはしないでください！　何もできないとは思うけど……）

　けれど、「毒龍の花嫁になってみたくなった」と言ったときの彼女の瞳に、甘さはなかった。身体の辛つらさを押して、こんなところまで来たからには、絶対に何か理由があるはずなのだ。

（殿下の話の真しん偽ぎを確かめなくちゃ）

　話しているあいだに落ち着いてくる。しばらくぐるぐる悩んだのち、フェルはきゅっと眉根を寄せた。窓から、月の高さを確認する。

（シレイネさま、夜よ更ふかしの多いかただったもの。ちょっと元気になったっていう今なら、この時間、まだ起きてるかも）

「ラナ、シレイネさま付きの侍女としてちょっと付き合ってほしいの。わたし、下働きのお仕着せしか持ってないから。シレイネさまに会いに行ってくる」

「え？　でも、こんな夜よ更ふけに……第一、あんた、本物の奥方さまには帰れって言われたんでしょ。いいの、命令違い反はんがばれるけど。報ほう酬しゆう減らされるかもしれないわよ？」

「えっ、それは困……いやいや、何言ってんのそれどころじゃないし！」

　確かに、怒られはすると思う。でも、背に腹は代えられない。

「話をしに行かなきゃ。何かあってからじゃ遅いもの。……駄だ目めかな」

　迷めい惑わくだよなあ、と尻すぼみになるフェルの頭をぺしっとはたき、「馬ば鹿かね！」とラナは鼻を鳴らした。

「あんたを助けるのに、あたしがためらうわけないでしょ！」




　お夜食のお届けですという名目で、夜や警けいの兵に話を通す。一応、噓ではない。彼女の好物である木き苺いちごのタルトを、厨房で用意してもらってきた。

「ああ、奥方さま、最近なんだか眠れないみたいだしな」

　先日のすったもんだが噓のように、見張りの黒龍兵は道をあけてくれた。側そば仕づかえであるラナの顔はやはり大きい。

「じゃああたし、ここで待ってるから」

　ノックをして最初の間に入ると、ラナが囁ささやく。フェルは頷うなずき、自分だと分かってもらえるように変へん装そうを解といて素顔になると、奥の浄室に歩を進めた。

「あの、……シレイネさま」

「──フェル？」

　フェルがそっと内扉の前で呼びかけると、中でわずかに息を吞む気配がした。

　それから、しばらくためらうような間があく。

「入って」

　やがて、短く促うながされた。

　扉を開けたフェルを待っていたのは、フェルと寸すん分ぶんたがわぬ顔と、背丈、体形、声の少女。双ふた子ごとも違い、成長するに従い差さ異いが出るどころか、まったくお互いの姿をなぞるように同じだ。

　絹きぬの夜着をまとい、ベッドから下りたシレイネは、茜あかねから紺こんへと暮れゆく空を宿やどした瞳で、まっすぐフェルを見ていた。

（シレイネさま。よかった、顔色よくなってる……）

　手招きされて数歩前に出ると、無言のまま、さらに近くにと仕し草ぐさで示された。指示どおり、すぐに駆け寄る。

「シレイネさま、お元気になって良がっイダダダ」

　いきなり、ほっそりした指で、両りよう頰ほおをぎゅーっとつねられ、フェルは悲鳴を上げた。

「シレイネひゃま、どうひゃれまひた!?」

「どうしたもこうしたもなくてよ」

　もがきながら涙目になるフェルに、シレイネは手を緩ゆるめないまま半はん眼がんになる。繊せん細さいな指なのに、どこからこんな力が出るのだろう。

「わたくし、故郷のベルファスティスに戻りなさいと命めいじたでしょう。わたくしが、ここしばらくどんな心地で過ごしてきたと思って。なんて無茶をするの、お馬ば鹿か！」

「うっ……」

　予想どおり叱しかりつけられ、フェルは一瞬怯ひるむ。しかし、ひとしきり引っ張って満足したのか、シレイネが両頰を放してくれた瞬間、負けじと抗こう議ぎした。

「だってシレイネさま！　それだったら、あんな大事なもの、わたしに預けないでください！　死ぬおつもりだったんですか!?」

　フェルは、奥に置かれた香こう炉ろを見る。凝こった銀細工のそれには、シレイネの命を守るための、『浄じよう石せき』という特別な石が入っているのだ。

　この石は、香こうに入れると、空気を清きよめ、生命力を強めてくれる効こう果かがあるという。

「なんで自分でも忘れてたんだろうって思いますけど。でも、あの石がないと、体調がひどいことになるんですよね。シレイネさまにもし万まん一いちのことがあったらって、生きた心地がしませんでした」

「フェル」

　シレイネは目を瞠みはり、フェルの袖そでを軽く引っぱった。

「そう。危険を押して来てくれたの」

　こつん、と軽く額同士がぶつかる感触。まるで互いに鏡を覗き込むように、二人は対たい峙じし、手のひらを合わせた。







[image: ]







「わたくしもよ。あの毒龍に、あなたが危ない目に遭あわされていやしないかって、気が気ではなかったわ」

　会いに来てくれてよかった、と呟く声に、フェルの胸はじわりと熱くなる。

（よかった、回復してくださって）

「あら。フェル……このあいだは気づかなかったけど、あなた、少し髪が伸びた？」

　不意にシレイネが眉をひそめたので、フェルは首を傾かしげつつ頷いた。

「はい。こちらに来て三カ月近く経ちますから」

「ええ、そうね。でも、大丈夫。あとで、合わせるから」

「？」

　なんのことだろう、と考え込みかけたところで、はたと我に返る。

「って、それどころじゃないんです！　危ない目に遭いそうなのは、むしろシレイネさまですよ。大変です、クロヴィス殿下、身代わりだったわたしと、シレイネさまとがなんとなく違う感じなんだって、気づいておいでなんです！」

「そう。それは大変だわ」

　焦あせって伝えるフェルの勢いきおいに反し、シレイネの反応は淡たん白ぱくだった。

「驚かないですね、シレイネさま」

「そうね。そんな話をあなたにするなんて、一体どういうつもりかしらね……あの男」

「はい？」

　きょとんとするフェルに、「なんでもないわ」とシレイネは笑った。

　フェルは気を取り直し、なおも言い募つのる。

「それで、シレイネさまを『正気に戻す』ために、ジギタリスを飲ませたり、焼き鏝を当てたりして拷問するかもって」

「……あの男のやりそうなことだわ」

　シレイネの暗いまなざしを見て、フェルは、あれっと思う。

「シレイネさま。ひょっとして、殿下のことあんまり好きじゃないですか？」

「いいえ？」

　おそるおそる尋ねたフェルに、シレイネはにっこり微笑んだ。

「好きじゃないんじゃなくてよ。大っ嫌いなの」

「ど、どこが」

「存在そのものが。今すぐ死んでくれたら、多少は好きになるかも」

　まさかの全否定だった。フェルは言葉に詰つまる。

「それは……あのおかたは、ちょっと怖いところがありますが。こちらが何もしなければ、咬かんだりはしないと思います。それでも、あ、あの……死んでほしい、ですか？」

「ええ」

「そ、ですか」

　それはちょっと辛つらい。

　フェルはクロウのことが好きだ。

　大切な人が、好きな人を嫌い、謗そしり、存在まで呪のろわしく思うのなら、なんだか悲しいと思う。だからせめて、死を望むまではしないでほしいと願ってしまう。

「わたしも……殿下の怖こわいところばっかり見ていた頃は、よく、いろんなことを思ってました。ちょっと痛い目見たらいいのに、とか」

　フェルは、言葉に困り、もじもじと指を組み合わせた。

　少しためらいがちに、当時の心情を明かす。

「お菓子の食べ過ぎで腹が林りん檎ご形がたに膨ふくらんで使用人たちから『ヤダ、殿下ったら何カ月？』『う、産まれるぅ』なんて陰かげ口ぐち叩たたかれたらいいのにとか」

「え」

「野の良ら犬いぬにお尻しりを咬まれて涙目になればいいのにとか、肖しよう像ぞう画がを描く前に鼻毛を切り忘れて絵え師しに気まずそうな顔されればいいのにとか」

「あのねフェル……今、ちょっと毒龍に同情したわ。いいえ、嫌いは嫌いよ。それは別」

　なぜかシレイネは、どこか居心地の悪そうな顔になっていた。

（シレイネさまがこんなに嫌がるなんて。あの人、妻の印象がちょっと変わったからって、一体何をしたのよ。まさか、わたしの知らないところで、兵を使って追い駆け回したりしたんじゃないでしょうね!?）

　なんだか不幸な誤解があるようにフェルには感じられた。

　このままではシレイネも幸せになれないし──何より、奥さんに嫌われっぱなしでは、クロウも気の毒だと思った。なぜなら、クロウは現状、シレイネと神誓ゲツシユを結んだと思い込んでいるのだ。

　フェルは気を取り直す。そして、「あの！」と提てい案あんしてみた。

「シレイネさま。せっかく戻ってきたのだから、引き継ぎをさせてください」

「引き継ぎ？」

「お仕事の引き継ぎです。わたしは身代わりクビになっちゃいましたけど、不ふ肖しようながら、あの厄やつ介かいな旦だん那なさまについての、対たい処しよ法ほうとか、いろいろ」

　シレイネはきょとんとしている。どう説明したものか。フェルは迷った。

（彼のことを少しでも知ってもらえれば、お互い歩み寄れるんじゃないかって言いたいだけなんだけど……）

　基本的に鬼き畜ちくで嗜し虐ぎやく的てきで、箱はこ庭にわ主しゆ義ぎの引き込もりだったり、根暗だったり陰いん険けんだったり底意地も口も悪かったりするが、怖くないところだってたくさんある。

　とにかく、正しく奥さんになるシレイネには、彼のことを分かってほしい。嫌うなら、それからにしてもらえたら──と、勝手ながら思ってしまったわけで。

「まず、殿下、あんな見た目して甘いものが好きなんです」

　フェルは、クロウの「怖くないところ」と「扱い方」を、一生懸けん命めい考えた。

「無表情になると文もん句くなしに怖いし、悪い顔がいちばん映はえるんですけど。でも、笑うと、優しくて……そうだ、シレイネさまには、殿下の笑顔を見ていただきたいです」

（そうだよ。あのかたは、もっと笑えばいいのに）

　奥方さま姿のフェルの前でも、自然に笑うことが多くなってきていた。このまま、シレイネにも笑いかけてくれたら、どうだろう？

「残ざん酷こくっていうわけではないし、噂うわさと違って、ちゃんとあったかい血の通かよった人間です」

　フェルは身ぶり手ぶりを交じえ、彼と話したり、喧けん嘩かしたときのことを語ってみせた。アンダードレス姿で修しゆ羅ら場ばに乗り込んだら、啞あ然ぜんとされたこと。ごはんを食べずに弱っていたこともあったし、膝ひざ枕まくらしながら彼の髪の毛を引っ張ってやったこともあった。

　助けられたことだって、たくさん。

　もう駄だ目めだと思ったときに、決まって彼は、魔ま法ほうみたいに助けてくれた。どんなことがあっても、彼がいれば、きっと乗り越えていけると信じさせてくれる。そんな人だ。

「過ぎたことをカップの縁ふちにこびりついた茶しぶのようにべっとり覚えてるのはアレですけど、それは義ぎ理り堅がたいというか、話をちゃんと聞いてくれてるってことでもあるし。悪わる巧だくみは得意だけど、倫りん理りから外れたことは絶対にしませんし。彼は、守るために刃やいばを振りかざしはしても、誰かを傷つけるために剣を抜くことは、決してしない人なんです」

　彼に非ひのないところでまで、不必要に恐れられているのなら、誤解を解きたい一心で。

「毒龍公だって触れ込みだけで、毛け嫌ぎらいすることもないんです。だから、シレイネさまも、あの人のことをちゃんと知れば、きっと──」

　そうだ、きっと。

（彼のことが、好きに）

　なれるから。

　そう続けようとして、不意にずきりと胸が軋きしんだ。

（あれ？　なんだこれ。痛い。心臓のあたりが）

　語る声が、止まった。思いと裏うら腹はらに、胸の痛みは辛つらくなり、お腹のあたりにもやもやしたものが溜たまっていく。

「わたくし──も？　と、そう言ったの」

　シレイネはフェルの瞳を覗く。

　同じ色のはずなのに。彼女の虹こう彩さいは、吸い込まれそうな茜色だ。

「フェル」

　わけもなくそわそわする。そんなフェルを、何かを探るように見み据すえると、シレイネは眉をひそめる。そして、呆ぼう然ぜんと呟いた。




「あなた──毒龍が好きなの？」




「！」

　この言葉に、フェルは息を吞む。

　みるみるうちに紅こう潮ちようした、夜よ目めにも分かるその頰ほおを見れば、答えはおのずと知れるだろう。

「……はい」

　下へ手たなごまかしはしたくない。首を縦に振ったあと、フェルは慌あわてて付け足した。

「好き……です。でも、ちゃんと忘れます」

「そうね」

　シレイネはあっさり頷いた。声こわ音ねが予想以上に冷ややかで、フェルはどきりとする。

（がっかりさせたかな）

　きっと、彼女は、職しよく務むに私し情じようを持ち込んだ自分に呆あきれている。そう思ったフェルが唇くちびるを嚙かんだときだ。

　ばふ、とシレイネに抱きしめられ、フェルは目を白黒させた。

「そんなのだめよ。わたくしは嫌」

「シレイネさま？」

「あんな男が？　信じられない。だって、あなたに何をするか分からないのに。絶対、絶対に嫌！」

　シレイネは駄だ々だをこねるように言い、フェルを抱きしめる手に力を込めた。ラベンダーが強く薫かおる。髪に染しみ込んだ浄香だろうか。

（シレイネさま？　急にどうしたんだろう）

「ずっと一緒にいましょうねって、昔言ったわ。あなた、頷いたじゃない」

（痛っ）

　きゃしゃな指先の、薄うす桃もも色いろに色づいた爪つめが、腕に食い込む。

「わたくしと帰りましょう、フェル。セタンタお兄さまと、あなたがいればいい。ほかは何もいらないから」

　フェルは驚いたが、同時に焦あせった。なんだか、とても怒らせてしまった。

「ご、ごめんなさいシレイネさま」

「……あの男がいなくなればいいの？」

　シレイネが呟いた言葉に、フェルはぴたりと動きを止める。

「えっ……」

　まるでそれを、肯こう定ていだと捉とらえたように。

「あの男が、いなくなればいいのね。フェル」

　シレイネは繰くり返した。今度はより、はっきりと。

「シレイネさま？　何おっしゃって……」

「大丈夫」

　不意に、ふわりと視界に青白いものが横切って、フェルは声を上げそうになった。

　それは、森で見た蝶だった。暗がりに光の粉を撒まきながら、幻影のように美しく飛ぶ、無数の──

「ねえ。あなたは、『眠らずの蝶』だけが呪毒だと思って？」

「……!?」

　フェルはぎょっとする。

「シレイネさま……呪毒のことを、ご存じなんですか？」

　無意識のうちに、フェルは一歩後ずさる。

（確かに、呪毒のもとになるあの夕輝晶と、シレイネさまの『浄石』は、ものすごく似ているけど）

　シレイネの身体を癒いやす『浄石』という不思議な石は、青い輝きを放つ夕輝晶だ。赤く不気味な光を宿す呪毒の石と、極めて似た性せい質しつを持つ。

　ひやりと冷たい指をフェルのそれに絡からめたシレイネは、「心配などいらないの」と歌うように囁く。

「わたくしはユナイアからの花嫁、黒龍公夫人。この立場に守られている限り、誰も、わたくしに手は出せない。……たとえそれが、わたくしの旦那さまであったとしても」

　シレイネは、ふふ、と鈴を転がすような声で笑う。

　クロウが教えてくれた、お城の眠り病の話も──まさかと思ったけれど。

「シレイネさま。何をなさるおつもりですか。……この蝶、まさか呪毒じゃないですよね？」

「どうかしら」

「シレイネさま！」

「黙って」

　思いがけず鋭するどい制せい止しとともに、唇に指先を押し当てられる。

　氷のような冷たさだ。

「今は、何も答えてあげるつもりはないの。さあ、お戻りなさい。これ以上、ここにいるなら、大声で人を呼ぶわ」

「そんな、むちゃくちゃです!!」

　シレイネの言い分は支し離り滅めつ裂れつだ。けれど、こうなったからには──もう、絶対にてこでも動かない。フェルは経験上、よく知っている。

（どうしてそこまで）

　青ざめたフェルの頰を包んで引き寄せ、シレイネは優しく微笑んだ。

「かわいいフェル。あなたは、わたくしが必ず帰してあげる」
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　フェルが去ったあとの部屋で、シレイネは独ひとり、物思いに沈しずんでいた。何もしないでほしいと懇こん願がんされたが、結局曖あい昧まいに頷うなずくだけで聞き流してしまった。

（ごめんなさいね、フェル。あなたが無事でよかった。でも）

　あの男の手に落ちたのだと聞かされてから、この一週間は生きた心地がしなかった。本当に捕まってしまったのか。何かひどいことはされていないか。

（……なんてこと。あの男を好き？　フェルが？）

　あの男の本当の妻になって、自分のもとを去ってしまう？

　きり、と爪を嚙む。

（そんなの許せない）

　何より。

　──〝さて、どちらが本物だろうな？〟

　裏うら系けい譜ふの話とともに投げられた、あの言葉。

（毒龍公は、フェルの身柄を押さえているだけじゃないかもしれない。……ひょっとしたら、わたくしと、あの子の関係にも気づいてしまっている……）

　ユナイア王室の秘密を、なぜ、敵対国の皇子が知っているのだろう。下へ手たをすれば、セタンタの身も危ない。

（ああ、じゃまだわ）

　二年前、消し損そこねたことが、今になって悔くやまれる。

　十代の若さで、当時すでに頭とう角かくを現しつつあったあの青い瞳の男は、きっとユナイアの、セタンタの障しよう害がいになると思った。

　それが、まさかこんな形で的中するなんて。

　なんて目め障ざわりな毒龍。

　妹のようにも思っているフェルを奪っていったその日から、彼は、明めい確かくに忌いむべき仇きゆう敵てきに変わった。

　目玉を抉えぐるように、心臓を搔き出すように。肖像画を何度切り刻んでも足りない。

　自分はただ、大切なものを守りたいだけなのに。

　そんなささやかな願いすら、毒どく牙がで汚そうとするのか。

　いいえ、とシレイネは思う。

（二年前の、やり直しをすればいい。退たい治じし損そこねた黒い龍を、今度こそ剣で貫つらぬく。それだけ）

　絶対に許さない。

　セタンタとフェルがいればいい、シレイネの小さな世界を、壊こわそうとするのなら。

（早く早く。あの男を消してしまわなければ──）
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　まるで、一滴ずつ落とした黒い墨すみが水面みなもに波は紋もんを広げるように。

　平へい穏おんな日常が、濁にごり始めている。

「我わが君きみ。──黒こく龍りゆう兵へいがまた三人、倒れました」

　不ふ意いにかけられた言葉に、クロウは書類から顔を上げた。

　黒こく龍りゆう城じよう家か令れいのケイ＝サリタは、報告書を繰くる手を止め、色味の薄い金きん髪ぱつを揺ゆらし、アメジスト色の瞳ひとみだけ、ちらりとクロウのいる執しつ務む机づくえに向ける。

「……状態は悪いのか」

「いいえ。それが、やはり眠り続けているだけなのだそうです。普通に勤務していたようですが、午後になってぱったりと。そういった持じ病びようがあるわけでもなく、原因はまったくの不明と」

「昨日は、主しゆ力りよくの隊たい長ちよう格かくも二人やられたな。気味が悪い話だ」

　クロウは頰ほおづえをついたまま、窓の外に視線を投げる。

「……頃合だろう」

　残ざん雪せつのまぶしい、氷の張った噴水。雪ゆき化げ粧しようした裸はだか木ぎのかたわらで、常じよう緑りよくの生いけ垣がきを整える庭師たち。まったくいつもどおりの、『城の風景』だ。

　それを確認すると、クロウは短く命めいじた。

「ケイ。準備を」

「御ぎよ意い」

　音もなく扉とびらから出ていくケイを見送り、クロウは窓下に視線を戻す。

「……嵐の前、だな」
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　──それは、本当に突然だった。




「フェル、あんた、通用門が閉まってるの見た？　あとでお使いに出なくちゃいけないのに困るわ」

「そうなの？　あんまり気にしなかったけど、どうしたのかな」

　フェルは、いつもどおり、召めし使つかいのお仕し着きせに身を包んだ変装姿で、ラナと一緒に仕事に勤いそしんでいた。

　天気はあいにくの曇くもり空。陽光をさえぎり、どんより垂れ込めた灰はい色いろの雲は、今にも泣きだしそうな不ふ穏おんさで、早く建物に入らなければと焦あせりを煽あおる。

　使い古した手て桶おけに水をいっぱいに汲くみ、淡あわく雪を刷はいた石積みの城壁沿ぞいを、井戸から厨ちゆう房ぼうに向かってこぼさないよう歩く。

　両手に持った桶は重たく、冷えてかじかんだ手がもっと赤くなったが、そんなもの二人とも慣れっこである。おしゃべりに興きようじる余裕はあった。

「ラナ、こんなところで油売ってていいのかなって思ったら、今日は遅おそ番ばんなんだ？」

「そう。早寝早起き健康健全な誰かさんが『奥方さま』をやってたときと違って、遅番が多いのよ、今は」

　おしゃべりの内容はいつもどおりの雑ざつ談だんだ。とはいえ、愚ぐ痴ちも入る。

「奥方さま、少し元気になられたのはいいんだけど、夜よ更ふかしが多くなっちゃって。殿でん下かも夜は遅いかただけど、会話はなくて……ご夫婦の雰ふん囲い気きは、悪くなっていくばっかり」

　黒龍城の空気が少し尖とがり始めている、というのは、フェルも召使に戻ってから、感じ取っていたことだ。

（でも、日ひにち薬ぐすりだと思うんだよね。お互いを理り解かいするきっかけさえあれば……ざっくばらんすぎる偽にせ嫁よめが、ちゃんとしたお姫さまに変わったってだけで。ただ、シレイネさまの体調は、心配だけど）

　あとは、クロウを大嫌いだと言ってはばからないシレイネが、何もしなければ──

　手桶を揺ゆらしながら、「もう、本当、どうにかならないのかしら」とため息をこぼすラナに、ぼんやりしていたフェルは慌あわてて言い足した。

「あ、夜更かしは昔からだよ。目や肌が弱いから、太陽の光はあんまりお好きじゃないんだって。でも、遅番でもお世話できるなら、シレイネさまとお話しする機会も結けつ構こう増えたんじゃない？」

「全然。用事といえば、なぜか丸く加工した宝石を少し所しよ望もうになるだけだし、身み支じ度たくをお手伝いすることはあっても、あたしたち侍じ女じよには目もくれないから、なかなかお人ひと柄がらは分からないわ。しかもお世話の最中、『奥方さま』は決まって無言の無表情になってしまわれるし」

　事情を知らないみんなは、ずっとご機き嫌げんが斜ななめなのかってびくびくしっぱなしなの、というラナの言葉に、フェルは苦笑する。

「そうなの？　いや、すごく優しいおかたなんだよ？　ちょっと人ひと見み知しりってご自身ではおっしゃってたけど。わたし、ユナイアではかなりよくしていただいてたもの」

「あ、そっか。あんた、こないだお話ししてきたのよね。叱しかられたけど、お手て討うちにはならなかったみたいで良かったじゃない？」

「そうなんだけど、ちょっと様子がさ──」

　おかしくて、と。

　言おうとした瞬間、ひらりと、目の前を何か青いものが横切る。

（……シレイネさまが連れてた青い蝶ちよう!?）

　きらきら輝かがやく、青い光の尾を曳ひいて飛ぶ揚あげ羽は蝶ちようだ。それがいくつも、まるで雪のように灰色の空から舞い降りてくる。

　いくつもの円を描くように飛ぶそれらは美しく幻げん想そう的てきだが、既き視し感かんのある光景に愕がく然ぜんとする。

（この蝶、色は違うけど、よく見たらやっぱり『かえらずの夢』に似てる……）

　と──。

　突然、ばしゃん、と大きな音が背後から聞こえ、フェルは足を止めた。隣となりを歩いていたはずのラナが、いつの間にか消えている。

「え？」

　振り向くと、地面に飛び散った水と、その上へうつぶせに倒れた黒いお仕着せ姿が目に入った。

「ラナ!?　どうしたの!!」

　フェルは慌あわてて駆かけ戻り、友人のそばに膝ひざをつく。

　ラナは答えず、倒れ伏したままだ。

　何かの発ほつ作さだろうか。だとすれば、身体を大きく動かすと脳のうが傷つくことがあると、以前ガウェインに教わったことがある。

　首筋で脈みやくを取り、異常がないことを確認すると「ラナ、しっかりして！」と肩を叩たたく。口元に手を差し込んで当て、呼吸の気配に、安あん堵どする。

　いや、呼吸しているというより、これは。

「寝て……る？」

『眠り病』の話が、真っ先に頭に浮かぶ。とにかく、ラナをこのままにしておけない。ひとまず、フェルは、助けを呼ぼうと考えた。

「すみません、誰か！　仲間が急に……」

　ラナにエプロンをかけて寝かせたまま、主しゆ棟とうに駆け込んだところで、はっとした。

（何、これ!?）

　人、人、人。

　あるいは支し柱ちゆうに背を預け、あるいは廊ろう下かに打ち伏し。

　幾いく人にんもの人間が、お城のあらゆるところでばたばたと倒れているのだ。

「……!?」

　思わず息を吞のんだ瞬間、「うわ、なんだこれ!?」と、すぐ後ろから声がする。

　フェルが振り向くと、馬ば丁ていの青年が、同じように周囲を見回していた。彼は、フェルに気づくと、「良かった、起きてる奴やつがいて！　なあ、あんた……」と駆け寄ってくる。

　その後ろから、ふわりと蝶が舞い降りた。

「危ない！」

　反射的にフェルが叫さけぶのと、彼のうなじに蝶がするりと滑すべり込むのは同時だった。肌に触れる瞬間、蝶は一度、青から赤にぼんやりと色を変える。

　その途と端たん、彼は声もなく、ふっと目を閉じ、糸の切れた操あやつり人形のようにそのまま地面に転がる人の列に加わった。

「大丈夫ですか!?」

　すっかり泡を食って、フェルは倒れた青年の呼吸を確かめる。

（間違いない。やっぱり、この蝶、呪じゆ毒どくなんだ！）

　ティカルで襲おそわれた『かえらずの夢』のように、肌が真っ黒に染まって血肉が腐くさっていく毒だったらどうしよう。

（……？　この人も、眠っているだけ？）

　思わずほっと安心しかけ、──一いつ拍ぱく置いて、ぞっとする。

（誰も、居ない）

　絶対的な静せい寂じやく。

　そんな言葉が浮かんだ。

　冬至ユールに、ガウェインが城で暴あばれたときも似たようなことがあったが、あれは城門付近のみ、おまけに黒こく龍りゆう師し団だん兵へい限定だった。

　しかし今度は、お城の中の、人という人──いや、よく見れば、野鳥や家か畜ちくも、およそ息をしているものは、魔ま法ほうにかけられたようにすべてが凍こおりつき、止まっている。

　ただ、青く輝く蝶だけが、雪のように、ひらひらと宙ちゆう空くうを無数に舞まっているのだ。

「シレイネさま……!?」

　フェルは呻うめいた。

　この蝶は、彼女が連れていたもの。では、この状況を作り出したのも、おそらくは。

（何もしないでくださいって。言ったのに！　いったい、どうしてこんなこと……）

　ああ、でも。シレイネは告つげたではないか。

　──〝ねえ。毒どく龍りゆうがいなくなれば、いいかしら〟と。

　誰にも分からないように、誰にも気づかれないように。そうすれば、フェルも彼女も、故こ郷きように帰れるから。

（まさか。殿下のこと、ほんとうに殺す気なんじゃ──）

　背中から、氷の精に抱き竦すくめられたような心地ここちがした。

　誰よりも大切な恩おん人じんが、大好きな人を手にかける。その瞬間を想像しただけで、手のひらに嫌いやな汗が滲にじみ、心臓がばくばくと暴あばれだす。

（でも、黙って殺されるような人じゃない。殿下も）

　クロウはフェルに教えた。用心は怠おこたっていない、と。

　イグレックの先例からも分かる。彼は、城に、ひいてはクルヴァッハに害がもたらされようとするのを、手をこまねいて見ているような人間ではない。

（どうしよう。行かなくちゃ……！）

　クロウとシレイネ。

　どちらがどちらを傷つけるのも、ましてや命を落とすのも、絶対にごめんだ。




　厨ちゆう房ぼうに駆け込み、武器を物ぶつ色しよくする。平和的解かい決けつは望めないかもしれないからだ。

　大きめのフライパンを発見した。鋼こう鉄てつ製せいの鈍どん器きは、意外と馬ば鹿かにならない威い力りよくを発はつ揮きする。

（困るのは顔だ。……何か変へん装そうできるもの、って。カツラとメガネしかないし）

　無理やり仲ちゆう裁さいに入ろうにも、『シレイネさま』の顔は当然使えない。『召めし使つかいフェル』も、殿下に面めんが割れている。下女のお仕着せのままでは、すぐに足がつく。

　焦あせりのまま、胸元をぐしゃりと摑つかむ。そこで、ふと懐ふところに入っているものに気づいた。

（あ。……小物入れのズダ袋。これ、使えるかも）

　そういえば、乾かした香草を運ぼうと持ってきて忘れていた。

　袋に細工をし、フェルは廊下に駆けだす。何人か、倒れている黒龍師団兵が目に入った。躊ちゆう躇ちよは一瞬だ。

（ごめんなさい！）

　心の中で両手を合わせつつ、フェルは、比ひ較かく的てき小こ柄がらな師団兵の制服を引っぺがした。顔を確認し、彼には今度、お詫わびに何か奢おごろうとそっと誓ちかう。

　そこから取った行動は言わずもがなだ。

　どうせ誰も見ていない。城は眠りについている。
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　廊下に累るい々るいと倒れた使用人、黒龍師団員の身体からだをよけながら、シレイネは、クロウの居室へと向かっていた。動くものは何もない。

　ふわりと漂ただよう光の蝶に、彼女は眼めを細める。

（『眠らずの蝶』を切らしてしまったから。ベルファスティスを出る前に急いで作ったけれど、よく効きいてる。……呪毒、『ゆかずの現うつつ』）

　命をじかには奪うばわないが、触ふれたものすべてを眠りに落とす毒どくだ。

（……フェル以外の人間には見えないから、防ふせぎようがない。防げる数でもない。少しずつ、雑ぞう兵ひようで作用を試したけれど……ふふ。やっぱりもう、誰も起きていないわ。このお城の中で、あの子以外のすべてが眠りにつくように、蝶を放したもの）

　目指す扉を開き、今一度しっかりと、胸に抱き込んだもの──侍じ医いの道具箱から失しつ敬けいしておいた、薬やく木ぼくを削るためのナイフを握にぎり直しつつ、彼女は室内を見渡した。

（いた。毒どく龍りゆう）

　飴あめ色いろに磨みがかれた、大きな樫かしの机。そこに突っ伏すように、シレイネの『旦だん那なさま』も眠り込んでいる。手前には、彼の家令が机に倒れかかるように横たわり、淡い色合いの金髪を床に散らせていた。

　慎しん重ちように、一歩近ちか寄よる。彼らが身じろぐ気配もないことを確かめ、歩ほ調ちようを速めた。

「……」

　すぐそばで、『夫』の黒髪を眺ながめる。

　上から見えるのは、せいぜい黒いつむじぐらいだが、少し視線をずらせば、うなじや白い首筋が見える。──延えん髄ずい。頸けい動どう脈みやく。薄皮一枚の下にある急きゆう所しよが。

（あのとき、殺ころし損そこねた、から）

　黒こく衣いのほうを無表情に見下ろし、シレイネは微笑ほほえんだ。

　兄セタンタの邪じや魔まになると思った。大切なフェルを奪おうとした。だから。

（あなたが悪いのよ？）




「……さようなら、旦那さま。痛みもなく黄よ泉みの岸辺に憩いこえることを、幸いに思うのね」




　両手でナイフを握にぎり込み、刃やいばをまっすぐ下に構かまえる。

（終わったら。この身体で、どこまで戻れるかしら……）

　ただ、ユナイアに帰りたいと思った。

　──私の小さなお姫さま。また無茶をしているのかい。

　そういって抱き上げてくれた、あの幼い頃の夢を、もう一度見たかった。

　お兄さま。

　セタンタお兄さま。あいたい。

　この身体は、もう長く持たない。ひと目でいい。

（フェルを……あなたの本物を連れて帰るから。今）

「──っ！」

　そのまま勢いきおいよく、クロウのうなじ目がけ、彼女はナイフを振り下ろした。

　白はく刃じんは、クロウの首を串くし刺ざしにし、そのクラヴァットや、自身の純じゆん白ぱくのドレスを薔ば薇らのような深しん紅くに染め上げる──

　はず、だった。

「え……」

　細い手首を摑まれ、ナイフが宙ちゆうで止められていることに気づくまで、何度もまばたきする。

　ぎしぎしと、骨がきしんだ。




「……ずいぶんな起こし方をしてくれるじゃないか、シレイネ？」

「毒龍公……!?」




　シレイネは慌てて身をもぎ離そうとするが、やすやすと引き寄せられてしまう。

　まるで握りつぶそうとするように。か細い腕を摑む指に力を込め、クロウは歌うように呟く。

「キリヤから聞いた。『ゆかずの現』や『かえらずの夢』とは違い、普通の人間の眼には見えない呪毒だから、存在を知っても防ぎようがない、とは。考えたな」

「ならば、どうして起きているの、毒龍！」

　シレイネは悲鳴を上げた。

（そうよ、避さけようがないじゃない！　それに、蝶は無数にいる。たとえ視みえたって、どうすることもできないはず）

　そこで彼女は、クロウの顔色の悪さに気づいた。青白く、呼吸も浅い。

「なあ。『誰もが眠りにつく』呪いを防ぐには、どうしたらいいと思う？」

「？　そんな方法なんて……まさか!?」

　シレイネは一瞬、もがくのも忘れてクロウの顔を凝ぎよう視しした。

　彼は、シレイネの眼がん前ぜんで、首元の黒いクラヴァットをしゅるりと引き抜く。

　その下の咽の喉ど仏ぼとけから首筋にかけてには、見み間ま違ちがいようのない、くっきりとした赤い蝶の紋もん様ようが刻きざまれていた。

　その毒を身に受けた者は、毒を使った者の命令に逆らえず、『死ぬまで眠れなくなる』。果はてには狂きよう死しが待つという、そもそもシレイネが彼にかけようとした呪い。

「毒龍。あなた、──『眠らずの蝶』を、自分で自分に使ったの!?」

「ああ。幸い、ティカルで材料の夕ゆう輝き晶しようを少量だが押さえたんでな。キリヤに作らせ、希き釈しやくして服用したんだ。薄まると、毒としての効果も、潜せん伏ぷく期間も短くなるそうだから」

　彼が自みずからに課かした命令は、「決して眠るな」──誰もを眠らせる『ゆかずの現』を、打ち消すための、二重の呪のろい。

（くっ……！　まさか、防ぐのではなく、ふたつの呪いを拮きつ抗こうさせて無効にするなんて）

　型かた破やぶりな逆転の発はつ想そうだ。

　だが、失敗したからには、結末は見えている。シレイネ自身は、毒龍と刃やいばを交まじえるまでもない。木の葉が濁だく流りゆうに逆らうよりも、力の差は歴れき然ぜんとしている。

「やっとしっぽを出してくれたな」

　耳に吹き込むように告つげられ、シレイネはごくりと唾つばを吞む。

　とっさに突き放して、部屋の外へと逃のがれようとした──が。

「あ、申し訳ございませんが。通行止めなんですよねえ、そこ」

　不意に、気の抜ぬけた声が響ひびき、シレイネははっと足を止めた。

　その瞬間、戸をくぐろうとした彼女の、広い袖そで口ぐちのレースが、ぱらりと落ちる。

「……!?」

　袖は、まるで空間ごと刃物で切せつ断だんしたように、すっぱりと鋭するどい断だん面めんを見せていた。

　いつの間にか出口に、銀色の細い線がかすみ網あみのように張り巡めぐらされている。気づかずに突っ込んでいたら、全身がなますに刻きざまれていただろう。

（これ、針金……？　いえ、『鋼こう絲し』……！）

　見るのは初めてだが、東とう方ほう由ゆ来らいと聞く暗あん器きだ。極ごく細ぼその銀光を辿たどり、シレイネは背はい後ごを振り返る。幾本もの鋼絲が繫つながる先、濃こい肌色の指と、その持もち主ぬしである男の、食えない笑顔が目に入った。

「……あなたも、起きてらしたのね。家令のはずが、まるで間かん諜ちようや暗あん殺さつ者しやのような武器をお使いになること。サリタさま」

「あっはは、旅路はぶっそうですからねえ。暗あん器き遣づかい、商人上がりにはよくいます」

　ゆらりと立ち上がったケイは、ずれたメガネを指の背で鼻に押しつけるようにかけ直す。光を流すレンズの下にある瞳は、蛇へびのように鋭くしたたかな輝きを放っていた。

「やれやれ……誰がとは申しませんが、人使いが荒あらいですねえ」

　視線はシレイネを据とらえたまま、やがてケイは半はん眼がんになった。

「毒大好きの困ったちゃんな我が君と違って、自分めは、比ひ較かく的てき常じよう人じんなんですよ。誰も彼もが、呪毒を喰くらって平然と立ち上がれると思わないでください」

「軽かる口くちが叩たたけるなら大丈夫だろう？　そもそも、ごく少量しか作れなかった毒を俺がほぼ使ったあと、お前は残りをさらに薄めて飲んだだけだし」

　ぼやくケイの襟えり元もとからも、同じように、赤い蝶が覗いている。確かに、クロウよりも心なしか血の気が引き、表情も辛つらそうだ。

　しかし、鋼はがねの糸を繰る指先にぶれはない。あるじほどではないだろうが、それなりには毒に慣らした身体なのだろう。

（逃げ場が……）

　進しん退たい窮きわまり、たたらを踏ふんだシレイネは、背後から大おお股またに歩み寄ったクロウに腕をねじり上げられて小さな悲鳴を漏もらした。

「触らないで、毒龍！」

「俺ではご不満そうだな。ケイ、捕つかまえておけ」

「気が進みませんけど。ちょっと失礼しますよ」

　一瞬解放されたと思えば、ケイに、細い両手首を取られて羽は交がい締じめにされる。息を吞んだシレイネは、正面に回ったクロウの手で顎あごを摑まれ、無理やり上うわ向むかされた。

「城の者を眠らせてくれて助かった。なにせ、当家の『奥方さま』は人気者でな。少しでもいたぶろうものなら、身を挺ていして止めにかかる奴がかなりいるだろう、が……おかげさまで、誰にも見み咎とがめられずに、ゆっくり話が聞けそうだ……」

　城の者の眠りを解とく方法、エルラントに出回る呪毒について。

　訊ききたいことはごまんとあると嘯うそぶき、クロウは、背後に視線を流す。

「ジギタリスは好きか？　だが、お前には子供だましかもしれないな。淑しゆく女じよをもてなすには、それなりに気を遣つかわないと。……だから、こんなものを用意してみた」

　彼はシレイネから手を離し、暖だん炉ろに近づくと、燃もえ盛さかる炎ほのおの中から火ひ箸ばしで何か赤いものを取り出した。

（呪毒？）

　いいや、違う。

　シレイネは目を凝こらす。

　それは、真っ赤に焼けた、──鉄の靴くつだった。

「──！」

　声が出ない。悲鳴の代わりに、胃の底が冷たくなるような恐きよう怖ふが、吐はき気けのごとく咽喉にせり上がってくる。

　酷ひどい目めに遭あわされることはもちろん、死すら覚かく悟ごしていたはずなのに。いざその凶きよう器きを目にすると、やはり全身が震ふるえ慄おののいた。

（やっ……！）

　シレイネはかぶりを振り、身体をよじってなんとか逃のがれようともがく。だが、びくともしない。ケイの腕は、うわついた普段の様子からは想像もつかないほど力強かった。

　逃れるどころか、絨じゆう毯たんの上を引きずっていかれ、すとんと椅い子すに座らされる。頭上で手首を束たばねられ、背もたれに身体を押しつけられた。

「さて質問だ。シレイネ＝アリステル＝ユナイア姫。お前はどうして、自ら俺の元にやってきた？」

　ケイに拘こう束そくされたまま動けないシレイネのほうに歩み寄り、クロウは淡たん々たんと尋ねた。

「……さあね」

「……エルラントに呪毒を流していたのは？」

　シレイネは歯を食いしばり、青い瞳を正面から睨にらみ返した。

　まさに氷ひよう海かいだ。背せ筋すじが凍こおるほど冷たく、無感動なまなざし。

「お前などに。誰が、言うものですか」

「……そう、残念。おいたが過ぎる姫君には、赤い靴がお似合いのようだ」

　クロウは無む造ぞう作さに、シレイネの足に、鉄の靴を近づける。呪毒にも似たその紅あかい輝きは、凶きよう暴ぼうなまでに鮮あざやかで、彼女を咬かみ砕くだかんとする狼おおかみのあぎとのようだ。

「病弱なお前も、これを履はけば、きっと元気に踊り狂くるえるだろうよ」

（足、焼かれる）

　爪つま先さきのすぐそばに熱の気配を感じ、シレイネはぎゅっと目を閉じた。肉が爛ただれ、溢れた血は焦こげて炭すみとなるだろう。

　ああ、もう駄だ目めだ。

（セタンタお兄さま……！）

　やがて襲う灼しやく熱ねつの激げき痛つうに、そう、覚かく悟ごを決めた瞬間だ。




「ちょっと待った──!!」




　どごん、と。

　何かが外れるような音が、頭上から響ひびく。

　続いて、長椅子の傍かたわらに、天井板の一部が降ってきた。

（な、何!?）

　三人同時に、ぎょっと凍こおりついたところで、さらに、どさりと何かが追加で飛び降りてくる。靴と火箸を放り捨てたクロウが剣を抜くのと、降りてきた「何か」が突っ込んでくるのは同時だった。

　脇に跳とんだクロウを逐おうように、勢いきおいよく振り回されたのは──

（……フライパン？）

　城内の使用人の賄まかないを作る、巨大なフライパンだ。

　何でそんなもの、と眉まゆをひそめる間もなかった。

　無言のまま、フライパンでクロウをぶん殴なぐろうとした相手の格かつ好こうが、あまりに奇きっ怪かいなものだったから。




「えーっと。あれ、ズダ袋ですかねー……？」

「に、目穴を開けてかぶり、だぼだぼの黒龍師団の軍服を着た誰か……ですわね」
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　思わず、さっきまでの状況も忘れ、シレイネは自分を取り押さえるケイと確認してしまう。

　一方で、間かん髪はついれず繰くり出されるズダ袋仮か面めんの追つい撃げきをかわすため、クロウは剣でフライパンを受けていた。しかし、広い鍋底に視界を奪われ、正面から防ぐはめになる。

「くっ」

　振しん動どうがもろに腕に伝わり、クロウは顔をしかめる。その隙すきを狙ねらい、ズダ袋仮面は、剣を持った彼の手首めがけて回し蹴げりを仕し掛かけていた。

　まさに、「弱ったところを叩たたけ」だ。お世せ辞じにもきれいとは言いがたいやり口からして、ズダ袋は、それなりに喧けん嘩か慣なれしているようだ。もろに喰くらいはしないものの、さすがに不自然な体たい勢せいを強しいられることになり、クロウは後ご手てに回る。

「どこかで見たような武器を使う奴やつだな……！」

　謎の悪あく態たいをつきつつ、彼が長椅子から遠のいた隙を突き、ズダ袋は急に方向転てん換かんし、今度はシレイネを捕らえるケイに襲おそいかかった。

「え、ちょっ、こっち来るんですか!?」

　思わずシレイネを手放して跳びすさるケイに向かってフライパンを投げ、注意を逸そらしてしまうと、ズダ袋仮面はひったくるようにシレイネを奪う。

　細い手首を摑んで、呆ぼう然ぜんとする彼女を長椅子から引き起こすと──




「誰も動くなーっ！」




　腰から抜いた短たん剣けんを、シレイネの首に突きつける。

「は……？」

　首筋に冷たい刃やいばを当てられたシレイネ本人はもちろん、クロウもケイも、武器を構えたままぽかんとする。

（？　……この人）

　腕を摑まれ、背後から剣を突きつけられたシレイネだけが分かった。

　乱らん入にゆうしてきた「謎なぞの人物」の手が、ほっそりとした女性のものであることに。
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　こんにちは。ズダ袋の中からお送りします。

（き、危き機き一いつ髪ぱつ……！）

　一方。ズダ袋仮面の中身であるところのフェルは、内心で冷たい汗をかいていた。

　匍ほ匐ふく前ぜん進しんで天てん井じよう裏うらを這はってきた甲か斐いがあった。あと十秒遅ければ、シレイネさまの足がどうなっていたかなんて考えたくもない。

（殿下……まさか、本気で焼き鏝ごてを当てようとするなんて!?）

　まさかそこまで危ない人だと思っていなかった！　など、感想は諸もろ々もろあるのだが、とりあえず脇わきに置いておく。

　クロウの気き勢せいを殺そぐことには成功した。

　こちらは、狭せまい視界に、圧あつ倒とう的てきな実力差という負ふ担たん付きだ。正面切って戦いを挑いどんでいたら、一分持たずに沈められている。不意打ちさまさまである。

　場は、恐おそろしく静かだった。要は膠こう着ちやく状じよう態たいである。

　たった今拷問しようとしていた相手を人ひと質じちに取られるという異い常じよう事じ態たいに、「はぁ？　何言ってんだこいつ」と正直に顔に書いてある野や郎ろう二名に向かって、フェルは精いっぱい声を低める。

「道を開けろ！　このかた、じゃなくて、この女が死んでもいいのか」

（殿下は、『シレイネさま』の様子がおかしいのが気になるって言ってたんだ。それなら、今すぐ殺すつもりはないはず）

　それどころか、死んでしまってはなんにもならない。城にかけられた呪いを解いてもらわなければならないのだ。

　案あんの定じよう、クロウは下へ手たに動こうとはせず、鋭するどい目でこちらを見み据すえている。

　しかし、黙したまましゃべらない彼に、読み違えたか!?　と、ズダ袋の下でフェルが青ざめた瞬間だ。

「……ケイ。出口の鋼絲を解け」

「はい？　よろしいので？」

「その女を殺されるのは困る。誰だか知らないが、こんな修しゆ羅ら場ばに飛び込んできた無む謀ぼうに免めんじて、一呼吸の間くらいは見逃してやろう。行かせてやれ」

　命令に従い、ケイがしぶしぶといった風ふ情ぜいで指を引き寄せる。たぐるような動作ののち、戸口に張られた鉄製の線は、くるりと彼の手の中に収まった。

　フェルはシレイネの首に刃物を突きつけたまま、彼らの脇を抜けるように、じりじりと扉に向けて移動する。

　そして、睨みを利きかせながら（ズダ袋の下からだが）、廊下に出て、完全に彼らの視界から消え去ったとみるや、シレイネの手首をひっ摑んで走りだす。

　ふらつきながらも、引かれるがままついてくるシレイネの体調だけが、気がかりで。

「……面おも白しろくなってきた」

　クロウの愉たのしげな台詞せりふが追いかけてくるが、フェルは振り向かなかった。

　だから、──声こわ音ねと裏腹に、彼の瞳ひとみに冷れい笑しようの影など微み塵じんもないことには、気付くよしもなかった。
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「フェル？　あなたなの」

　やがて、廊ろう下かを半ばまで走り抜けたところで、シレイネに小声で呼びかけられる。フェルは足を止めずに、「はい」と返事をした。

「申し訳ございません、乱暴なことをしてしまって」

「どうでもよくてよ、そんなこと。このあいだも言ったけど、あなた、なんて無茶ばっかりするの。捕まって殺されたらどうするつもり」

「このあいだも申し上げましたが、こっちの台詞せりふです！」

　フェルは、あれこれ続けたい気持ちを吞み込んだ。そのまま、喉のど元もとまで出かかった言葉を、堰せき止めるように唇くちびるを嚙かむ。

「……ありがとう。助けてくれて」

　やがて、シレイネはぽつりと呟く。その言葉に、フェルが顔を上げたとき。

　急に、シレイネは足を止めた。

「……シレイネ、さま？」

「こほっ……かふ、く、……」

　呼びかけへの返事は、くぐもった音だ。

「シレイネさま!?」

　たちまち、身を折って激はげしく咳せき込み始める彼女に、フェルは真っ青になる。

「大丈夫ですか、しっかりしてください」

　シレイネは答えない。よろめき、壁に倒れ込む彼女を助け起こそうとしたときだ。口元を覆おおう手が赤く染まっていることに気づき、フェルは息を吞んだ。

　壁に描かれた千花紋様ミルフルールの上から、鮮あざやかな五本の痕あとを残すそれは。

（血、吐はいて……!?）

　緊きん張ちようと疲ひ労ろうもあるだろうが、長く浄じよう室しつから離れすぎたのだ。

（しまった……！　早く助けにいかなきゃってことばっかり考えてて、浄石、持ってきてない！）

　自分のうかつさを呪のろっても後の祭りだ。

（どうしよう、こんな状態じゃ外まで持たない。とりあえず、呼吸が落ち着くまでどこかに隠れるしか）

　廊下は、音をよく反はん響きようさせる。幸い、クロウたちが追いついてくる気配はない。

「こっちに！」

　フェルはとっさに、シレイネを抱えるようにして、近くにあった部屋に飛び込んだ。整せい然ぜんと並ぶ書しよ架かに、革表紙の大きな本。図書室のようだ。

　書しよ斎さい机づくえのひとつに彼女をもたれかけさせながら、フェルは尋ねる。

「どうして、こんなことをしたんですか」

　城中を眠らせる毒を使って、クロウを殺そうとするなんて。

「あなたを、取り戻したかった、から」

「え？」

　浅い呼吸の下、ぐったりしながらも、シレイネは薄く瞳を開いた。

「シレイネさま？」

「ワルプルギスが来る前に。フェル。あなたと、セタンタお兄さまで、ベルファスティスの、王宮、で。ずっと、暮らしていければ、って。危ない目になど遭あわせたくなかった。失うしないたく、なかったの」

（まさか。わたしを心配して、来てくれたって……いうんですか？）

　その答えを聞いて、胸がいっぱいになった。しかし、ゆっくり感動している暇ひまはない。

「それじゃ、お城のみんなを今すぐ起こしてください。それで、きちんと事情を説明したら、ひょっとして、殿下もそんなにひどい真ま似ねはしないかも」

　そう言いながらも、フェルには自信がなかった。

（許してもらえるかというと。殿下が、『妻』にあそこまでしようとするなんて初めてだし。新婚初日だってこうもひどくは……どうだっけ）

　当時の恐怖も思い出す。久しぶりに、血も凍こおる『毒龍公』としての彼を見た。しかし、今は震えている場合ではない。だが、フェルの提案に、シレイネは力なく首を振った。

「いいえ、できない」

「なぜ！」

「あなたを置いて、いけないわ。こんな、東西のあわいのクルヴァッハなどに。ワルプルギスが、来るのに──」

　シレイネがさらに何か言おうとした瞬間、こつん、と足音が響いた。




「鬼おにごっこはもう終わりか？」




　背後から投げかけられた声に、冷たい手で背を撫なで上げられたような心地がした。

（ま、まさか……）

　ゆっくりと振り返ると、図書室の入り口に、いつの間にかクロウが立っていた。こつこつと硬こう質しつな靴くつ音おとを鳴らし、彼はこちらに歩み寄ってくる。

「……つまらない。もう少し愉たのしませてくれればいいものを」

（かなり距離があったはずなのに！）

　硬こう直ちよくしたフェルに、クロウは、声だけは穏おだやかな調子で問いかける。

「お客人。逃げるのに飽あきたなら、せっかくだ。妻と一緒にゆるりとしていけばいい。ああ、そう……ちょうど、東方から、馬あ酔せ木びを取り寄せたばかりだから」

　馬酔木というのは、馬が誤あやまって食らえば麻ま痺ひするところから名付けられたという、輸入種の低木だ。なぜそんな知識があるかといえば、よりによって目の前の彼が教えてくれたから。

（要するにまとめて毒の実験台にしてやるよ、ってことですね!?）

　その後ろから、すいっとケイが顔を覗のぞかせる。クロウ一人でも勝てる気がしないのに、二対一になればさらに負ける気しかしない。彼が何か怪あやしげな武ぶ技ぎを駆く使しするのは、先ほど目まの当あたりにしたところだ。

「ちょっと待ってください。は、話を聞いて──」

「話？　ああ。申し開きは、執しつ務む室しつでやれ。さぞかし足もお疲つかれだろう？　……もてなし用の靴が、また、ちょうどいい具合にあたため直されている頃だ」

　これは死ぬ。

　フェルは悟さとった。説得できる希望は、たった今遠く彼方かなたへ旅立った。──ならば。

（逃げるに決まってるでしょ!!）

「っのお！」

　フェルはシレイネを抱かかえて立ち上がる。書架に手をかけ、勢いよく本をばら撒まいてささやかな抵てい抗こうをすれば、クロウは軽く目を眇すがめた。

「おや、まだ続けるか。では、せっかくの鬼ごっこだ。十、数えてみせようか？」

（せっかくでもなんでもないし！）

　舌した打うちでもしたい気分だったが、ガウェイン先生に嘆なげかれる気がして唇を嚙むにとどめる。

「さあ、──逃げ惑まどえ」

　わざわざクロウは、本当に足を止めた。すかさず脇わきをすり抜け、廊下に飛び出す。

「一、二……」

　シレイネを半ば背せ負おうようにしながら走りだすと、愉しげに十数える声が追いかけてくる。

　フェルは必死に駆けた。

「出口、こっちに──」

　一階の裏手からまろび出ようとした瞬間、足が止まる。

（まさか）

　通用口には、鉄てつ格ごう子しが落ちていた。

「噓うそ!?　出られない！」

　がたがた格子を揺らすが、もちろん外れるわけがない。とっさに、近くの窓を探す。

　鎧よろい戸どを引き開けると、今度は、びっしりと針はり金がねが巡めぐらされているではないか。よく見れば、無数の棘とげまでついている。

　フェルには覚えがある。家畜を逃がさないように農牧場を囲うため最近工く夫ふうされたばかりの、針はり鉄てつ線せんだ。

「いつの間に……！」

　思わず歯を食いしばった、そのときだ。

　こつ、こつ、こつ……。

　また、ゆったりした足音が、廊下の向こうから響いてくる。今度は揶や揄ゆの言葉もない。急ぐわけでもなく、──獲え物ものがそこにいると分かりきっているように。

　とっさにシレイネを見る。彼女は、もうぐったりと目を閉じ、言葉もなく肩で呼吸するばかり。

　そうこうするうちに、どんどん靴音は迫せまってくる──こつ、こつと。

　ちなみに、相手は旦那さまである。

　膝ひざ枕まくら中に鼻血を描こうとしたフェルの手をすんでのところで白しら刃は止どめしてそのまま迫せり合あいになったり、野菜のクッキーで無む邪じや気きに喜んでいたあの男である。

　爪つめを隠していただけだと、よく分かった。今が本ほん領りよう発はつ揮きなのだろう。

（どどど毒龍公怖すぎる……!!）

　敵に回した彼がこんなに怖いなんて。そういえば前もこんなことあったなあと思い出してみれば、ほかでもないその毒龍公と一緒に、彼の次じ兄けいイグレックから逃げ回ったときだ。

　あのときは誰よりも頼たのもしく感じられた、共きよう闘とう関係にあった彼に、よりによって追いかけられ、追い詰められ、逃げ惑っているとは。なんという皮ひ肉にくだろう。いっそ笑えてくる。実際、唇が妙みように歪ゆがむので、恐怖で脳のうにイケナイものが湧わいているかもしれない。

「ああ、もう！」

　竦すくむ足を叱しつ咤たし、フェルはシレイネを本格的に背負った。荷運びの日ひ雇やといに慣れているし、彼女の体は羽根のように軽い。それがまだ救いだ。

　とにかく今は、一いつ刻こくも早くこの城を出なければ。

「出口、次の出口」

　よろめきつつも走りだすと、すぐ新たな障しよう害がいにぶち当たる。

　廊下が何カ所か封ふう鎖さされ、逃走経路が制せい限げんされているのだ。

（ひょっとしなくても、これは計算どおりに追い込まれてるんじゃ？）

　ひたすら行ける方向に進むうちに、なんともいえない不安が、むくむくと鎌かま首くびをもたげてきた。

　経験上、たぶん──。

「あのド鬼き畜ちく。もし、これでわたしが死んだら、たたりにたたって、公こう衆しゆうの面前でタマネギの皮で滑すべって転ばせて階段で尻しりを強打させてやるんだから」

　不安を拭ぬぐうように、フェルは精いっぱいの悪あく態たいをつく。

　しかし、まずシレイネともども、生き残りたいことは第一で。それだけなのに、相当難むずかしい課題に思えてくる。

　脱だつ出しゆつ口こうをことごとく塞ふさがれ、それでもなんとか建物から出ることには成功した。

　雪の残る、前庭の生いけ垣がきの迷めい路ろだ。曇くもり空を見上げ、白く凍こおる息を吐はきながら、ざくざくと、土を押し上げる霜しも柱ばしらを踏ふみつぶす。時折ふらついて植え込みを揺ゆらし、転びそうになる前に、足を踏ふん張って堪こらえる。

（でも、このまま行くと──）

　嫌いやな予感は、彼が相手だとだいたいの場合はずれない。

「行き止まり……」

　ああ、そう。やっぱりだ！

　常じよう緑りよくを抜けた先には、見上げるほど高い壁が、無む情じようにも立ちはだかっている。

（やられた！）

　唇を嚙かんだ瞬間。

　先ほど通ったばかりの生け垣の迷路を辿たどり、件くだんの足音が近づいてくる。誰のものかなんて、考えるまでもない。

（この壁を、シレイネさまを背負ってのぼれ……無理だ。足場がない）

　フェルはどっと脱だつ力りよく感かんに襲われた。結局、思おも惑わくどおりに動かされ、体力と精神力だけを浪ろう費ひした。

　最初から最後まで、毒どく龍りゆう公こうの手のひらの上で踊らされていただけだと気づき、その場にへたり込みかける。

　──と。

「フェル。あなただけでも逃げて……」

「！」

　背負った人から、ため息のような懇こん願がんがこぼれた。

「あの男の狙いは、わたくし、だから」

　細くか弱い響きだ。顔の脇から飛び出す、蠟ろう細ざい工くのような腕を見る。紫むらさきに染まりかけた爪、だらんと力のない指先。きっと声を出すのも辛いはずなのに。

　それを確認した瞬間、シレイネの頼たのみとは裏腹に、フェルの胸に闘とう志しが湧いた。

（いいや、諦あきらめたら終わりだ。まだあの人が知らないことがあるじゃない。──『シレイネさま』は二人いるんだって!!）

「ちょっと失礼いたします！」

　フェルは地に彼女を下ろし、手早くドレスを脱がせる。

　自らもズダ袋を取って茂みに隠し、すっかり素顔を外気にさらすと、　自分の服を脱ぎ捨て、白いシャツを彼女の顔を隠かくすように襟えりを立てて着せた。

　脱がせたドレスを身に着け、すっかり衣装を交こう換かんしてしまうと、されるがままになっていたシレイネが怪け訝げんな声を漏もらした。

「フェル、なにを……」

「わたしが囮おとりになります。だから、ちょっと無理してでも、できるだけここから遠ざかってください」

「だめよ！　捕まって、しまう」

「あなたが捕まるよりましです！」

　ちなみに、くどいようだが相手は旦那さまである。ただし、鬼畜全開の彼だ。そろそろ泣きたい。

「しっ、黙って。来ます」

　それきり、抗こう議ぎを封ふうじるように、フェルは黒い上着を、彼女の頭からすっぽりかぶせてしまう。

（さあ、どっからでも来なさいよ、毒龍公……！）

　フェルが唇を湿しめらせ、自分から足音のほうに身を躍おどらせようとしたときだ。

（あれ？）

　踏み出しかけた姿勢で止まる。

　──足音が、別方向からも聞こえる？

　それも、いくつも。

　思わず、こくんと唾を吞み込んだ。城は眠っていると思ったのに。

「わっ!?」

　不意に、がさりという物音が脇から聞こえ、フェルは振り返った。

　四し方ほうから、ばらばらと常じよう緑りよくの木の葉が降ってくる。迷路の垣かき根ねを切り払はらうように現れたのは──

（黒龍師団兵!?）

　クロウが追いつくよりも先に、周囲をぐるりと取り巻くように姿を見せた黒衣の兵たちに、フェルは目を瞠みはる。

　一瞬、クロウが先行させていたのかと思いもしたが、その予想はすぐに覆くつがえった。

　黒龍師団兵は、全部で五人。そのいずれもに、少し前ぜん傾けいの姿し勢せい、どろりと濁にごったまなざし、薄く開けた唇が共通している。

　似たような表情を持つ者を、最近何度も見てきた。

　極めつきに、制服の襟元から見える赤い蝶の痣あざが、すべてを物語っている。

「この人たち、『眠らずの蝶』に……!?」

　フェルは小さく喘あえいだ。クロウは、手持ちをすべて使い切ったと言っていたから、きっと、騒さわぎの前に冒おかされ、潜せん伏ぷくしていた呪毒だろう。以前、ラナを狙ったのと同じ──こんな時に！

「シレイネ、ひめ、だ」

　暗いまなざしのまま一人が呟いた瞬間、彼らは一いつ斉せいに、フェルに向かって手を伸ばした。

　腕や髪を摑まれ、フェルは悲鳴を上げる。

「ちょっと、やめてっ……！」

　必死にもがくが、体力はもう尽つきかけていた。加えて、相手は黒龍師団兵。

　歯が立たない、と絶望がよぎる。

「その子を放しなさい……！」

　不意に、かすれた叱しつ責せきが飛び、黒っぽいものがぶつかってきた。

　それが、動けないはずのシレイネだとフェルが気づいた瞬間、兵の一人が無造作に振り上げた腕に弾はじかれ、彼女は冷たい土の上に倒れ込む。

（シレイネさま──!!）

　悲鳴は咽喉につかえた。

　さらに、一人が剣を引き抜く。力なく地べたに打ち伏した黒い塊かたまりに、彼は刃をまっすぐに突き立てようとした。

「やめてぇ!!」

　フェルが絶ぜつ叫きようした、刹せつ那な。

　幾いく筋すじもの銀光が飛び、刃を薙なぎ払はらう。

　同時に、漆しつ黒こくの髪が視界をよぎり、フェルは広い背の後ろに庇かばわれていた。

「旦那さま!?」

「邪魔が入ったな」

　彼の靴が、兵の脇わき腹ばらにめり込むのと、遅れて追いついたケイが鋼絲を使って手た繰ぐり寄せた剣の柄つかで、別の兵のみぞおちを突くのは同時だった。

「ケイ、二人は任せた」

「やーれやれ。危機一髪ですねえ」

　そこからは一瞬だ。

　追いついた二人の手で、操られた兵たちは、またたく間に意識を奪われてしまった。

（旦那さま……と、ケイさま……って、ほんとに強かったんだ……）

　その光景を、フェルは、呆然と見守っていたが、やがてはたと我に返ってシレイネに駆け寄る。

　膝ひざをついて、黒布越しに触れる。確かな鼓こ動どうと、かすかな息いき遣づかいを手のひらに感じ取り、胸を撫で下ろした。

（よかった）

「何があった？　今のは、『眠らずの蝶』だった。俺たちが使ったものとは別口の呪いだな」

　助け起こそうとした瞬間、クロウに問われて、動きを止める。

（そうだ、ここで覆いを取ったら……！）

　シレイネ姫が二人いることがばれてしまう。

（よかった、じゃなーい！　ぜんっぜん状況よくなってないし！）

「い、いえ、その……」

　だらだらと背に汗をかきながら口ごもるフェルに、クロウはふと軽く目を瞠みはる。

「お前……ああ、戻ったのか」

「は？」

「いいや。見込みどおりというだけだ」

　それから、何か続けようと唇を開きかけたが。

　彼は口を引き結び、険けわしい目でフェルの背後を睨む。同時に、ケイがため息をついた。

「どうやらまだ、いらっしゃるようですねえ」

　彼らの視線を辿たどるように、フェルもおそるおそる振り向く。

「えっ……」

　その瞬間、ざあっと青ざめた。

「……さすがに、全員相手にするのは骨が折れそうだな」

　珍しく苦りきったクロウの声が、状況の悪さを露ろ呈ていする。

　踏ふみ荒らされ、切り払われたせいで、緑の迷路はずいぶんと視界がよくなってしまっていた。

　そのため、彼らを囲むように、総そう勢ぜい三十名ほどの黒龍師団兵──誰も彼も、首に赤いものが見える──が、じっとまなざしを注そそいできているのも、いやというほどよく見えたのだ。




「まいったな……城内の『眠らずの蝶』。まだ残っているとは踏んでいたが、よりによって今この時に出てきたか。おまけに、この人数とはな」

「意外なところですね。まあ、彼らも眠れませんものねえ」

　全員で、じりじりと壁に追い詰められながら、フェルは現実逃とう避ひしかける。

　一いち難なん去ってまた一難、というが、今日だけで何回『難』がきたか知れない。これからは、突っ込みどころは小こ出だしにしていただきたいものだ。ぜひ。

「ここは自分めが」

　前に出たケイが、宙を泳がせるように複ふく雑ざつな指の動きを見せると、細い銀光がくるくると飛び、周囲に蜘く蛛もの巣のような籠かごを作る。

　即そく席せきの障しよう壁へきだが、逆に動きが取れなくなったことも事実だ。

「……どうしますか、これ……糸を切られちゃったら、おしまいですけど……」

　ケイが珍しく、狼ろう狽ばいした声を上げた瞬間だ。

「眼を、使うの」

　腕に抱え込んだ黒布から、ぼそりと掠かすれた指示が飛ぶ。

（シレイネさま？）

　驚くフェルに向かって、黒布から青白い腕が突き出し、震えながら伸ばされる。

　華きや奢しやな指が、ゆるゆると、フェルの眼を囲むようになぞった。

「呪いなど。夕暮れ色の瞳には、呪毒を制する力がある。彼らを見渡して、かけられた呪いの逆さまを言い当てて存在を否定してやれば、呪いは解ける──」

　──その黄昏たそがれは、禍わざわいを呼ぶばかりではないから。

「見渡して、命じるの。あなたの瞳には力がある」

　絞り出すように告げたあと、ぶらんと白い手は垂たれ下がる。フェルは、状況も忘れて呆然とした。

「瞳？　逆さま……？」

（夕暮れ色の、って。わたしの目のこと……？　逆さまって、何!?　否定ってどうやるの！）

　眠れぬ呪いなら、「全員寝ろ！」だろうか。けれど、ガウェイン先生のときは、そんなこと言った覚えがない。

「シレイネ。彼らは、お前を捕らえようとしているんだ」

　ふと、剣を構え、彼らを睨にらみ据すえたままのクロウが呟き、フェルははっと顔を上げた。

「できるわけがない。叶かなわない。否定の言葉は簡単だ」

　導くような声に励はげまされるように、フェルは立ち上がって周囲を見渡す。

　彼らの一人一人と眼を合わせるようにすると、大きく息を吸すい込んだ。

　ぼんやりと──まるで、呪いを含んだ夕輝晶にも似た淡い輝きを瞳が放つ。




「眠りなさい。あなたたちの誰も、わたしを捕らえられない！」




　命じた瞬間、ふっと足の力が抜けたように、兵の一人がくずおれる。

　それを合図にしたように、ばたばたと兵たちは地に沈んだ。

　やがて、元のように眠りに落ちた城だけが残る。

「お、終わった……？」

　どっと疲ひ労ろうが押し寄せ、フェルはぺたんと尻もちをついた。

「……なんとか助かったようですねえ」

　額ひたいの汗を袖そで口ぐちで拭ぬぐいながら、ケイもほっとしたように呟く。

　ようやく、なんともいえない安あん堵どが、その場に広がるかと思えば──

「シレイネ。……抱かかえているのは、さっき、お前を逃がす手引きをした者か？」

　クロウに唐とう突とつに尋ねられ、フェルはぎょっと身を竦すくめた。

「いいえ？　これは、布の塊かたまりです」

　さっき、中身がしゃべったり手を伸ばしたことを棚たなの上にぶん投げてごまかそうとした瞬間、黒布が身じろぎする。

（ひょえーい!!）

　顔から引き潮しおよりも早く血の気が引いた。

「……動いたが？」

「ほほほ、中身は子犬です」

「子犬という大きさでもない」

「さっき大量に産まれたんです」

「むしろその発想がどこから生まれ……もういい。なんだか面めん倒どうになってきた」

　クロウは歩み寄り、シレイネがくるまった黒布に手を伸ばす。フェルはぎゃあっと内心で叫んだ。

「お、お待ちください。困ります」

　フェルは慌あわてて、シレイネを隠すように背に庇かばう。クロウには眼を眇められた。

「せっかく城中が眠っているんだ。茶ちや番ばんも飽あいたことだし、お前たちには、いろいろと聞かせてもらいたいことがある」

「ちょっと何言ってるのか意味が分かりませんわよ！　いいから、その布をはがすのはダメ、きゃああデバガメっ、助すけ平べ、痴ち漢かんーっ！」

「痴ち漢かんあかん。って我が君、好き放題言われてますよ」

「慣れた。先日は露ろ出しゆつ狂きよう呼ばわりされたしな」

　ケイの余よ計けいな茶々に怯ひるむこともなく、フェルを押し退のけ、悲鳴を無視し、クロウは黒布をはぎ取ってしまう。

（あああ秘密がバレ……た！）

　もう、今度という今度はおしまいだ。別に憑つき物ものでもなんでもなく、シレイネが正せい副ふく真しん贋がん合わせて二人いることが、これで完全にばれた。

（死んだ終わったさよなら人生！　さよなら荷馬車いっぱいの金貨!!）

　たまらずフェルが、両手で顔を覆おおいかけたときだ。

「……誰だ？」

「……誰ですかね？」

「……誰でしょうね？」

　思わずフェルまで同意していまい、クロウとケイに「は!?」と目を剝むかれた。

　慌てて、「なあんてね、ホホホ」とごまかしつつ、愕がく然ぜんとする。

（本当に、誰──!?）

　黒布の中から現れたのは、見慣れた緋ひ銀ぎんの髪ではない。明るい月を掲かかげたときの夜空に似た、紺こん碧ぺきの髪だ。

（シレイネさま……じゃない）

　青い髪が、月を覆う雲のようにまとわりつくのは、真しん珠じゆの光こう沢たくを持つ不思議な白い肌。

　そして、堅かたく閉じられたまぶたと、長いまつげが影を落とすその顔は、美しく整っているとはいえ、まったく目め鼻はな立だちが変わってしまっていたのだ──。
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（……ええ、なんで？）

　フェルは呆然とした。

（だってさっきまで、この中には、シレイネさまがいたはずで……）

　手品？　いや、そんなものを使う余裕なんてなかったはずだ。

　驚いたのはクロウも同じだったようで、眉根を寄せて、倒れ伏した娘に警けい戒かいするようなまなざしを向けた。

「シレイネ」

「……」

「シレイネ？　無む視しするとはいい度ど胸きようだな」

「えっ」

（そっか、わたしか！）

　問われたのが一瞬自分だとは気づかなかったフェルだが、不ふ機き嫌げんそうに言われて我に返る。

「これは誰だ？　お前の知ち己きか」

「え、ええと……そ、そのような」

　フェルは青くなる。そうですとも違いますとも言えない。

　不意に、紺こん碧ぺきの髪に留とめられた輝きに、フェルは目を奪われた。

　銀ぎん粉ぷんをまぶした七しつ宝ぽうの花をあしらった飾かざり櫛くし。

（これ、シレイネさまの髪飾りだ。セタンタ陛へい下かがくれたんだって、大切にしていらしたもの）

　では、本当に彼女が──

（でも、シレイネさまだったとして、なんて説明したらいいのー!?）

　自分でも混乱していて、何がなんだかわからない。

　こういうときに限って思い出すのは、「あ、今日の昼市、青あお菜なの特売の日だったのに逃のがした」とか、どうでもよすぎることばかりだ。

　おろおろするフェルにため息をひとつつき、クロウは「この女、そういえば」と口を開いた。

「セタンタ王の愛あい妾しようじゃないか？」

「は？」

　斜ななめ上から降ってきたクロウの言葉に、フェルは目をしばたたく。

「あ、あ、愛っ……!?」

「昔、ベルファスティスの王宮で、セタンタ王のそばに見かけたことがあったから、てっきりそうだと思ったんだが……違うのか？」

「ええまあ！」

　フェルはわざとらしく手を打った。

「お兄さまの愛……的な某なにがしかはさておき、わたくしの話し相手なんです。あなたに内ない緒しよで、こっそり呼び寄せておりまして」

「話し相手？」

「ええ。奇き遇ぐうにもわたくしと同じ病やまいで……なんて言うんですかしら。病やみ仲間？　病気友達？　略りやくしてヤミダチ」

　どうでもいい略りやく称しようが出た。本当にどうでもいい、と他ひ人と事ごとみたいに思う。

　つき慣れない大噓に、声が震える。だが、ひとまずこの場をしのげるならもう何でもいい。

「彼女の紹介は後ほどさせて頂くとして……先に、浄室を使わせてあげてくださいませ。わたくしの拷問の途中でしたわよね。それは、彼女を助けてからご存分に」

　きっ、と自分を見上げるフェルに、クロウはしばらく黙っていたが。

「ああ、そういえばそうか。……だが、まずはこいつから事情を聞いたほうがよさそうだな？」

　クロウは『シレイネ』とおぼしき女性に歩み寄ると、軽々と抱き上げる。

「ちょっと！　どこに連れて行きますの!?」

　フェルは青ざめ、慌あわてて彼の腕にすがった。

「この女に勝手に死なれると困る」

　返ってきたのは、冷ややかなまなざしだ。

　ごくり、と咽の喉どが鳴った。

「お前の友人とやらは俺が運ぶ。話は、こいつが目覚めてからだ。望みどおり浄室に行くから、支し度たくを手伝え」
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　なにせ誰も彼も寝入ってしまっている。

　起きているのは、フェルと、ほとんど平然としたクロウと、そろそろ本格的に顔色が悪くなってきたケイだけ。

　先にフェルとケイで浄じよう室しつを整え、気を失うしなった青い髪の少女──おそらくシレイネ──を運び込む。香こう炉ろに火を入れ、青あお紫むらさき色いろの煙けむりをくゆらせる。荒い呼吸を繰くり返していた少女の息が、少しずつ落ち着いてきた。

「とりあえず死にはしなさそうだな。シレイネ、様子を見ておけ」

　クロウは、拷ごう問もんの件には一切触ふれもせず、城内の様子を確認に回ると言う。「ぎぼぢわるいので休みたいです」とぼやくケイを従したがえて部屋から出ていってしまった。

　あっという間にその場には、フェルと気を失うしなったシレイネ（推定）だけになってしまう。

（どうしよ……）

　フェルは、彼女の眠る寝しん台だいの枕まくら辺べに椅い子すを置くと、すとんと腰を下ろした。

　彼女の体調を見れば、ユナイアに向けて脱だつ出しゆつという選せん択たく肢しはすでに失われている。

　フェルにできることは、濡ぬらした布ふ巾きんで彼女の顔を拭ふいたり、脱脂綿で水を摂とらせたり、呼吸に耳をすませたり、注意して様子を見守ることだけだ。

（シレイネさまが目を覚まされたら、みんなを起こす方法も訊きかないと……）

　──〝鬼おにごっこはもう終わりか？〟

　そこまで考えたとき、ふと、クロウの、冷ややかな声こわ音ねと、まなざしが脳のう裏りをよぎる。

　ぞっとした。

（城中が呪毒で眠ってしまったのは、明らかにわたしとシレイネさまのせい。彼は、それをまっとうに防ふせいで、裁さばこうとしただけなんだよね。でも）

　妻だった女性を、平気で傷つけられるのか。それも、あんなに愉たのしそうに。

（別に、……彼は毒どく龍りゆう公こうで、敵てき国こくの姫を人ひと質じちに娶めとっただけなんだって、最初から分かってたことじゃない。やっぱりわたしが身代わりとしてここに残って、最終的には離り婚こんに持っていく。それしかないんだ）

　それに、夫婦の仲は、修しゆう復ふく不ふ可か能のうなまでに破は壊かいされたわけで。だいたい、シレイネもフェルを助けにきてくれただけで、彼のことは大嫌いなわけで。これはもう、お互いのためにも離婚するしかない。

「……フェル？」

　不意に。

「シレイネさま!?」

　か細い声で話しかけられ、フェルは枕元に向けて身を乗り出した。

　その直後、慌あわてて周囲を見回す。クロウとケイはまだ帰ってきていない。よかった。

「お気がつかれたんですね」

「ここは……わたくし……？」

「黒こく龍りゆう城じようの、シレイネさまのお部屋です。浄じよう石せきを入れた香を薫たいていますから、もう大丈夫ですよ」

「毒龍は？」

「今はいません。心配ご無用です」

「そう」

　フェルの言葉に、シレイネは少し安心したように肩の力を抜いた。

「あの、眠ってしまったみんなは、このあと身体からだが腐くさってきたり、そういうことは」

「ないわ。寝ているだけ。命にかかわる毒ではないの」

（よかった、ラナ、みんな）

　先に確認しなければならないことを訊いてしまう。フェルは胸を撫なで下ろした。ぼんやりとフェルを見ていたシレイネは、青く染まった自みずからの髪に気づいたらしい。

　ぎょっとしたように身を起こしかけ、すぐ枕に逆戻りする。激はげしく咳せき込む彼女の背を、フェルは慌ててさすった。

「フェル……わたくしの、この姿。毒龍も見た？」

「えーと、はい。シレイネさまで、お間ま違ちがいないんですよね」

　ほとんど確信していたようなものだが、ひとまずは尋ねておく。シレイネは頷うなずこうとし、それからふと黙り込んだ。

「そうね。一応はね」

「一応？」

　フェルは首を傾かしげた。

「でも、シレイネさまが変身しちゃうなんて、わたし、夢でも見てるんれひょうか……？」

「夢じゃなくてよ。だから、訊きながら頰ほおをつねるのはおよしなさい。お約束だけれど、つねりすぎて変へん顔がおになっているから」

「うわっはい」

　フェルは、限げん界かいまで引き延のばして若じやつ干かん赤くなりかけていた頰から手を離した。無意識だった。

「あなたの知っているシレイネはわたくしで間違いないわ。姿が変わったのは、……そうね、体が弱りすぎたから」

「弱りすぎたから？　それじゃ、今のお姿はいったい」

　シレイネは答えようと口を開き、結局目を伏せて黙り込んだ。

「言えない。本当は話したいけれど、言ってはいけないの。あなたには」

「ええっと……それじゃ、こんな強きよう硬こう手しゆ段だんに出た理由なんてのも、ひょっとして」

「ごめんなさい……話せたらって思うの、本当は。でも、できない」

「……？　その、わたしに答えられないこと、多いんですか？」

「……ええ。多いわ」

「そう、ですか」

　それきり、また気まずい沈ちん黙もくが場を支配する。

　言葉が続かない。訊きたいことはごまんとあるのだが。

（どうしてお姿を変えられるんですか？　とか、どうして呪じゆ毒どくの解き方をご存じなんですかとか──）

　それに、彼女は呪毒を使った。だから、絶対に確かめなければならないことが、ある。

　静かにこちらを見つめる青に近い深ふか緑みどりの瞳は、よく見ると、金きん銀ぎんが粉のようにちりばめられている。満天の星空のような、不思議な色合いだ。

　ごくりと唾つばを吞み、フェルは彼女の目を見つめ返した。

「シレイネさま、だったんですか？」

「え？」

「呪毒を……『眠ねむらずの蝶ちよう』を使って、ガウェイン先生を操あやつったのは、シレイネさまだったんですか？」

　フェルとしては、ほかのいくつかの質問は、今は諦あきらめても、そこだけは絶対に譲ゆずれない。

　シレイネの使った『ゆかずの現うつつ』は、ガウェイン先生が身に受けたものと対ついになるような毒だった。

　そしてシレイネは、『眠らずの蝶』の存在を知ってもいた。

（シレイネさまが、わたしを連れ戻すために、ガウェイン先生に毒を使った可能性も考えないといけないんだ）

　緊きん張ちようをごまかすため、ぎゅっと拳こぶしを握にぎったフェルに、シレイネは少し顔をしかめた。

「それを訊いてどうするの？　もしも、ええそうよ、って答えたら？　──そうね。黒龍師団を狼に襲おそわせたのはわたくしよ。兵の一人にも、『眠らずの蝶』を使ったわ」

　その言葉に、フェルは息を吞む。

　胸に、いろいろな感情が去きよ来らいするが、心を静かにしようと努つとめる。そうだ、黒龍師団からひどい怪け我が人にんは出なかったし、旦那さまだって結局は無事だった。

「もし、それが本当なら──そんなことをした理由も訊きます」

　フェルの答えを聞くなり、シレイネは鼻で笑う。

「理由？　ふふ、ずいぶん悠ゆう長ちような構かまえね。わたくしは、呪毒を扱あつかえる女なのに。憎にくくて悔くやしくて、ずたずたに引き裂さいた毒龍の絵を皇こう太たい子しのところへ送りつけもしたわ」

「絵を……」

（あの絵。やっぱりシレイネさまが）

「ねえ、フェル。あなたは、どう考えているの。全てわたくしがやったことだと、そう思うから訊くのでしょう？」

　シレイネは意い地じ悪わるな質問をした。けれど、彼女がわざわざひねくれた物言いをするのは、だいたい、不安なときだ。だからフェルは敢あえて素直に答える。

「……あ、なんか、今ので分かっちゃいました。少なくともガウェイン先生の件では、犯はん人にん、シレイネさまじゃないんですね」

「えっ……？」

「シレイネさまって、誤解されるのが怖い時ほど、わざと嫌きらわれるような言葉を選んで、いっそ先に自分で希望を絶たっとこうとするところがありますから」

「……フェル」

　なにせ六年越しの付き合いである。シレイネが、ただ優しいだけのお姫様ではないことはもちろん、わざとつんけんした態度をとる反面、意外に怖こわがりなその性格も、フェルはよく知っている。

「それに今日なんて、呪毒に操られた黒龍兵には、シレイネさまも一緒に襲おそわれたわけですし。シレイネさまが毒を使った兵と、ガウェイン先生やラナが操られた呪毒じゃ、連れ出し方の乱らん暴ぼうさが全然違ったし……どうです？」

　シレイネは虚きよをつかれた顔をしたが、やがて目を逸そらした。

「……あなたの養やしない親を派は遣けんするようセタンタお兄さまに頼たのんだのはわたくし。彼の実力は知っていたし、何より、彼に説得されれば、あなたが役目を放り出して帰って来ようと思うかもしれないって考えたから。でも、操あやつられたという呪毒のことは、知らないわ」

「そうですか。よかった」

　頷うなずいて笑うフェルの袖そでを、シレイネがそっと摑つかんだ。

「どうして簡単に信じられるの？　わたくし、あなたに噓うそをついているの。隠し事もたくさんしているのよ？　分かるでしょ」

「そうですね。本当は、何もかも根ね掘ほり葉は掘ほり訊きたいです」

　否定する理由もないので、あっさりフェルは顎あごを引いた。

「でも、答えられないんですよね？　なら、うだうだごねても仕方ないですから。隠し事があるって教えてくださったのと、何より、そのお身体からだを押してまでわたしを助けに来てくださったこと。それだけで、信じるには十分です」

　残る最後にして最大の引っかかりといえば。

「いくら嫌きらいでも殿でん下かを殺そうとしたことや、お城で呪毒を使ったことは、正直、納なつ得とくしかねますけど……今後、絶対にしないで頂ければ」

　シレイネは軽く目を瞠みはり、言いにくそうに尋たずねてきた。

「……わたくしが薄うす気き味み悪くはない？　急に顔が変わって」

「いいえ。不思議だなあとは思いますが、それだけです。だってシレイネさまですし」

（まさか変身しちゃうなんて、さすがにやんごとないかたがたは体質まで違うんだなあ、とは思うけど）

　あっけらかんと返すフェルに、シレイネの顔がくしゃりと歪ゆがむ。泣き出しそうな、けれど笑いたくもあるような、不思議な表情に。

「変な子」

　シレイネはぽつりと呟つぶやくと、袖そでを引いて少し自分の方に寄せたフェルの肩に、ぽん、と頭を乗せた。光に透すかすとブラックオパールのように色合いを変える紺こん碧ぺきの髪は、かすかにラベンダーの香りがする。

　王宮に召めし出されたとき、たまに彼女がしていた仕し草ぐさだ。基本的には姉のように接してくれるシレイネだが、時折こうして甘あまえてみせることがあった。

「シレイネさま、そのお身体で王宮から出られるなんて。陛へい下かはご承しよう知ちなんですか？」

　何気なく尋ねたフェルだが、シレイネの顔があからさまに強こわ張ばったので、「すみません、またご質問でしたね」と手を振った。

「お答えしづらいことでしたら──」

「言ってないの」

　返ってきた答えに、首を傾かしげたフェルだが。

「セタンタお兄さまには何も話してない。そうね、きっと、心配しているわ」

「！」

（えええ!?）

　フェルは仰ぎよう天てんした。

「そ、それはまずくないですか!?　セタンタ陛下、絶対、気が気じゃないと思います！　早く帰ってさしあげないと」

「できない」

「なぜに!?」

「……こんな姿だから。それに」

　シレイネはそこで、薄く微笑ほほえんだ。

　気のせいだろうか。どこか自じ嘲ちようが滲にじむような表情なのは。

「わたくし、自分の目的を果たしていない。あなたを、返してあげないといけないもの。あなたが身代わりになって、毒龍に輿こし入いれして、分かったの。借り物の愛情に甘えて、噓を重ねるばかりで、取り返しのつかないことをしたんだって」

「噓を重ねる？」

「だって……セタンタお兄さまにとって、本当に必要なのは。守らなければならないのは──」

「起きているか？」

　不意に、コンコン、と扉を叩たたかれ、二人同時に黙り込む。

「誰もいないと、使用人の有あり難がたさが分かるな」

「そうですねえ、どっちかっていうと使用人より嘔おう吐と用ようのたらいが欲しい今日この頃みなさまいかがお過ごしでしょうか……自分めは死にそうです……」

　入ってきたのは、各種の薬やく剤ざいや道具を抱えたクロウだ。ケイもいる。

　フェルは、彼らのあとに続く人物を見て、声をあげた。

「キリヤさま!?」

　この人も起きていたのか、と口元に手を当てるフェルに、城の側そく塔とうに幽ゆう閉へいされている瑠る璃りがかった銀ぎん髪ぱつの青年──クルヴァッハ南なん東とう部ぶに暮らす『高原の民』の若き首しゆ長ちようキリヤ＝イル＝ティカルは、ぺこりと軽く会え釈しやくしてみせた。

「お久しぶり、だです。花嫁さま、と……ええと」

「キリヤさま。こちらは、わたくしのヤミトモです」

「さっきまでヤミダチじゃなかったですか？」

　ケイの突っ込みを無む視しし、フェルは微笑ほほえんでシレイネを紹介した。名前は訊きかれなかったのでごまかしてしまう。

　シレイネの様子が落ち着くのと反するように、ケイの顔色はさらに悪あつ化かし、クロウもなんだか辛そうだ。理由を訊けば、城中を舞っていた『ゆかずの現うつつ』に対たい抗こうして、自分たちに使ったという『眠らずの蝶』の作用だという。

（まさに毒を以もつて毒を制せいす！　さすが毒龍公！　とか言ってる場合じゃないよ、『眠らずの蝶』って、命令の内容によらず、行きつく先って狂きよう死しじゃなかった!?　お二人とも、大丈夫なの）

「お前の知人とやらは起きたようだな」

「はい」

　フェルが顎あごを引くと、クロウは眼を眇すがめた。向けられるまなざしは暗く、鋭するどい。

「……では、話を聞かせてもらおう。このふざけた状況の顚てん末まつをな。お前が俺を、殺そうとした理由も併あわせて」

（う……そうだ。この人のこと殺そうとした『シレイネさま』は、今はわたしなんだ）

　どう答えよう。思いつくのは、「手が滑すべりました」とか、「嫌いやがらせで剃てい髪はつしようとしましたが刃物の持ち方を間ま違ちがえました」とか、「かっとなってやった。今はとても後こう悔かいしている」とか、およそ通用しないような言い訳ばかりだ。

　思わず黙るフェルに代わり、「わたくしからご説明します」とさらりと口を開いたのはシレイネだ。

「何を隠かくそう、このお城を呪じゆ毒どくで眠らせたのはわたくしですの」

「!?」

（ちょっと待って、それ今いちばん言っちゃダメなやつですー!!）

　フェルは焦あせった。だが、続く一言で、シレイネの意い図とを察さつして目を瞠る。

「わたくし、心を操あやつる呪毒も扱あつかえますの。病を理由にこのかたに近づき、利用したのです。だから、あなたを殺そうとした『奥方さま』も、わたくしが操っていたのよ。このかたに非ひはないわ」

「……!?」

　フェルは息を吞のむ。

（そんなことおっしゃったら、シレイネさま、あなたが……！）

　案の定、告白を聞いたクロウは口こう端たんを歪めた。

「へえ。……呪毒を使い、城を眠らせ、妻を操って俺の命を奪おうとした、と。この報むくいは高くつくぞ、女」

　なにせごまかしようのない罪つみだから、と。あとはケイがのんびり引ひき継つぐ。

「極きよつ刑けいはまぬがれませんかねえ。うーん。火あぶりか、晒さらし首くびか。古くは車くるま裂ざきという刑もあります。ひょっとしたら、赤い靴くつを履はかされていたほうがまだましだったかも？」

（そんな！）

　明るく処刑方法を列れつ挙きよされ、フェルはざあっと蒼そう白はくになる。

「お、おやめください！　そんなひどいこと……」

「なぜ庇かばう。シレイネ」

「なぜ、って」

「罪には罰を。当とう然ぜんだろう？　友だろうと、お前が庇う道どう理りはない。本人がこうして告白しているんだ。お前を利用し、この城に禍わざわいをもたらそうとした、と」

（お願いですシレイネさま。取り消して！）

　フェルは、縋すがるようにシレイネを見た。

　彼女はフェルと視線が絡からむと、困ったように少し微笑ほほえむ。儚はかなげなその表情に、どきりとした。

（シレイネさま。まさか、最初からそのつもりで──!?）

　生きて帰れないと、そもそも覚悟を決めて来たのなら。フェルを守るために、口をつぐんだまま死ぬつもりなのだ。

　どのみちこの浄室を出れば、ユナイアに帰る前に彼女の命は露つゆと消える。

　まっとうに妻になるのではなく、夫の命を狙ったときから──下へ手たをすると、黒龍城に入ったときから。

　シレイネは死ぬ運命にあったのだ、と。

　フェルは、思い知った。今さらだ。でも。

（そんなこと──！）

　させない。

　ユナイアに帰すその日まで、なんとか彼女の命をつながなければならない。

　シレイネは、六年前、かじかんだこの指をほっそりした手で包み、息を吹きかけ、あたためてくれた。もう大丈夫だと微笑ほほえんで、孤こ児じ院いんの仲間の命を守ってくれた。さらに、自分の身を顧かえりみず、今もまだフェルを救おうとしてくれている。今度は自分が助ける番。

「ええ、そうね。罪には罰を、正せい論ろんですわ。それなら旦那さま、正しく懲ちよう罰ばつを定めるまで、彼女はわたくしの預かりにさせてくださいまし」

「えーっとですね、奥方さま。……罪ざい人にんは、基本的には地ち下か牢ろうに押し込めるのが決まりなんですが」

「いけませんわ。彼女はわたくしと同じ病なのですから、肺はい腑ふが弱い。このままでは、髪が白くなって骨と皮になって、刑の執しつ行こうまでに血を吐いて死んでしまいます。罰されないまま咎とが人びとがおのずから死ぬのを、エルラントの法はよしとするのかしら」

　もっともらしいがこじつけだ。今すぐ逃げられないのなら、シレイネの体調が回復し、こっそり脱だつ出しゆつできるくらいになるまでは、時間を稼ぐ。

　精いっぱいの勇気を振ふり絞しぼってクロウを睨にらみつけると、彼は、肘ひじ掛かけに頰ほおづえをついたまま、じっと見つめ返してきた。

「弱って死ぬまでに処しよ刑けいすれば、問題ないのでは？」

「そう、では、わたくしも同じ刑を受けましょう。先ほどの赤い靴で足を焼き融とかしてくださってもかまわなくてよ」

「!?　あなた、何を……」

　驚いたシレイネが慌あわてて腕を引っ張ってきたが、フェルは静かにその指を外した。訝いぶかしげに問うてきたのはクロウだ。

「……俺には、お前を処しよ断だんする理由がなくなったわけだが？」

「いいえ」

　フェルは笑った。敢あえて、努つとめて晴れやかに。

　緊きん張ちようで背にじっとりと嫌いやな汗をかいていたが、そんなことは気にしない。

「城内の厳げん正せいな秩ちつ序じよを保つためには、花嫁の命など二の次だとおっしゃったのは、どこのどなた？」

「ああ。俺で違いない。……それが？」

「この者を城に引き入れたのはわたくしだもの。では、城の秩序を乱す原因を招いたわたくしも、同じ咎とがを負っておりましてよ」

　苦しまぎれだ。きっとクロウなら、論ろん破ぱはたやすい。それでも。

「さあ。わたくしなど、一度は、笑いながら拷問にかけようとなさった妻ではないの。どうぞ、お好きに──殺すがいいわ」

　毅き然ぜんと言い放ち、フェルは胸を張った。
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（このかただけは、なんとしてでも）

　好きな人を、敵に回してでも。

　クロウの青い瞳を見つめていると、ぎゅうっと苦しくなる。

　死ぬかもしれない。本当に殺されるかもしれない。それ以前に、こんな他た愛わい無ない抵てい抗こう、聞き届けてはくれないかも。

　ぐるぐる不安を抱えて悩むフェルから、先に目を逸そらしたのはクロウだった。

「やめた」

「え？」

「分かった。その女はしばらく預ける。回復したら、俺が裁さばくが、文もん句くはないな？」

「は、はい……ありがとうございます」

　フェルは会え釈しやくする。──とりあえず、文字どおり。首の皮一枚つながった。

（でも、解決したわけじゃない。早く逃がしてさしあげないと、殺されちゃう）

　好こう転てんはしていない状況に歯嚙がみするフェルを尻しり目めに、クロウはシレイネに尋ねた。

「城を混乱に陥おとしいれてくれたことについては、追って沙さ汰たを出すとして。……妻には、呪毒の呪いを解く力があると言ったな。実際、言葉どおりに事が運んだ」

「ええ。夕暮れ色の目には力があるのです。奥方さま。呪毒が取り込んだ呪いの逆さまを唱となえながら、まずはサリタさまを見つめてごらんなさいませ」

「呪いの逆さま……？　ええと、この場合、なんて唱えればいいのかしら」

「この『眠らずの蝶』にかかっているのは、決して眠るなという呪いの上うわ乗のせだからな。『ゆかずの現』の効果も考えると、『眠るも眠らぬも、摂せつ理りのままに』くらいじゃないか」

　クロウの勧すすめに従したがい、フェルが言われるままに試すと、ケイの顔色は少しずつ回かい復ふくしていった。クロウにもやってみたが、結果は同じだ。

「夕暮れの瞳で解けるのは呪いだけです。毒どく素そそのものの影響については、あとで別に処しよ置ちが必要になりますわよ」

　狐きつねにつままれたような三名に対し、指示を出したシレイネや、隣となりで同じ瞬間を見ていたキリヤはあくまで冷静だ。

「では、次だが。……キリヤに使われた呪いの種類は分かるか？　口くち封ふうじのために、呪毒を仕込まれているようなんだ。呪毒に関する情報を漏もらすと、呪いが発動して身体が砕くだけてしまう」

　この質問に、俯うつむいて抵抗を示したシレイネの袖口を、フェルは軽く引っ張った。クロウに聞こえないように囁ささやく。

「お願いです。従って」

　キリヤが毒に冒おかさていたことも驚きだが、変なところで疑われてはたまらない。非ひがこちらにある以上、少しでも情じよう状じよう酌しやく量りようの余地を作らなければ。

「……これは、呪毒ではありません。彼の血肉そのものに織り込まれた複雑な呪まじないで、もはや体質のようなものです。『汝なんじ、語るを許す』と奥方さまが命じれば、今よりも話せることは少し増えるでしょうが、気休めにしかなりません」

「なるほどな……完全に呪いを解くのはまだ難しいか」

　彼がキリヤを連れてきた理由が分かった。クロウの指示どおりに、フェルがキリヤに文もん言ごんを唱となえたところで、シレイネがふと話題を逸らす。

「それより、いいんですの？　黒こく龍りゆう公こう。可か愛わいい臣しん下かたちをこのまま放っておいても」

「……そうだな。シレイネ？　ケイを護ご衛えいにつける。城の眠りを解いてこい。封ふう鎖さして安全を図はかってはいるが、さすがにこのまま話し込むわけにはいかない」

「は、はい」

　シレイネを一人にしても大丈夫かと不安にはなったが、体調が落ち着くまでは殺さないと言われたところだ。ラナたちをいつまでも放っておくわけにもいかない。

　フェルは釘くぎを刺さした。

「彼女に何かしたら、魚の骨を咽の喉どに詰つめて死んでやるんだから」

「もう少しまともな死に方を選べよ」

　即そく座ざに容よう赦しやない突っ込みが返ってくる。

　しかしフェルが部屋を出ようとする瞬間、彼はぼそりと呟つぶやいた。

「……気をつけろよ」

　何気なくこぼれただけだろうその言葉に、思わずフェルは息を吞のむ。

（今さら心配なんて……）

　──気をつけろ？　それを、あなたが言うの？　さっき、妻の足を笑いながら焼き融とかそうとした、そのあなたが！

　けれど、ふとこぼれた気遣いの言葉はあまりに自然で。フェルは戸と惑まどう。彼の真意が分からない。分からないことが、怖い。

「どうした？」

　黙りこくったフェルを訝いぶかしんだのか、何気なくクロウが手を伸ばしてくる。指先が頰ほおに触れる瞬間、思わず払はらいのけていた。

「触さわらないで！」

　ぱしん。

　乾いた音が響き、驚いた彼の青い瞳が、やけにはっきり目に焼きつく。

「……シレイネ？」

　クロウは眉を顰ひそめ、一歩こちらに踏み出した。

（うっ）

　同時に、フェルも後ずさる。またしても彼の手は、すかっ、とあえなく宙ちゆうを搔かいた。

「おい……？」

「な、なんでもありませんの。ほら、早く解呪に行かなければって……では、失礼いたします」

　震える唇で告げると、ドレスをつまんでふわりと腰を折り、彼女はその場を先に出た。





[image: ]






　ばたん、と乱暴に扉が閉じられ、こつこつと足音が遠ざかっていく。

（……視線、逸そらされたな）

　彼女の頰に触れようと伸ばした指は、まだ宙をさまよったままだ。

　クロウは目を伏せて、席に取って返す。すると、それまでずっと黙っていたキリヤが、おずおずと手を挙あげた。

「あのー、黒龍公？　ひどいことされて何も説明されない、気分よくないもの違うですか。たしかに、花嫁さまに伝えられないこと、たくさんあるかもですが……さすがに、もうちょっと分かってもらう努力していい思うです」

　共用語を使い慣れていないため、独どく特とくの舌したったらずの話し方で、童どう顔がんの首しゆ長ちようは気まずそうに助言した。

「ぼく、どうも花嫁さまにちゃんと謝ったほうがいい気、するです」

　クロウはあえて平然と返す。

「謝る？　なぜ」

「いえ、なぜってですね。黒龍公、本当は……というか、今のって、花嫁さまに完全に」

「完全に、なんだ？」

「良心が邪魔して言いにくいだです」

　気き遣づかい屋の若き首長は、それ以上続けられずに再び黙る。代わりにケイが、心底楽しそうに引き継いだ。

「いやぁー、絶対今の、すがっすがしいほど嫌きらわれましたよねえってことですよ我が君！　完っ全に悪役そのものでしたもんねー！　そりゃあ、奥方さまはなにも知りませんからねぇ。ま、それでも戻ってくれてよかったじゃないですか。今回の作戦では仕方ないとはいえ、嫌われちゃうのは辛つらいとこですよね」

　きゃはきゃは笑って手を叩たたくケイは、無言で睨むクロウの視線に気づくと、「じゃあ自分め、ご命令どおり、奥方さまをお守りしてきます」とわざとらしく席を立った。

　二人が抜け、浄室には、クロウと青い髪の少女と、キリヤだけが残される。

　クロウは、おもむろに少女に目を向けた。

「で。……そのざまはどういうわけだ？　シレイネ」

　呼びかけられた彼女は、びくりと肩を揺ゆらしたが。

「やっぱり。気づいておいででしたのね」

　やがて、はあっと深いため息をつくと、声をかけられた本物のシレイネは、憎にくらしげにクロウを睨んだ。

「でも、さっきのサリタさまの台詞せりふで、わたくしも分かってしまったことがひとつ。いい性格をしておいでですこと。冷静になったら、恐きよう怖ふでわめいた自分がとんだ道どう化けじゃありませんの。あなた、焼けた鉄の靴を、本気でわたくしに使うつもりなどなかったのね」

「ほう？」

　片かた眉まゆを上げるクロウに、シレイネは重ねた。

「……だって。あなたが罠わなにかけたかったのは、わたくしじゃない。あの子でしょう？」

「なんのことだ？」

「とぼけないで」

　断ずるシレイネに、クロウはそ知らぬ顔をしてみせる。

「思い当たる節ふしがあるわ。わざとわたくしを傷つけるような予告をして、あの子の不安をあおったでしょう？」

　キリヤから、『ゆかずの現』の作用と性せい質しつを聞き出し、シレイネがいずれ行動を起こすと踏ふんで、まずはフェルに「あいつを一度締しめ上げる」と告つげる。

　前振りどおり、シレイネが拷問されかける現場を見たフェルは、シレイネを逃がそうとして、こう考えるはずだ。

　──やっぱり、こんな危険の渦か中ちゆうにシレイネ姫を置いてはおけない。

　それなら自分が無理やりにでも身代わりでいると。

「結局あなたは、わたくしを脅おどすふりをして、あの子に圧あつ力りよくをかけていたんだわ。あの子が自分から、『シレイネ』としてあなたのところに帰ってくるように」

　筋書きどおりでご満まん悦えつでしょうね、と吐き捨てるシレイネに、クロウは「さてな」と無感動に返した。

　別に、それだけが目的ではない。だが、あえて訂てい正せいする必要も感じなかった。

「でも、残念ね。サリタさまの言うとおりだわ。確かに目的は達成できたようだけれど、これで完全にあの子の信用を失ったわね」

　顔をしかめるクロウに、そこで、唐とう突とつに「あ」と手を打ったのはキリヤだ。

「そういえばです、黒龍公。このあいだ、お夜食を花嫁さまに作ってもらってる言ってましたけど。あれって、幸せの食いだめ」

「キリヤ。聞こえなかった。良心がなんだって？」

「ハイ黙るます」

　即座にキリヤは両手を挙あげて、降こう参さんの姿勢を取った。それから、口元に手を当てて、くすっと噴き出す。

「なんだか、懐なつかしいだですね。黒龍公、図ず星ぼしさされると目つきが三割増しで凶きよう悪あくになるのも、ねちっこく人の発言内容を覚えているのも、それをちょっと時間がたってからいやらしく出してくるのも、昔から変わらないですね」

「黙るんじゃなかったのか？　毒から半ば解放された途と端たんにこれか……さも善ぜん良りような顔をして、うすら黒いことを言ってのけるお前も変わらんな」

　クロウとキリヤは、族長だったキリヤの亡父を介かいして、いわば幼おさな馴な染じみのような関係だ。クロウ以上に、キリヤは、早そう世せいしたクロウの同どう母ぼ弟てい、パーシヴァル＝エルラントと仲が良かった。

「まあ。昔から器うつわの小さな男でしたのね、毒龍公」

「付き合いは浅いが、お前もぶれないなシレイネ。まあ、深める予定もない親しん交こうだが……ああそうだ、お前はキリヤと同じ毒は身に受けていないのか？」

「そうね。……話せないことは多いけれど、彼ほどじゃないわ」

　キリヤを横目で眺ながめながら頷うなずくシレイネに目を細め、クロウはふうっと息をつく。

「……お前の差さし金がねではなかったんだな。エルラントに呪毒がばら撒まかれているのは」

　城の守りを手て薄うすにしたのは、シレイネが悪の元げん凶きようと踏んでいたからだ。

　彼女を押さえれば、『眠らずの蝶』も、発はつ現げんを事前に食い止められると思った。

　だが、実際は、シレイネも、共に呪毒に襲おそわれた──

（確かに、以前、ラナを襲ったという黒龍師団兵……狙いは『シレイネ』だと言っていた。だが、本当にこいつの仕し業わざじゃないとすると、いよいよ、裏にいるのは誰になるんだ？）

　加えて、この姿の変へん容ようは。

「お前は。お前たちは、なんなんだ？」

「おかしなことを尋ねるのね。なんなんだ、も何も。あなたは、わたくしの正体を知っているんでしょう？」

（正体？）

　その言葉に、クロウは眉根を寄せた。

（いったいなんのことだ……いや。そういえば、以前この女と話したときも、『どこまで知っているの？』と言っていたな。どちらが本物かと、脅おどし文もん句くを使ったときも、過か剰じように反応した）

　あまりに似に通かよった二人の娘。

　裏うら系けい譜ふにのみ存在を残す、幼おさなくして消える、黄たそ昏がれ色いろを身に宿す姫君たち。

　ユナイア王族には秘密がある。加えて、ユナイアの王女といえば、フェルの容姿で知られているにもかかわらず、シレイネの姿が変わった。

（まさか──）

　ふと恐おそろしい結論が浮かび、クロウはごくりと唾を吞む。

「正体、というのは……」

　慎しん重ちように言葉を選んで、鎌かまをかけた。

「ユナイア王族に連つらなる姫君はフェルのほうで、お前こそが、偽にせ者ものだという話か？」

　それを聞いた瞬間、シレイネは痛みを堪こらえるような表情をした。

「まさか……本当に？」

　思わず本音を漏らしたクロウに、シレイネは引っかけられたことを悟さとったらしい。

「謀はかったのね、毒龍」

「では、お前は何者なんだ？　お前とは逆に、朝焼けの色を宿すキリヤは、少し特とく殊しゆな一族の血を引いていると言っていたが。お前もキリヤも、身体が弱い。それに、色は違うが、お前の浄石──あの発光する夕ゆう輝き晶しようは」

「……」

　答えないシレイネの視線が、脱脂綿を入れたガラス鉢ばちに注がれていることに気づき、クロウははっとする。

「止よせ！」

　がしゃん、とけたたましい音が響ひびく。

　シレイネがガラスの鉢を寝台の飾り板に叩きつけて割り、破は片へんのひとつを手に取るのと、クロウとキリヤが立ち上がるのは同時だった。

　自みずからの咽の喉どを搔かき裂さこうとする彼女を、二人がかりでねじ伏せて止める。

「お放しなさい、ティカルの狼おおかみ！　このわたくしに触れることは許さないわ！」

「断るます！　だって、今放したら死ぬんでしょう、そうはいかないんだです！」

「く、……」

　男二人がかりで押さえつけられても、まだもがこうとする彼女の口に、とっさにクロウは片手で引き抜いたクラヴァットを詰つめ込んだ。舌を嚙かもうとしたからだ。

「──そんなに死にたいか？」

　クロウは、かすれるほど低めた声で、身をよじる彼女の耳に囁ささやきかける。

「勝手に死ねば、お前の死の事実と屍しかばねとを、いいように使わせてもらうだけだが？　さて、セタンタ王をどう踊らせようか……」

「っ……！」

　シレイネは目を瞠り、次いで、クロウを射い殺ころしそうなまなざしで睨み据すえた。

　思わず殺したくなる程度には外げ道どうな発言をした自覚はあるので、甘あまんじて受け止める。たぶん死ぬ気は失うせただろうから、口からクラヴァットを除のぞいてやった。

「毒龍。呪い殺してやりたいわ」

「呪われろから呪ってやるに格上げしたな。光栄だ」

　開かい口こう一いち番ばんの台詞を軽くあしらう。あからさまに火に油を注いだわけだが、逆にそれで彼女は冷静さを取り戻したらしい。

　口をつぐんで黙り込むシレイネに代わり、「ぼくから話します」とキリヤが申し出た。しかし、彼の第一声は、あまりに予想外なところから飛んできた。

「妖精たちの王様は、朝焼けの子を晩ばん餐さんに、夕暮れの子を花嫁に──そういうおとぎ話、知ってるますか？」

「ああ、お前から聞いているが……それが？」

「ぼくたちは、その『妖精』の『取り替え子』なんです」

「……は？　待て。なんだって？」

　クロウは言葉を失う。だが、荒こう唐とう無む稽けいな話に反し、彼の表情は真しん剣けんそのものだ。

「正確には、あなたがたが『妖精』と呼んでいるもの、です。別に、自らそう名乗っているわけではないです」

　西では邪悪なものと恐れられ、ティカルでは精せい霊れいと崇あがめられる、そういう、何か。

「体が脆もろいのは、正体を隠してただびとのふりをしている者の特とく徴ちようだ、です。この肉体はぼくたちにとって、仮の容いれ物にすぎない。だから姿、変えられるます」

「……待てキリヤ。その流れだと、お前も」

　クロウの言葉に、キリヤは微笑んだまま答えなかった。

　薄気味悪い幻げん想そう噺ばなしでも聞かされている気分だが、シレイネは苦しそうな顔で黙り込んでいる。まるで、目を背そむけたい真実を聞かされているとでもいうように。

（まるで現実味を伴ともなわない話だが、──もし真実なら。フェルのほうが血筋正しい本物の王女？）

「間ま抜ぬけ顔。あなたが考えていることはお見通しだわ」

　口元に手を当てて考え込んでいたクロウに、シレイネが冷たい目を向ける。

「フェルが王おう籍せきに戻ることはできなくてよ。わたくしだって、可能ならそうしたわ。夕暮れ色の姫君は権利を剝はく奪だつされ、偽者を身代わりに残して攫さらわれる、それがユナイア王家の決まりなの。いろいろと例外なのよ。……一度は連れ去られたあの子が助け出されたことも、身体の脆もろい偽者のわたくしが蔑ないがしろにされず、こんなに生き延のびているのもね」

　だから、出しゆつ自じはまぎれもない第一王女でも、もともとの宿命を変えない限り、彼女の身分は孤児院育ちの平民のままだという。

「あなたはとても余計なことをしてくれたのよ。こんな、あわいの地クルヴァッハなんかにあの子を連れてきて。おまけに、自分の花嫁にしてしまった」

　シレイネは、まるで自や棄けになったように続けた。

「あの子は、生まれ持った色と、境きよう遇ぐうのせいで、ずっと捜さがされ、狙ねらわれ続けてきたの。ああ、でも、もう気づかれてしまったわ。連れていかれてしまう。ベルファスティスにいれば、まだ安全だったのに……！」

　聞き捨てならない言葉に、クロウは、シレイネの両肩を摑んだ。

（それが、キリヤを脅おどし、エルラントに呪毒をばら撒まいて、ひょっとしたら──パールの死にも繫つながっているかもしれない黒幕か）

　何より、その狙いがフェルにあるというのなら。なんとしても阻はばまなければならない。

「言え。あいつは、誰に、狙われているというんだ」

「兄さまよ」

　クロウは顔をしかめた。

「セタンタ王に？」

「違う。違うの。……言えないわ、これ以上は。そう、この話は、絶対にフェルにしないで。妖精にとって、知ることは知られること。大変なことになるわ」

　断だん片ぺん的てきな情報を口走ったあと、シレイネはかぶりを振る。クロウはキリヤを見たが、彼も同じように首を振った。シレイネも、キリヤと同じく身体に細工されているのかもしれない。これ以上は、呪いを解かねば踏み込めない領りよう域いきらしい。

「さっきのおとぎ話になぞらえれば、呪毒を流しているのも、フェルを狙っているのも。お前の言う『妖精たちの王様』とやらなのか？」

「ずいぶん……軽く訊くのね。本当に、知る覚かく悟ごはあって？　あなたにあの子が守れて？　エルラントの毒龍など、信じられない。元どおり、聖せい職しよく者しやの守る結界で、目くらましを使いながら息をひそめていたら、やり過ごせるかもしれないのに」

「やり過ごせる〝かもしれない〟だと？　……もう、その『兄さま』とやらに気づかれてはいるんだろう。また呪毒を使って狙われたら、勝算はあるのか？　それとも、目くらましがあれば狙われない保ほ証しようがあるとでも」

「……ないわ」

「ならば、返すわけにはいかない。お前が言っているのは、毒龍など信じられない、フェルは手元に置いておきたいという、ただの感情論だろう。話を聞けば聞くほど、病弱で力もないお前よりは、俺のもとに置いていた方がまだましだと思えてくる」

　聖職者の守る結界が目くらましになるそうだが、その聖職者だって呪毒に冒されるのは、ガウェインで実じつ証しよう済みだ。

　最後にクロウは、シレイネの瞳を挑いどむように見み据すえた。

「これだけは言っておく。信じるかどうかは好きにしろ。俺には、知る覚悟はある。あいつを守りとおす覚悟もだ。──あいつは、フェルは俺の妻だから」

「……」

　シレイネは唇を嚙む。睨み合う二人に、キリヤが「ぼくをはさまないでほしいです」とひっそり抗こう議ぎの声を上げる。やがて彼女は目を逸らし、ぼそりと小さく呟く。

　その声こわ音ねは、心底苛いら立だたしげだった。




「面めん倒どうくさい男。──あの子も、妙な虫に好かれたものね」
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「……奥方さま？」

「良かった、ラナ。気がついて」

　眠りから覚めた城の使用人たちは、驚くほど何も覚えていなかった。

　ラナも例外ではない。

　真っ先に呪のろいを解とかれたラナは、半身をもたげると、茫ぼう洋ようとした瞳ひとみでフェルを見つめた。目をこすりつつ、寝起きの回らない舌したで、もそもそと告つげてくる。

「おくがたさま、おぐしがみだれておいでです……ちょっとクシどこ」

　無意識なのか、ぱたぱた地べたをはたいて櫛くしを探すラナに、フェルは感心する。

「わあラナすごい。夢うつつでも仕事を忘れないとか」

「って噓うそ、フェル!?　あれ？　あたしなんでこんなとこに」

　その一言で、ラナはやっと我われに返ったらしい。

「わ、待って！　話は小声でお願い。向こうにケイさまがいるの」

　慌あわてて口を押さえて、背はい後ごに目くばせする。「危険がないか見回りを」と頼たのんだから、少しのあいだは大丈夫のはずだ。

「そうなんだ、ごめん了りよう解かい。……じゃなくて！　ちょっとフェル、どうしたのよ、その格かつ好こう!?　ドレス姿だし、変へん装そうは？　それじゃ、まるで……」

「そうなの。諸しよ事じ情じようにより、もう一回『奥方さま』になっちゃった」

「ええ!?　だって、本当の『シレイネさま』は!?」

「話せば長いことながら」

　啞あ然ぜんとするラナに、フェルは端たん的てきに状況を説明する。ますますぽかんとしてしまう彼女に、思わず苦笑した。

（本当は、二度と戻るはずなかったのに）

　そのうえ信じがたいこと続きなのは、フェルも同じだ。笑えない状況だけにもう笑うしかない。

「──ということで。こんな訳わけだから、できれば今度は、秘密の『ごっこ遊び』に付き合ってほしいの。巻き込んじゃってごめん。ワルプルギスまでには必ずいなくなるから、それまで我が慢まんしてもらっていい？」

　頭を下げるフェルに目を瞬またたいていたラナだが、しばらくすると、興奮気味に頰ほおを紅こう潮ちようさせ、口元をうふふと緩ゆるめた。

「お安いご用よ！　お安すぎるわ！　なんなら来年も再来年もいてくれていいのよ!?」

「えっ。夏までには離婚するんですが」

「嬉うれしい！　これでまた、あんたをきらっきらのふわっふわに飾り付けられるのね！　旅行中に使えなかったダイヤモンドと白金プラチナの花かんざしとか、ボビンレースのヘッドドレスとか、オニキスのイヤリング、このままお蔵くら入りかと思ってたのよ！」

　聞いちゃいない。

「って、そうよ。ケイさまが戻ってくるまでに、ここはケジメつけないとよね。──それじゃあ『奥方さま』！　今、あたしに何か手伝えること、ありますか？」

「うーん……それじゃ、倒れているかたがたを、わたくしと手分けして探していただけますかしら。一人一人見つめて回らないといけませんの。ちょっと骨ですわね」

　単純な呪のろいでよかった。もっと入り組んで、もっと強い毒なら、駄だ目めだったかもしれない。

　地面に倒れて眠ったままの黒こく龍りゆう師し団だん員いんや大勢の使用人たちに、ラナもごくりと唾つばを吞のむ。

「見つめる……って？」

「──ええ、ほかの皆さまも起こさなくては」
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　こうしてなんとか城を眠りから覚まし、一人の死者もなく、めでたしめでたし──の結果。

　旦だん那なさまと、疎そ遠えんになりました。

（あ、いや、いろいろあったけど正しいのか。もともと嫌きらわれろって話だったし。……でもなんだこの、奥歯に挟はさまった青あお菜なの繊せん維い並みにスッキリしない感！）

　ドレスを身にまとい、再び『花嫁シレイネ』に戻ったフェルは、浄じよう室しつに続く扉とびらの前で、ため息をつく。

　城で一時的に発生した奇き妙みような『集団睡すい眠みん』については、当然のように騒さわぎになったが、ラナが口をつぐんでくれたおかげで、その裏で起きたもうひとつの事件については広まらずに済んだ。

　しかし、フェルの気は安まらなかった。本物のシレイネが、浄室が必要な身体からだだということで、しばらくフェルの預かりとなったからだ。

　──頭の痛いことに、処しよ刑けい待ち、という状態でだ。つまりは健康が回復し、断だん罪ざいされるまでの、暫ざん定てい的てきな幽ゆう閉へいである。

　ラナとの相部屋に引き続き、新たな女二人の生活が始まったわけだが、なにせ気を遣つかわなければならない加か減げんでは段だん違ちがいである。

　おまけに、不幸中の幸いなのか、はたまた逆に不幸そのものなのか。シレイネの姿は、すっかり戻らなくなってしまった。

（具合、そんなにお悪いのかな）

　体調が回復しきらないのも、今となってはよかったのかもしれない。元気になれば、刑が執行されてしまう。

　彼女の姿を誰にも見られるわけにはいかないので、侍じ女じよだってつけられない。

　そういうわけで、フェルは自然、シレイネと一緒に部屋に引きこもってしまうことが多くなった。子育て中のひばりのように、ぴりぴり神経を尖とがらせるフェルに、クロウも自分からは寄ってこない。はた目にも、夫婦仲は悪あつ化かの一いつ途とを辿たどっている。

（……旦だん那なさまと、しゃべってないなあ。かといって、何を話せばいいのやら……）

　ついこのあいだまで、厨ちゆう房ぼうで、気軽に言葉を交かわしていたのに。

　そうだ。次は、彼のために、挽ひき肉にくのパイを作ろうと考えていたんだった。オリーブの実とゆで卵をたっぷり入れて、ほろほろ崩くずれるカテージチーズも入れたらいいんじゃないかとか、そういう平和な予定を立てていた。今さらながら、思い出す。

　夜食のあれが美お味いしかったと褒ほめてもらったり、聖堂のあの花が咲きかけだとか、他た愛わいのないことを話してみたり。

　あの厨房のひとときで、『クロヴィス殿でん下か』はよく笑い、フェルの話を楽しそうに聞き、いろいろなことを教えてくれた。

（あと、こっちの姿はこっちの姿で……約束、うやむやなままだ。春を寿ことほぐ聖せい詩し篇へん、詠よむって言ってたのに）

　ぎゅう、と胸が詰まる。

　こんな状況で思うのは、本当にどうでもいいことばかり。それも、気づけば彼のことだ。過ぎ去ってしまった日々の残のこり香が、贅ぜい沢たくな悩み。

（ばっかみたい）

　クロウは、シレイネを処刑しようとしている。今は敵と言っても過言ではないのに。

（どうせもう、あのかたは、全部忘れてるよね）

　思わず苦笑した。

　きっと、こんなこと。悩んでいるのは、自分だけ。

　たかが召使に作らせていた夜食のことだとか、旅先での妻との軽い約束だとか。黒こく龍りゆう公こうにとっては、どうでもいいことこの上ないのだろうから。
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　一方、同じ頃。

　黒龍城の執しつ務む室しつで、クロウは仕事に励はげんでいた。一時期は、気を落ち着けるため聖堂にこもっていたこともあったが、今は自室も執務室も常つねどおり利用している。

　黒い羽根ペンを、インボルクに関する予算の書類に走らせながら、ふと雑ざつ念ねんがよぎった。

（立春インボルクか……聖詩篇、詠んでくれる約束だったな。こんな状況じゃ、あいつはそんな些さ細さいなこと、覚えてないだろうな）

　フェルが『奥方さま』に復ふつ帰きしてから、城の雰ふん囲い気きは、また少しずつ変わりつつある。

　──ただし、決していい方向にではない。

「あ、これはこれで何かよからぬ菌きん類るいが繁はん殖しよくしそうな……いいえ、変化があるだけマシなんでしょうかねー……？」

「ケイ、何か言ったか？」

　黙もく々もくと資料整理に励みながら、ぶつぶつ暗いまなざしで呟つぶやくケイに、クロウは首を傾かしげる。一見、通常営業の城じよう主しゆさまである。

「いいえ。極きよく東とうの島国の青カビは、世界最強の毒どく素そを誇ほこるそうですね、っていう雑談です。クルヴァッハは湿しつ気けが足りないから培ばい養ようは無理だろうって先せん般ぱん申し上げましたけど、誰かさんのおかげでこうもジメジメしい今なら成功しそうですね」

「そうか。それは良い。鉱こう物ぶつ資し源げんと赤あか葡ぶ萄どう酒しゆに続き、クルヴァッハの特産品が増える」

「超いい加か減げんな返答きましたよこれ！　言っときますけど皮ひ肉にくですからね!?　変な特産物ダメ絶対！」

　眉み間けんを人さし指で揉もむケイは、ちょっとあるじの仕し草ぐさがうつってきた……というより、普ふ段だんのクロウの代理のような表情だ。

　というのも、その肝かん心じんのあるじが、ただいま虚うつろなまなざしをしているからだ。

「計画を実行に移せば、奥方さまに嫌われて警けい戒かいされるのは、もとから織おり込み済みでしたよね？　なんでそう、どんより凹へこんでおいでなんですか!?」

「は？　誰が凹んでいると。妙みような言いがかりをつけるな」

　クロウもため息交じりに返す。

　呆あきれたようなその声は、冷静で、有ゆう能のうないつもの彼だ。

「そうですね……書類を天てん地ち逆さまに読んでいなければ、言いがかり以外の何物でもないですね」

「？　……これじゃ読めない」

「さも不思議そうにご自分で言わないでください!!」

　毎度ぎゃあぎゃあ騒さわがしい家か令れいだな、とクロウは思う。そう、あくまで冷静にだ。

　また、淡あわい色合いの金きん髪ぱつを搔かきむしるさまを見て、最近こいつはよく同じことをするな、ともぼんやりと考えた。

　一瞬、あまり頭とう皮ひをいじめるとハゲるぞと、妻よろしく忠ちゆう告こくをくれてやろうとしたが、逆上して鋼こう絲しで首を狙ねらいにきそうな気がしたのでやめる。負けるつもりはないが、体力の無む駄だだ。

（妻といえば……フェルとも話していない）

　クロウはふと思った。策を弄ろうしてまで取り戻したはずの、花嫁としてのフェルがいる日常に、何か足りないと思えば、ほかでもないその妻である。

（召使姿のあいつと最後に会ったのはいつだったか。この間まで、夜食を一緒に厨房で食べていたんだった……次は何を作る気だったんだろう）

　急に、どうでもいいことが気になった。

　あのクッキーは美う味まかった。どうせしつこく覚えているのは自分だけで、たぶんフェルにとっては、夜食のネタなど、もう興味の対たい象しよう外がいだろう。

　──『妻といえば、ふと』も何も、同じことをふと考えるのが、今日だけでもう十七度目なのだが、クロウは数えていなかった。

「なんというか、あなた様は本当に、あのかたのことになると人が変わりますね。平たく言うと鬱うつ陶とうしく。奥方さまに本気で避さけられるの、そんなに堪こたえますか？」

　あからさまに沈んだあるじと話すうち、ケイは婉えん曲きよく表ひよう現げんを諦あきらめたらしい。

「別に？　堪えるも何も……必要な代たい価かだと理解しているが」

　シレイネを攻こう撃げきすれば、フェルには確実に嫌われる。分かりきっていたことだ。いったい何を、そんなにケイが嘆なげいているのか、クロウにとってはさっぱりだ。

（……あいつがここに嫁とついできた頃と、同じに戻っただけだ。問題ない）

　いや、問題はある。本当なら、城中が眠っている間に二人の『シレイネ』を押さえて事情を問い質ただし、それを盾たてに、セタンタに交こう渉しようを吹っ掛けるはずだったのだ。

　最大の狙ねらいは、フェルとユナイア王族の関係を明らかにし、その身分を保証させること。

　だが、シレイネは変身するわ、眉まゆ唾つばな伝でん承しようの絡からんだ黒幕の存在が垣かい間ま見えるわ、そこに持ってきて「フェルに事情を明かすな」と釘くぎをさされるわと、事態が妙みような方向に動いた。フェルを守りながら傍そばに置くために、クロウは、ひとまず沈黙を選んだのだ。

（それに、あいつの瞳の妙な力……）

「全部話せばいいのにって感じですね。奥方さまのためでもあったってこと。本当は、シレイネ姫を早く帰国させるためだったんでしょう？　……キリヤ殿どのいわく、浄じよう石せきは、そう長くは持たないから」

「馬ば鹿か言え。そんなことをすれば、何もかもあいつに明かすことになる」

（……あいつは身代わりを続けるつもりだ。俺がそう仕し向むけた）

　フェルはまだ、『シレイネ姫』として気を張り、戦う気でいる。

（おまけに……本物のシレイネは、罪人ということになっている。なんの理由もなく、咎とがめなしでは解き放てない。身代わりの事実を知らない『城じよう主しゆ』としては）

「現時点で、フェルに説明できることも、する必要もない。シレイネからあいつが離れないのも、触ふれようとすると避さけられるか逃げられるか怯おびえられるか三さん択たくなのも、以前より相当よそよそしいのも、俺を見るたびあいつの顔が引きつるのも、そもそも顔があまり見られないのも。計算の上だ。ああ、問題ない」

「あのー、我が君？　ようく理解いたしましたので、本日五本目の羽根ペンをばきばきヘシ折らないでいただけると、自分めの精せい神しん衛えい生せい上じよう助かります……」

　ところで、多少心に乱みだれがあろうが、仕事には抜かりないのが、クロウの幸でも不幸でもある。いい加か減げん苛いらついてきたのか笑顔の仮面が剝はがれてきたケイに、「これでも読んで落ち着け」と前置き、クロウは逆さまに流し見ていた書類を突き出した。

「はい？　なんですかコレ、って」

　訝いぶかしげに受け取ったケイは、やがて大きく目を瞠みはる。

「……え。この密みつ書しよ、双そう頭とうの獅し子しと薔ば薇らの紋もん、って」

　その紋章を使うことが許されるのは、敵対する隣りん国ごくの、最高権力者のみだ。

　クロウは無造作に最後の行を指さした。

「内容もよく読んでみろ」





[image: ]






（来る日も来る日も引きこもり。あーもう、ジメジメじとじと……やってられるかー！）

　月がすっかり高くなり、シレイネはもちろん他の使用人たちも寝静まったのを見計らい、フェルは、そっと部屋を抜け出した。

　カツラに銀ぎん髪ぱつを押し込んでの、召使姿だ。ほんの数日のご無ぶ沙さ汰たなのに、なんだかとても久しぶりな気がする。

　なぜか最近頭がぼんやりして、夢と現実の境さかいがつかない。シレイネと話したことも、まるで膜まくが張ったみたいに覚おぼ束つかないのだ。おそらく、浄室での生活で仕事根こん性じようがなまっているんだとフェルは理解していた。

（大事なときなのに、これじゃ駄だ目めだ！　景気づけにちょっとだけ掃そう除じして、正気に戻ろう）

　ベッド下から引っ張り出した箒ほうきを持ってフェルが向かったのは、聖せい堂どうだった。

　黒こく龍りゆう城じようの聖堂は、クロウの手で、世界各地の珍しい毒草毒どく樹じゆを植えた毒草園に改造されている。いつの間にか、すっかり慣れ親しんだあの場所に、久しぶりに行きたくなってしまった──のだが。

　深夜の聖堂には、なぜか先客がいた。ベンチの背もたれの上には、まっ黒い髪の、後ろ頭と、同じ色の衣装に包まれた肩。

（うげっ……殿下？）

　フェルが思わず足を止めると、座ったまま、クロウは少し肩を揺ゆらして振り返った。

「フェル？　お前、どうしたんだ。こんな時間に」

「で、殿下こそ。どうされたんですか？　聖堂暮らしはこないだ引き払はらわれたんだって聞いてたのに」

「……いや、ただの気晴らしだ。お前もか？」

「は、はい。奇き遇ぐうですね。ええと、それではどうも、失礼いたしました」

　とにかく、今は彼の近くにいるのが気まずい。

　それに、彼が何か考え事にふけりたいなら、サカサカ周囲を箒で掃はき回っては申し訳ないと思ったのだが、意外にもクロウは「構わない。むしろ付き合え」と顎あごを引いた。

（えっ……）

　問答無用で隣となりを指さされ、ためらいつつも、フェルはすとんとベンチに腰を下ろす。

「わあ、……きれい」

　フェルは何なに気げなく上を見上げ、思わず息をこぼした。元はステンドグラスだった聖堂の窓は大きく切られているが、毒樹の葉は蔭かげから覗のぞく夜空は、無数の星が瞬またたいていた。

「これだけ星がきれいなら、明日はきっといい天気ですね。あ、北の一番星が見えます」

「星には詳くわしいのか？」

「そんなには。でも、あの星だけは、昔、先生に教えてもらいました。迷ったときに見上げる、旅人を導みちびく星なんだって……」

　ひときわ明るく輝く星を指で示しめすフェルに、「迷ったとき、な」とクロウは繰くり返した。それから、思い出したように尋たずねる。

「そういえば、最近仕事はどうなんだ？」

「はい？　どう、とは」

「かなり前だが、ここのほかにも、嫌いやな取引相手のいる職場を掛け持ちしていると言っていただろう。そっちはもう、辞やめたのか？」

　フェルは苦笑した。なんだか、懐なつかしい。

（嫌な取引先って、あなたのことですから！）

　彼と出会ったばかりの頃。たしか、身代わり花嫁業のたとえとして、そういう話をしたばかりに、当の本人に妙みように気に入られてしまったのだった。

（あのときは、なんて答えたんだっけかな……）

　思い出しながら、フェルは口を開いた。

「いろいろあって一度辞めることになったんですが、結局、まだ働いています」

「……そうか。それはさぞかし不本意だろう。あんなに嫌っていたのに残念だったな」

　フェルは黙った。

（……この人は、わたしが仮の花嫁だって知らない）

　決して届かない心の切きれ端はしを、今なら、少しだけ出しても許されるだろうか。

　噓うそはつきたくない。彼に、これ以上は。

「いえ……不本意は不本意ですが、それだけではないというか」

　フェルの答えに、クロウは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……それだけでもない？」

「ええと。その、すごくヤな男……最近、ちょっと変わったんです。自分の中の印象が」

「変わった？　この前は、あー……乱らん暴ぼうで不ぶ気き味みな奴やつだとか言っていた気がするが？」

「ええ、根こん性じよう悪わるで鬼き畜ちくで嗜し虐ぎやく趣味なとこは別にまんまですし、いまだに折おりに触ふれ、ハゲろとか太れとか、ド畜ちく生しようめ実は激げき痒かゆい水みず虫むしだったら面おも白しろいのにとか、豆の食べすぎで鼻血が止まらなくなればいいのにとか考える点については別に変化はなく」

「……それ、本人には言ってやるなよ？　意外と傷つくかもしれないからな」

「言いませんよ、そんな恐ろしい。第一、それでいちいち傷つくような可か愛わいらしい神しん経けいのかたじゃないですし」

　しかし、今はそれだけではない。彼といくつもの窮きゆう地ちを潜くぐり抜けるうち、ちゃんと信しん頼らいできる人なのだと思えるようになってきた。

「でも、仕事ぶりを見ていくうちに、ただの嫌な人ではなくなりました。背中──じゃなくて、金庫の鍵かぎを預けてもいいみたいなことも言われたりして、嬉うれしかったりも、して」

「……」

　一緒に過ごす時間が増えるたびに──どんどん、深みにはまって。

　彼を、好きになった。

（なんてね。言えないけど）

　浮かんだ言葉に、かあっと頰ほおが熱くなった。続きを吞み込んで、フェルは俯うつむいた。

「けど、やっぱり、知ったつもりになったり、理解し合えた気になってただけじゃないの？　って思うようないざこざがありましてですね。正直、どんな顔してその人に会ったらいいのか分からないんです」

「……それ、相手も一緒かもな。案外」

　ぼそりとクロウが呟いたので、フェルは隣を見上げてみた。

　くすりと苦笑する彼は、もう、優しい『ご主人さま』の顔だ。

「そいつも、謝りたいと思っているかもしれない」

「え、それはどうでしょう。うーん、でも、よく考えたら、自分だっていっぱい隠し事をしていて、噓もついていて、不ふ誠せい実じつで。申し訳ないことはたくさんで。でも、あの野や郎ろう！　って思いも噓じゃないわけで。引っ込みつかなくなって悶もん々もんとするんですよ」

　なんだかもう、後ろ向きだなあとフェルは顔をしかめた。

（殿下に愚ぐ痴ちったってしょうがないのに。言われても困るよね、こんなの）

　こんな非ひ経けい済ざい的てきで腹が減って腹立たしくて腹の底に澱おりの溜たまる感情に振り回されるなんて。だから急に怖くなった。自分が変わっていくようで。

　しかし、クロウは、フェルにとって意外なひと言をくれた。

「引っ込みがつかない、か。ああ、俺もある。割と最近だ。同感だな」

「わあお。気が合いますね！　……って、ごめんなさい。失礼でしたね」

「気にするな。……だが、そうか……そうだったんだな」

　途と中ちゆうで我に返って頭を下げるフェルに、クロウは目を伏せて微笑ほほえんだ。

「──迷っているうちは」

　ゆっくりと、彼は口を開く。

「気が済むまでこき下ろせばいいんじゃないか。お前みたいな前向きな奴を後ろ向きにさせて、どうも分からん野や郎ろうだと、心から迷って悩んでもらえるそいつは幸せ者だ」

　その上でぶちのめしたいと思うなら、それだけのことを相手がしたんだろう。彼は、はっきりと続ける。

「ハゲろだの太れだの言われるのは、抜けるだけの髪と太れるだけの細さがあると思われているからこそだと考えれば、まあ……その相手もいい方向に捉とらえてくれるかもしれな……いやどうかな」

「……それは……とても建けん設せつ的てきな解かい釈しやくですね」

　しかし、「好きに責せめてもいいんじゃないか？」と当のクロウが言ったことを、なんとなく深読みしてしまう。

（殿下……ひょっとして、何か意図があって、シレイネさまにあんな仕打ちをするのかな）

　あまのじゃくな彼が、召使に漏もらした、心の声。

　よく考えれば、嗜虐趣味だけど、本当にひどいことはしない人だ。それでもあんな暴挙に出たのだから、彼には彼なりの考えがあったのではないだろうか。

（見たままをいきなり疑って、避けて。今までだって、何度も隠されたいろんな素顔を見てきたはずなのに。でも結局、本当のことなんて、全部は知りようがないんだ……）

　反省こそすれ、謝しや罪ざいなど、ここで言えるはずもなく。もうひとつの姿のほうで開いてしまった距離が、今さら惜おしまれた。

「ありがとうございます、殿下」

　せめて、お礼にいろんな意味を込めて。フェルは笑った。

「やれることをします。できるだけ我が慢まんしないように、自分を騙だまさずいられるように」

　噓ばかりの関係で。真実など告げようもなくて。

　それなら、噓を選んで信じよう。

　彼があたたかい。

　夜だから、本当は、これは夢なんじゃないだろうか。どこか、気持ちがふわふわした。

「やっと笑ったな」

　クロウはフェルの頭をわしゃわしゃ撫なでた。それからおもむろに立ち上がる。
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「気は晴れたのか？」

「はい！　わたしは。殿下はどうですか？」

　クロウは少し肩を竦すくめ、よく分からないことを言った。

「さて。聖堂に星を見に来るのはいいものだな、とは思った」

「え？」

「北の一番星が見えたから」

　迷える旅人の道しるべが、と。

　首を傾げるフェルに、クロウは言い置いて、背を向けた。
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　翌日、事態は予想外の進展を見せた。

「シレイネさま！　大変大変大変です！　──なんと、セタンタ陛へい下かがこのお城に来られるみたいなんですよ！」

　フェルが浄室に駆かけ込んだとき、シレイネはちょうどお茶を淹いれているところだった。乾かん燥そうさせた野いちごやオレンジと、何種かのナッツを使ったお茶は、不思議なことに、まるで焼き菓が子しのような甘い香りがする。

「さる高こう貴きなかたのご訪問があるって情報を、ラナがこっそり教えてくれました。到とう着ちやくは明日か明後日あさつてかなんですけど。どうも、ちらっと見えた密書の花か押おうが、薔薇と双頭の獅子だったみたいなんです！　それって陛下以外、使えない紋章ですよね。きっとどこからか情報を聞きつけて、シレイネさまを迎えにいらっしゃるんですよ！」

　いったい何をどうやったのか。なんとクロウは、敵対国の王様を引きずり出し、この城に呼び寄せることに成功したらしいのだ。

「？　セタンタお兄さまが……ここに？」

　呟いたきり手を止めて、シレイネはそのまま黙り込んでしまった。手を振ってみても反応がなかったので、フェルは目の前で変へん顔がおをしてみる。

「やめて！」

　──急に金かな切きり声が上がった。よほどひどい顔だったらしい。

「すみませんもうしません！」

「こんな姿じゃ、会えない。だって、絶対に気づいていただけないもの……！」

「へ!?　まさか……セタンタ陛下に、そのお姿を見せたことはないんですか？」

「ないわ。一度も。これからも、ずっとないはずだった」

　彼女は俯うつむき、フェルの視線から身を守るように、細い両腕で自らの身体を抱きしめる。

「こんなみっともない姿。セタンタお兄さまに曝さらすくらいなら、死んだほうがまし」

「……シレイネさま」

　フェルは目を瞬またたく。それから、思ったとおりを口にした。

「──って、可か愛わいらしいですね！」

「は？」

　両手を握りしめ、にへ、と笑ったフェルに、シレイネは目を点にする。

「だって、望まない姿じゃ会いたくないって、なんというかとっても乙女おとめです。でも、気づかないってことはないと思いますよ。あんなに仲がいいご兄妹きようだいなんですから。それに、わたしはそのお姿も、とてもきれいだと思いますし」

「……どうして、そういう理解になるのかしらね」

　一人嬉しそうなフェルをじっとり睨にらみ、シレイネは片かた眉まゆを上げた。

「わたくしを乙女だなんて笑うけど、人のことが言えて？　あなた最近、よく、その小こ瓶びんを手に取ってはため息をついているわよ？　よっぽど大事なものなのかしら。誰の贈り物かなんて分かりきっているから、考えるだけで割ってやりたくなるけど」

　ほっそりした指が示したのは、浄室のテーブルに置かれた、瀟しよう洒しやなガラス瓶びんだ。

（あ。……旦那さまに貰もらった鈴すず蘭らんの精せい油ゆ）

　指し摘てきされて、フェルはたちまち真っ赤になった。

「……み、見てません。こんなもの」

「あら、じゃあ、捨ててしまっても構わない？」

「駄目です！」

　反射的に小瓶を取って胸に抱きしめるフェルに、唇くちびるを尖とがらせていたシレイネだが、やがて、「ね、フェル」と呟いた。

「毒どく龍りゆうが好きだと言ったわね」

「う、……はい」

　たじろぎながらフェルが頷うなずくと、シレイネは顔をしかめた。

「すごく、好きなの？　忘れられないくらい？」

「忘れようとは、……しました」

「そう。……つくづく悔くやまれるわ。どうしてあの男を殺やり損そこねたのかしらって」

「結論そこですか、シレイネさま!?　本気のまなざしで呟かないでください！」

「いつ殺るの？　今でしょう！　って言いますでしょ」

　少し蓋ふたがはずれてしまった小瓶からは、ほわんと涼すずやかな香りが漂う。安らぎをもたらす効こう果かがあるんだと、クロウが教えてくれたのを思い出した。

「と、まあ。そういう他た愛わい無ないお話ばかりで、済めばいいのだけど」

　しかしそこで、シレイネは、ふっと表情を消した。

「フェル。……忘れているかもしれないけれど。この姿のわたくしは、あくまでお城を騒さわがせた罪ざい人にんなのよ」

「あ……」

　たとえシレイネがここにいるとセタンタが知ったとしても。

　今の姿のシレイネを連れ帰ろうとすることは、兄王の立場を悪くするのだ。

　ユナイアとシレイネの繫つながりは、クロウへの大きな負い目になる。今の彼女を妹だと公おおやけにするなどもってのほか。

「クルヴァッハにいる限り、わたくしの姿は元には戻らないわ。とにかく無理なのよ、今、お兄さまに会うのは……」

　浄石の力がこの地で長続きしない事情を、フェルは知らなかったが、シレイネの沈ちん鬱うつな表情でなんとなく察さつする。

「それじゃ仕方ないですね……。セタンタ陛下にも殿下にもばれないように、なんとか、ひっそりクルヴァッハを脱だつ出しゆつする方法ないですかね……」

「それで姿が戻って落ち着いたら、お兄さまに知らせるの？　呪毒の蝶は使い果たしてしまったもの……難しいと、思うわ」

　まずもってあの毒龍が、簡単に欺あざむかれてくれるはずがない。脱出しようとしたことを新しいネタにされ、余計に追い詰められるだけだとシレイネは言った。

　その点は、フェルも同感だ。

（冷れい淡たんな人ではないけど。利用できる機会をふいにするほど甘い人でもない……）

　思わず眉間にしわを寄せるフェルに、シレイネはさらりと口にした。

「そうね、唯ゆい一いつある方法といえば、わたくしがおとなしく死──」

「シレイネさま、いい加か減げん怒りますよ」

　クロウ並みの無表情で遮さえぎったフェルに、シレイネは目をぱちくりさせる。

「……フェル。わたくしはもともと、長生きできない身体なのよ？　ここに来たときから、死ぬ覚かく悟ごくらい決めてきたわ。遅いか早いかの違い、でしょう」

　やっぱり、とフェルは唇くちびるを嚙かむ。

（死ぬつもりだったんだ、シレイネさま）

「わたしの命の恩人を勝手に殺さないでください。お身体が弱いのと、自分から死のうとするのは、全っ然別の問題です。そんな簡単にご自身の命を投げ出そうとしないでください!!」

「……フェル」

「っていうかおかしくないですか。なんで死ぬとか死なないとか未み来らい永えい劫ごう帰れないとかそういう話になってるんですか。要は、陛下と旦那さまを出し抜ければいいんですよね？　それ、いつからできない設定ですか」

　続けているうち、フェルはだんだん腹が立ってきた。

　早い話、何に腹が立つといえば。フェルは、くわっと目を見開いた。




「いくら、もともとこっちが悪くても──これじゃやられっぱなしですよ、あの毒男に!?」

「結論そこですの!?」

　珍めずらしく、素すでシレイネに叫さけばれた。




「まさにそこですよ。やられっぱなし、性に合いません」

　旦那さまが好きだという感情は、この際脳のうの片かた隅すみに追いやるとして。

「ガウェイン先生に言われました。やられたら、四、五倍にしてやり返しがてら、『ありがとお。おかげでひとつ強くなれたわあ』と笑えるくらい、自分の糧かてにしてみせなさいって」

　好きな相手でも関係ない。あやつをギャフンと言わせずに終わらせてなるものか。すかした面つらに冷ひや汗あせのひとつもかかせずに済ますなんて、そんなまさか。許せない。

　分ぶが悪い賭けでも、何もせずに後悔するより千倍ましだ。

（第一、わざと冷たい態度取ったり、その実何か理由があったりなかったり……いい加減にしろー!!　いつもいつも！　全部一人で抱え込もうとして!!）

　それで結局振り回される身としては、窮きゆう鼠そ猫を嚙み砕きたい気にもなるのである。──できる気はしないが、要は気持ちの問題だ。

　シレイネは、大きな目をしぱしぱと瞬いていたが、やがて、ふっと微笑んだ。

「……そう。でもね、わたくしは、黒龍公を責められる立場ではないわ。それだけのことを、したから──けれど」

　そこでシレイネはふっと声を落とした。

「良く考えれば、セタンタお兄さまは、酷ひどいと思いますの。わたくしに秘密であなたを身代わりになんて。それはもちろん、病弱なこの身をご心配いただけるのは嬉しいけれど。ええそう、なんだかとっても理り不ふ尽じんな気分になるのはどうして……？」

「シレイネさま、まさにそれを、〝仕返ししたい衝しよう動どう〟と人は呼びます」

　手をわきわきさせるシレイネに、フェルは同調してわきわきした。女二人で。

「やってやりませんか。彼らをギャフンと言わせる」

「ギャフンと」

「ええギャフンと」

　ふと、シレイネの背後にある、壁にかけられた大きな鏡が目に入った。

　緋ひ銀ぎんの髪と、夕暮れの瞳。その特とく徴ちようを持っているのは、今は自分だ。ド庶しよ民みんには恐れ多い、黒龍城の女主人としての権けん限げんもこの手にある。

（そうだ。シレイネさまは、お姿が変わってる。今は、『同じ顔が二人』じゃないんだ）

　逆ぎやつ境きようともいえるこの状況、なんとか使えないか。

「あの、シレイネさま……ひょっとしたらご不ふ快かいな思いをさせるかもしれないんですけど、ご相談が」

　フェルは、思いついたことを提てい案あんしてみる。彼女は大きく目を瞠り、やがて表情を引きしめてこくんと頷うなずいた。

（……本当は、セタンタ陛下に、シレイネさまを連れ帰ってもらうのが、いちばん安全なんだけど）

　迷いを振り払い、頭の中で算さん段だんを整える。彼女の容姿は、フェルとはまた違った目立ち方をする色合いだ。ごまかすための小道具を、用意してこなければいけない。

（──シレイネさまを守るためだったら、顔だろうと『奥方さま』の名前だろうと、利用できるものはなんでも利用してやりましょうとも！）

　──やられたらやり返す。いや、利り息そくまでつけてやる！　ド庶しよ民みん根こん性じようなめんなよ!!

　フェルは気持ちを奮ふるい立たせ、よしと小さく気合を入れた。
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　春の祝典インボルクまで、あと一週間。

　忙しさを増す城の空気にひっそりと紛まぎれ込むように、ユナイア国王セタンタ＝マクネッサ＝ユナイアは黒こく龍りゆう城じようを訪れた。

　護ご衛えい兵へいのほとんどは城の外に待たい機きし、ごく少数の近この衛えだけを連れてのお忍しのびだ。自室の窓から、目を凝こらして一行を見下ろしていたフェルは、隊たい列れつを組む兵たちの中に、ちらりと鮮あざやかな色しき彩さいが交じっているのに気がついた。

（……あ！　噓うそっ、ひょっとして、あの人。衣服も黒いし、赤の肩掛けも……）

　一瞬、見み間ま違ちがいかと思う。──いいや、確かに、『彼』だ。

　フェルは、居ても立ってもいられなくなり、部屋を飛び出した。




「ガウェイン先生ーっ!!」

「……ええっ、フェルディアちゃん!?」

　お下げとメガネにお仕し着きせという『召めし使つかい』になったフェルは、ほかに人ひと気けのない控ひかえの間で、聖せい杖じようを片手に所しよ在ざいなくたたずむ紅あかい髪の男に、勢いきおいよく飛びついた。

　彼は、しっかりとフェルを抱き留とめながら、琥こ珀はく色いろの目を少し瞠みはってみせる。

「お久しぶりです。お元気そうですね、よかったあ！」

「ええ、あなたもね！」

　広い胸に思いっきりしがみつくと、ぎゅうっと抱き返され、小さい子にするように、両りよう脇わきに手を入れてひょいっと持ち上げられた。

「わあっ」

　そのままくるくる回されて、フェルは驚おどろいたが、やがてくすくす笑い始める。

　フェルの育ての親──ガウェイン＝ヘラルドは、細身でも逞たくましい、獅し子しのような巨きよ軀くを誇ほこる、年ねん齢れい不ふ詳しようの美び丈じよう夫ふだ。その昔、伝説の傭よう兵へい隊たい長ちよう『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』として東西に名を馳はせた歴れき戦せんの勇ゆう士しだが、現在は、なんの因いん果がか、下級聖せい職しよく者しやの吟遊詩人バルドとなっており、フェルが育った孤こ児じ院いんの院長先生でもあった。

「先生、どうしたんですか？　まさか、陛下と一緒にいらっしゃるなんて思ってなくて、見たときはびっくりしました」

「ま、聖職者としては異い例れいよね。これはね、雇やとわれたの。陛下から正式な依い頼らいを受けてね」

「ええっ。大出世ですね!?」

　フェルは驚いた。

　聖職者は王おう権けんとは乖かい離りした存在とされるが、それでも最高位の樫樹の賢人ドルイドなどでは、確かに王家に重ちよう用ようされることはある。しかし、吟遊詩人バルドとなると珍しい。

「出世……っていうか。まあ、……ちょっとほっとけない事情があれこれ」

「え？」

「ううんなんでも。あ、でも今回は、黒龍公のご指名なのよお。アタシ、こないだ『試練』に来たばっかりでしょ？　そのとき、何をどう気に入られたのか、わざわざ黒龍公が密みつ書しよで案内にアタシを使うよう言ってきたのよねえ」

　不本意ながらね、と付け足す彼の表情に、フェルの胸はざわついた。

（何かあったの？）

　眉まゆをひそめるフェルに気づいていないのか、「困っちゃうわよね」と彼は肩を竦すくめた。

「でも心配いらないのよ？　みんなの面めん倒どうは、万が一もないようにって、孤児院の周りにいた王立騎士団員たちをようく脅おどして──もとい、頼たのんできたし」

　ぽろりと聞こえた不ふ穏おんな言葉に顔を強こわ張ばらせたフェルにからから笑い、彼はフェルをすとんと下ろしてくれた。

　護衛兵はみな、会談の開かれる部屋の前に侍はべっているため、ここにいるのは自分一人なのよ──と、ガウェインは片目をつむってみせる。

「あら、お友達？」

「！　あ、はい」

　ガウェインの視線が、不意に、扉の近くに据すえられる。

　フェルに同行してきたラナは、最初、聖せい詩し篇へんに出てくる戦神のように逞たくましく精せい悍かんな吟遊詩人に息を吞のんでいたようだが、今はぽかんと顎あごを落としていた。

　いつものことだな、とフェルは思った。彼の口から飛び出すオネエ言葉を聞いた者に例外なく顕あらわれる反応である。だが、目が合ったとたん、ラナは外れた顎をはめ戻し、慌あわてて姿勢を正した。

　フェルはラナに手を向け、頭を下げる彼女を紹介する。

「先生。こちら、このお城で『奥方さま』付きの侍女をしている、ラナです。召使の格かつ好こうのときはもちろん、わたしが『あっちの仕事』をしているときにも、すっごく力になってもらって」

「は、はじめまして。ラナと申します。あの、フェル、ちゃんには、あたしのほうがずっと助けてもらってるので」

「いやいや何言ってるのラナ、わたしのほうが」

「馬ば鹿かねそこは黙って持ち上げられときなさいよ。あたしがあんたにどんだけ救われたと思ってるの」

　わたわたとお互いを立て合う二人に、ガウェインは少し相そう好ごうを崩した。

「その紹介だと、フェルディアちゃんの事情、あなたは全部知ってるのね？　こんにちはラナちゃん。うちの子がお世話になってるわあ」

「い、いえ……」

　上うわ背ぜいもあり、よくよく見れば顔には一本傷が走りと、堅かた気ぎの人間にすら見えないガウェインに、ラナはあからさまに緊きん張ちようしている。フェルはおそるおそる断ってみた。

「ラナ大丈夫だよ、先生咬かんだりしないよ。いかついのも怖いのも見た目だけだから。熊くまの体に乙女おとめの心臓って、本人いつも言ってるし。疑わしいけど」
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「クロヴィス殿下と真っ向から口げんかできる、肝きもっ玉たま五倍増しのあんたの話なんて、エルネットさりたの『まあ安い！』よりアテにならないわよ!!」

「えーっと、あなたたち。ちょっとは声をひそめる努力をしましょうか？」

　頰ほおをぽりぽり搔いていたガウェインは、「まあ」と軽く苦笑する。

「仲のいいお友達ができたみたいで安心したわ。可か愛わいい外そと面づらの中にちっさいオッサンがぎゅうぎゅう詰まってるような子だけど、これからもよろしくしてやってねえ」

　その言葉に、ラナはどうも心当たりがあったらしい。ガウェインが気さくな調子だったのも手伝ってか、思わずといった風ふ情ぜいで身を乗り出した。

「ちっさいオッサン……ひょっとして、ズリ落ちたドロワーズを上げるために、わざと大おお股またで歩いたり？」

「そうそう、髪を梳すくのは基本手ぐしだったり、寝ね言ごとで小こ銭ぜにを数えたりねん」

「鏡を見つけると反はん射しやで変へん顔がおしようとしたり？　この子ったら昔からそうだったんですか!?　もう、フェルったら！」

「困っちゃうわよねえ。あらやだ、アタシたちも仲良くなれそうじゃない？」

　自分の日常を赤せき裸ら々らに語る二人の間に、フェルは慌あわてて割って入った。

「ちょっと先生、ラナ、なんの話をしてるんですかーっ!?」

「何って……」

「同じ悩みを抱かかえる戦せん友ゆうとの邂かい逅こうを楽しんでるって感じ？」

「もう！」

　耳まで真っ赤にして頰を膨ふくらませるフェルの前で、ガウェインとラナは目め配くばせし合い、にやりと笑う。──どうやら馬が合ったようだ。

（嬉うれしいけど嬉しくない！）

　フェルがこっそりむくれていると、ガウェインは、ふと笑いを引っ込めた。

「ところで、フェルディアちゃんにラナちゃん。アタシに会いに来たの、単に顔を見るためだけ？」

　さすがに鋭するどい。フェルは顎あごを引き、とっさに周囲を見渡す。誰もいないことはとっくに確認済みだが、そうしたくなる話だ。大きく息を吸すい、「実は」と切り出す。

「お察さつしのとおりです。ちょっとよそに言えない頼たのみが……」

　フェルが視線をうろうろさせると、「なあに？」とガウェインは耳を近づけてくる。

　幼い頃から、フェルが内ない緒しよ話ばなしをしようとすると、彼はこうして大きな背を傾かたむけてくれた。当時の、あたたかなくすぐったさを懐なつかしみながら、フェルは口元に両手を添そえて、背伸びする。

「実は今、シレイネさまが捕つかまってるんです。このお城に」

「……あらやだ」

　結構な暴ばく露ろだと思うのだが、ガウェインはなぜかさほど驚かなかった。反応薄うすいなと首を傾かしげつつ、フェルは続ける。

「本当は陛下に助けていただくのが一番なんですけど、シレイネさま、今はお会いしたくないらしくて。ですからこちらで陽よう動どう起こして殿下や陛下たちの目を引きつけるんで、その隙すきに、ガウェイン先生にシレイネさまを保護していただけないかなって」

　シレイネは、姿が戻るまで絶対に王宮には帰りたくないと言っている。だから、しばらく彼女には、ベルファスティスの孤児院で、体力を回復してもらうしかない。

　しかし、あの病弱な姫君が、貧びん乏ぼう暮らしに耐えられるかは結構な不安要よう素そだ。おまけに、もしも途中で事が露ろ見けんすれば、ガウェインはとんだ窮きゆう地ちに立たされることになる。

（苦肉の策にもほどがある、よね。やっぱり）

　考えれば考えるほど気が引けてきて、思わず「あの、やっぱり」と撤てつ回かいしかけたフェルだが、ガウェインの返事は意外にもあっけらかんとしたものだった。

「お安い御ご用ようよん。……途と中ちゆうで捨てたくならなければ」

　最後に不穏な呟つぶやきが入った気がしたが、詳くわしく突っ込む前に、「で、現状はどうなってるの？」と確認されて忘れてしまう。

「木の葉を隠すなら森の中かなと思って、ラナと二人で、いろいろ小道具揃そろえて、今シレイネさまには絶ぜつ賛さん隠れていただいてます」

　今のところ誰にも気づかれていない。「あ」とラナも手を挙あげる。

「吟遊詩人バルドさまはすごくお強いんだって、フェルから聞いてます。あとは、殿下たちの気をひくのも、できれば手伝ってほしくて……難しいですか？　って、わきゃっ」

　不安そうに見上げるフェルとラナの頭を、ガウェインはまとめてわしわし撫なでる。

「まーかせといて？　──アタシ本当は、聖詩篇の吟ぎん唱しようより、悪ノリと殴なぐり合いのほうが得意なのね」

　片頰を持ち上げて不敵に笑った先生は、フェルの知らない往おう年ねんの面おも影かげを彷ほう彿ふつとさせた。
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「貴き殿でんに会うのは停てい戦せん講こう和わ以来かな、黒こく龍りゆう公こう。久しぶりの義おと弟うとに、はい、ユナイア土産みやげ」

　ケイに茶さ菓かの支し度たくをさせるあいだ、クロウに向かってセタンタが差し出したのは、真っ黒い龍が、紫むらさきの毒どく々どくしい炎ほのおを吐はく人形だ。

「今日の余……いや、私の立場は、貴殿の一訪問客にすぎないことになっているそうだからね。それらしい、何なに気げないものを持ってきた」

　蜂はち蜜みつ色いろに輝く金きん髪ぱつに、湖こ水すいの緑りよく眼がん。まるで、騎士物語に出てくる王子様そのものの若きユナイア王は、口元に、淡あわい微び笑しようを浮かべた。対するクロウは「……？　なんだ、これは」と顔をしかめる。

　相手は曲がりなりにも一国の君くん主しゆだけに敬けい意いを示していたクロウだが、「くだけた口調で構かまわないよ。それに、これっぽっちも敬うやまう気がない相手から、言葉だけ丁てい寧ねいにされても、落ち着かなくてね？」と棘とげのある申し出を頂き、普段どおりの調子で話していた。

「黒龍公は、見たことなかったかい。王都ベルファスティスの民のあいだじゃ、こういうものが流は行やっていてね。誰とは言わない某ぼう国こくの某ぼう皇おう子じを模もした『毒龍人形』なんだとか」

「……へえ。ということは、うやうやしく竈かまどの上に飾って崇あがめたてまつるのか？」

「いいや、握にぎりつぶしたり火にくべたり、魔ま除よけ代わりに首をもいで柱に釘くぎで打ち付けて憂うさを晴はらしたりするもののようだよ」

「おい。魔除けって前ぜん提ていにしながら、最後『憂さを晴らす』って言わなかったか」

　くだらない応おう酬しゆうをしているうちに、ケイが、ベルガモットや矢や車ぐるま草そうを使った甘あまい香りの茶を運んできた。並べられたものに手をつけようともせず、セタンタは切り出す。

「……無事だろうね。私の捜し物は」

「ああ、そうだったな。こんな僻へき地ちまで宝石見物にようこそ、義あ兄に上うえ」

　慇いん懃ぎんを形にしたような笑顔だが、セタンタの目は、まったく笑っていなかった。

（……やはり釣つられると思っていた）




　──義兄上には、一度お運びいただきたい。

　当領の至し宝ほうを御お目めにかけよう。珍しくも美しい夕ゆう輝き晶しようだ。最初のひとつを手にしたときは、世に二つとないと思っていたが、まさかの二つ目が手に入った。脆もろく儚はかない宝石だ。




　セタンタには、そういう旨むねの手紙を出した。

　夕輝晶は、クルヴァッハの特産品。一読しただけなら、ただ、得たばかりの宝石を自じ慢まんしたいという、いやみたらしい内容だ。

　しかし、その夕暮れ色は、シレイネやフェルの色を暗示するものでもある。消えた妹の行方ゆくえを彼が追っていれば、必ず乗ってくるだろうと踏ふんだのだ。

（さて、一国のあるじが臣しん下かたちをどうやって説とき伏ふせてきたのやら）

　青い目を細め、クロウはうっすら唇くちびるを歪ゆがめた。

「捜し物が無事か、ねえ……生きているかもしれないし、そうじゃないかもしれないな」

　以前、本物のシレイネにフェルの安あん否ぴを問とい質ただしたとき、返されたとおりの答えを真ま似ねると、セタンタは顔をしかめる。

「嫌いやな答え方をするね。性格の悪さを隠す気もない」

「そうか。ではそのまま、ほかでもない、お捜しの宝石に言ってやるといい。お前は性格が悪い、というひと言も忘れずに」

「……なんだかよく分からないけど、気分が悪いね？」

　すらすらと減らない口に、セタンタが眉をひそめる。気に留とめず、クロウは本題に入った。

「ここにはほかに耳もないから、気を遣つかう必要もない。単たん刀とう直ちよく入にゆうに問おう。義兄上、貴殿は、いったいどこまで嚙かんでいるんだ？」

「どこまで、とは？」

　しらじらしい。

　搦からめ手から攻せめることも考えたが、なにせあのシレイネの兄である。どうせ相手も同じ穴のむじなだ。奇き策さくを講こうじるだけ無む駄だだと割り切り、クロウはあえてざっくり斬きり込んだ。

「たとえば、花嫁にそっくりな身代わりを立ててきたのは貴殿のはからいだろう？」

「……なんのことだか。きみは、誠意を疑って侮ぶ辱じよくするためにわざわざユナイア国王を呼びつけたのかい？」
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　セタンタは目を細める。クロウは「ふうん」とこめかみに指を押し当てた。この期ごに及およんで往おう生じよう際ぎわが悪い。そういうところはさすがは兄妹、仲がよろしくてたいへん結けつ構こうだ。

（まあ、今までなら、白を切りとおすことも、フェル一人に罪つみを押しつけて逃げることもあり得たのだろうが。妹を質しちに取るだけで、ここまで効こう果かがあろうとは）

　危険を顧かえりみず相手の懐ふところに飛び込んでくるあたりで、すでに勝敗は決している。さて、どう料理しようか。

「まあ、素直に答えたくなければそれでも構わない。件くだんの宝石を披ひ露ろうするまでに、足の一本や二本無くなっているかもしれないだけで」

「我わが君きみ、宝石には足、ありませんってば」

「……鬱うつ陶とうしい茶ちや々ちやを入れるなよケイ。そうだな、では色かな。色しき彩さいを失うしなうとすると、欠かけるとすれば目玉……おっと、これも宝石にはないか──」

「毒龍公。噂どおり、悪趣味だね」

　セタンタはいつの間にか、すっかり表情を消し去っていた。吐はき捨すてるように呟くと、続けてため息をつく。

「だが安心した。そういう恫どう喝かつができるのは、欠くべき足や眼球は無事だということだから」

「貴殿のお答え次第では、その目で確認できるだろう」

　まどろっこしいのは面めん倒どうだと言い切り、クロウは茶を啜すすった。

　セタンタはしばらく難しい顔で黙り込んでいたが、やがて「……何が望みかな？」と目を伏せた。

（セタンタと直接談だん判ぱんする機会なんて、これが最初で最後だろう）

　クロウは一度唇を引き結ぶ。余計な警けい戒かいまではさせたくない。

「誤解のないよう言っておくが、たかが恐きよう喝かつのためだけにわざわざ貴き殿でんを呼びつけるほど俺も暇ひまじゃない。今からするのは別に悪い話じゃない、ひとまずはな」

「……？　どういうことだい」

　てっきり、シレイネを餌えさに強ゆ請すられると思っていたのだろう。あからさまにセタンタは首をひねっている。クロウは長く息をついた。

「直接話しておきたかったんだ。第三者を挟むと、疑ぎ念ねんや私し欲よくに駆かられた誰かに握りつぶされたり、不必要に歪ゆがめられたりする可能性もあったから」

　隣となりでケイがにやついていて気味が悪い。当然といえばそうだ。東とう方ほう商しよう人にんの皮をかぶった彼が自分の家か令れいなどやっているのは、主おもにこれが理由なのだから。

　しかも、同意を得たとして、終わりではなく始まりだ。まだ、一歩。

　クロウは、慎しん重ちように言葉を選び、口を開いた。

「──では、真の本題に入ろうか」





[image: ]






「……この件については、帰国されたのち、ご検討いただくということでよろしいか」

「ああ。こちらも、まずは御ご前ぜん会議にかけて、諸しよ侯こうの支持を得ねばならないからね。が、おそらくは否いなやの唱となえようもない」

　王を呼びつけた目的の一つは、あっさりと合意を得えて片かたがついた。

「どんな無理難題を吹っかけてくるかと思いきや……」

　セタンタは拍ひよう子し抜けしたように続ける。

「しかし、きみがこんな案をあたためていたとは驚おどろいたよ。いい話のはずなのに、妙みようにはめられた気がするのは、人じん徳とくのなせるわざかな。……正直、三割ぐらい何か裏があるんじゃないかと疑っているよ、義弟どの」

「光栄だな。敬けい愛あいする義兄上に、そうも過か分ぶんな評価を頂くと」

　笑顔のまま、みしみしと互いの手を握にぎりつぶし合うクロウとセタンタに、ケイが「おお怖こわ」と肩を竦めている。

「で、問題の宝石だが。……今はどこに」

　セタンタのそのひと言に、クロウは彼を誘いざない部屋を出る。

「直接確かめればいい。言っておくが、俺は何もしていないからな」

「いちいち物ぶつ騒そうな物言いが好きな男だね」

　セタンタはよほど気が急せくのか、先に立って廊ろう下かを歩き始めた。ケイとともにあとを追いながら、クロウはため息をつく。

（部屋への行き方も知らないくせに。よほど心配なのか、シレイネのことが。さすがは兄というところか）

　彼らが通ると、仕事に勤いそしんでいた使用人たちが、壁に控え敬けい意いを示していく。

「きみのお城は気が早いようだね」

　セタンタの言げんに、クロウは眉間にしわを寄せた。

　言われてみれば使用人たちが、なぜか皆、色とりどりの仮面を身に着けている。

（？　確かに、インボルクの準備は命めいじてあるが、こんな内容は言っていない……となるとフェルの仕業だろうな、やはり）

　──また、何を企たくらんでくれているんだか。

　そこで、ふと気になった。

「ところで、義兄上。ご覧になりたいのは、夕暮れ色の宝石で間違いはないか」

　セタンタはぴたりと足を止める。それから、ゆっくりと振り返った。

「……ほかのなんだと？」

　セタンタは、当然、シレイネの特異体質を承しよう知ちしているとクロウは考えていたが。もし、そうではないとすれば？

（こいつが、間違えてフェルを妹だと勘かん違ちがいする可能性も……まさかな）

　そんな間ま抜ぬけな事態など考えたくはないが、セタンタの反応は、なきにしもあらずと思わせるものだ。『奥方さま』の部屋に向かいつつ、自然、クロウは早足になる。

（フェルには用事を言いつけて外に出している。今、部屋にはシレイネだけだ。だが）

「待っていただきたい。義兄上、俺が先に行く」

「義弟よ、馬ば鹿か言わないでくれ。中にあるのは私の宝石だろう」

「貴殿の宝石、な」

　その言葉に、クロウは、怒りを覚えた。

　セタンタは、偽にせの妹を溺でき愛あいし、本当の血けつ縁えんであるフェルを蔑ないがしろにしてきた男だ。それが、たとえ本人たちはあずかり知らぬ皮ひ肉にくなのだとしても、無性に腹が立ったのだ。

「誰が貴殿のものだといった。ここは俺の城で、そもそもは俺の宝石のための部屋だ」

「だから？　その宝石はもともと私のもとにあったものだよ」

　あほくさいとは思いつつも、競せり合うように前に出ようと躍やつ起きになる。

　しかし、ずっと捜し続けた妹に会えるとあってか、はやる気持ちが一歩先んじたのは、セタンタだった。遅れたクロウは顔をしかめる。

（フェル）

　クロウが心の中でつぶやいた名にかぶせるように、セタンタが高らかに呼びかける。

「シレイネ!!」

　もう、宝石になぞらえることすら忘れている。喜びと緊きん張ちようを全身からみなぎらせ、運命を切り開くように、セタンタが自ら浄じよう室しつの扉を開けた瞬しゆん間かんだ。




　──ガンッ。

「!?」

　上から、木製のたらいが降ってきて、セタンタの頭に直ちよく撃げきした。




　続けて、色付けした籾もみがらと花か弁べんが、部屋いっぱいにひらひらと舞い散っていく。

「……」

　古典的な罠わなを脳のう天てんに喰くらった上、金髪からわさわさと籾がらをこぼすセタンタは、視界に踊る色とりどりの花はな吹雪ふぶきに、何が起こったのか分からない、という顔をしている。

　当然だ。後続の二名も同様だった。

　場に痛いた々いたしい沈黙が落ちる。




　──最初に開けたの、自分じゃなくてよかった。




　不ふ謹きん慎しんにも、働き始めたクロウの頭に過よぎったのは、そんなひと言だった。

　さらに、部屋で待ち構えていたのは、予想外の人物である。

「ようこそおいでくださいました。セタンタお兄さま、旦だん那なさま、ケイさま」

　なぜかシレイネの姿は見当たらず、代わりに、いるはずのないフェルが優ゆう雅がに微笑んでいたのだ。
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　彼の妹は、磁じ器き人形のように美しい。

　そして、手のひらに載のせた雪の結けつ晶しようのように、儚はかなく脆もろい。侍じ医いには、二は十た歳ちまで生きられないかもしれないと告つげられていた。

　たった二人の兄きよう妹だいだ。彼は妹を愛した。公おおやけの慈じ悲ひは民に向けるものだが、私わたくしで持てるものはすべて、注そそぎ込むかのように。彼女を大切にすることは、呼吸したり食事をしたりするのと同じくらい、当然のことだった。

　そして妹もまた、彼にひたむきに尽くしてくれた。古だぬきたちの蠢うごめく王宮で立ち回る彼に、聡さとい彼女はたびたび助言をくれ、いつでも真っ先に彼のためを思って動いてくれた。すんでのところで妹に救われた件なら、片手では足りない。

　彼と妹は、いつしか、互いになくてはならない心の支えになっていたのだ。

　だというのに、父王コノールは、妹姫に関心が薄うすく、さらに言うなら、どこか敬けい遠えんしている風もある。いつ散ちるともしれぬ彼女の身を、彼はいつも案あんじていた。だからこそ、父の態度が許せなかった。

「父上はなぜ、あの子を疎うとまれるんです」

　幼おさない頃、彼は一度、思い切って父に訊きいた。

「あなたがシレイネを見る目は、まるで氷のようです。いくら、母上の命と引き換かえにして生まれてきたとはいえ」

　言葉も口調もより激はげしく、彼が糾きゆう弾だんしようとしたとき。

「引き換えにしたのはそれだけではない」

　父は俯うつむき、巌いわおのような無表情で、彼に告げた。

「いいか、あの娘は──化け物だ。お前もいつか、真実を知る日が来る」

「ばけもの……？　なぜそんなことを言うのですか、いくらなんでも……！」

　それ以上は、どれだけ彼が問とい質ただそうと、父は何も語ろうとしなかった。

（解げせない）

　以来、彼の腹の内には、どうにもやりきれない薄気味の悪さだけが残った。

（どんな理由があろうと、──血を分けた我が子を、あんな風に。憎ぞう悪おさえ滲にじんだ目で見ていい道どう理りがあるだろうか？）

　不満なのに、それ以上は訊けない。教えてもらえない。

　いつも屈くつ託たくを抱かかえていた、ある日のことだ。

　たしかあれは、妹が十二の頃。

「誰にも内ない緒しよにして。お父さまにもよ。お兄さまにだけ、会わせてあげる」

　妹が連れてきたその娘を見た瞬間、彼はぞっと背せ筋すじが凍こおるのを感じた。

「セタンタお兄さま。この子はフェルディアよ。ベルファスティスのはずれにある孤こ児じ院いんで育ったの」

　今日はね、わたくしの代わりに、舞ぶ踏とう会かいに出るのよ。いつもは淡たん々たんとして、他人に無関心な妹が、珍めずらしく弾はずんだ声で彼に告げた。

　なぜ、そんなに平へい然ぜんとしていられるのか、彼にはまったく分からない。

（なんだ、これは）

　ためらいがちに頭を下げ、こちらを見上げる夕暮れ色の瞳ひとみ。砕くだいたルビーをまぶした銀のような髪。

　鏡に映した虚きよ像ぞうのように。すべてが、彼女たちはそっくり同じだった。

　そう。まるで、どちらかが写しであると言わんばかりに。

（……いや、違う。妹は、こんな顔だったか？　普通に見れば気づかない程度だが、髪の色や目鼻立ちが、少し変わっていやしないか……？）

　息を吞のむ彼に、妹は、どこか切なげなまなざしを向けて、続ける。

「セタンタお兄さま。この子のこと。よく、覚えておいて──」

　妹の顔を見ていると、なぜか、父の言葉を思い出した。

　あの娘は化け物だ。お前もいつか、真実を知る日が来る、と。

　──けれど。

　結局、彼らの父は、「いずれ知ることになる」真実を何ひとつ告つげないまま、隣りん国ごくとの戦いくさで、遺い髪はつだけになって還かえってきた。

（だが、……文ぶん献けんを当たり、系けい譜ふを調べて。何も気づかないふりをして生きていくわけにもいかない程てい度どの察しは、ついてしまった）

　妹と、分身のようにそっくりな少女との関係に。

　か弱く、聡そう明めいで、可か憐れんな妹。

　宝石を食べる妹。聖せい詩し篇へんを嫌きらい、見たこともない、摩ま訶か不ふ思し議ぎな毒を操あやつる妹。

　その毒で、彼の政せい敵てきを、羽虫でも潰つぶすように、無む邪じや気きに屠ほふる妹。

　けれど、純粋に、一いち途ずに彼を慕したってくる、気味が悪いほど美しい娘の正体に──
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　こんにちは。自国の王様の頭にたらいを落としたド庶しよ民みんがお送りします。

（や、ばっ……）

　フェルは、笑顔の下で、びっしょり冷たい汗をかいていた。

　すぐ目の前には、彫ちよう像ぞうのような無表情で、籾もみがらを髪に積もらせた国王陛へい下かがいる。復習がてら確認すると、雇やとい主ぬし様さまでもある。だが、その麗うるわしの若き王の御ご尊そん頭とうには、先ほど、美しくたらいがぶち当たったところだ。

（わたしの予定では、最初に開けるのは旦だん那なさまかケイさまのはずだったし、何よりたらいまでは落ちないはずだったのよ……！）

　こう、祝いの花はな吹雪ふぶきをひらひら華麗に舞い散らせ、さぞかし緊きん迫ぱくしているだろう空気を力技で明るくして、場の主しゆ導どう権けんを握にぎるはずだったのだ。誓ちかってこんな寒々しい沈黙を生むためではない。

　後ろであからさまに胸を撫なで下ろす旦那さまとケイを逆さか恨うらみしそうになる。

　だが、多少計画が狂くるっただけだ。

「ようこそ、セタンタお兄さま！　わたくしたちの、インボルクへ」

　さも何事もなかったような顔をして、両手を胸の前で組み合わせ、フェルは精いっぱい爽さわやかに宣せん言げんする。

「立春の祝祭インボルク……？」

「せっかく春が近いのですから、わたくし、この土地のこと、お兄さまによく知っていただきたいって思いましたのよ」

　立春の祝祭インボルクは、民みん衆しゆう有ゆう志しによる仮面行列が主おもになる祭りである。

　おどろおどろしい仮面を身に着けた、冬の神々や邪じや悪あくな妖よう精せいたちを、春の女神と眷けん属ぞくの羆ひぐま、そして太たい陽よう神しんが、赤い蠟ろう燭そくのともしびを掲かかげ、春を寿ことほぐ聖せい詩し篇へんを歌い、待雪草スノードロツプの花か弁べんと籾がらを撒まきながら追い立てる。

「使用人たちの装よそおいは、お前の仕し業わざか？」

「はい。びっくりされました？」

　目もく論ろ見みが決してクロウには伝わらないよう、慎しん重ちように話を進めた。

「夫とお客人をびっくりさせてあげたいの」という、元気になった『奥方さま』の内ない緒しよのお願いに、使用人たちは驚きつつも握にぎりこぶしで「任まかせといてください！」と応じてくれたものだ。

　もちろんこれには、裏の意い図とがある。というより、──全力で裏しかない。

（シレイネさまは顔も雰ふん囲い気きも、色も変わっている。そこに仮面をひっかぶってれば、誰が誰だかなんて、見分けがつきっこないもの）

　そのうえ彼女にはおよそそぐわない場所に潜せん伏ぷくしていただいている。セタンタとクロウの目を同時にごまかすためだ。

（インボルクは国家行事になるから、本来ならセタンタ陛下はベルファスティスから出られない。自分のお城での祝典があるもの。だから、この一日だけやり過ごせば、たぶんもうだいじょうぶ）

　そこでクロウは、当然といえば当然の質問をした。

「彼女は？」

　そら来た、と思いつつ、フェルはわざとらしくそらっとぼけた。

「まあ。彼女、とは。どなた？」

「お前と謎なぞかけがしたいわけでは──」

　なおも問おうとするクロウを押しのけるように、打って変わって、黙っていたはずのセタンタがすっと身を乗り出した。

「ああ、シレイネ！　久しぶりだね、私の可か愛わいいお姫さま。お前がクルヴァッハに嫁とついでから、この胸は灯ひが消えたようだったよ」

　彼は大きく手を広げ、フェルを思いっきり抱きしめてきた。

（ぎゃあっ!?　へっ陛下に、抱きしめっ……）

　お芝しば居いにすぎないのだが、シレイネさまの身代わりで園えん遊ゆう会かいなどに出ていたときも、恐おそれ多くも国王陛下であらせられる彼から、こんな扱あつかいを受けたことはない。

「は、はい。お兄さまもお元気そうで……」

　芝居に乗りつつ、恐きよう縮しゆくしきりのフェルが身を竦すくめたところで、──ぼそっと陛下は呟つぶやいた。




「……減げん給きゆう」




（ですよね陛下──!?）

　顔には出さず、フェルは凍こおりつく。それは、最も恐おそれていた言葉だ。

　固まった彼女に、周囲に聞こえない程度の小声で、陛下はぼそぼそと続けた。

「妹をどこに隠したんだい。これは私へ叛はん意いありと見ていいのかな、フェルディア……答え次第じゃ、ただじゃ済まさない」

「もちろんご無事です！　ですが、これは……し、シレイネさまのご意志なんです」

　少し冷たいところがある人かもしれないとは常つね々づね思っていたが、こうして、敵てき意いに近い感情を向けられると分かる。彼がまとう、蛇へびのように絡からみつく、凍こごえた空気に。

　逃げたい。

　衝しよう動どうを気力で遠くに放り投げると、フェルは金髪の頭を抱きしめ、彼の耳に唇くちびるを近づけるようにして、小声で囁ささやき返す。傍はた目めには、兄妹のあたたかな抱ほう擁ように見えるだろう。

「今は、お帰りいただくのにちょっと障さわりがあって。でも、このままじゃいけないので、折を見て迎えを出してくだされば」

「障り？　どういうことだい。せめて無事を確かめるだけでも……」

「いや、それも問題が」

「……はぁ？」

（あ、いま、さらなる減給の音がした）

　満面の笑顔の下で、フェルは静かに青ざめた。

　馬車一台分と言われていた身代わり業の成功報ほう酬しゆうだが、半分くらい無くなったかもしれない。セタンタの機き嫌げんが一気に悪化したのは、目に見えていたからだ。

（仕し方かたないんだけど……）

　この『背に腹は代えられない』を続けているうちに、お役目を果たして帰る頃には、お給金はすっかりなくなってしまうんじゃないかという恐れも出てきたが、考えると負けなので考えない。

（まさか変身しただなんて理由をうかつに言うわけにもいかないし、ここは無茶でも、白を切り通して引き揚あげてもらうっきゃな……いのかな、やっぱり。本当はわたし、陛下には、ちゃんとシレイネさまに会っていただきたいんだけど……）

　ふと不安になった。他国まで危険を押してシレイネを迎えにきたセタンタを、このまま手ぶらで帰してしまっていいのだろうか、と。

　もやもやと悩み始めたフェルは、背はい後ごのクロウとケイのひそひそ話には気づかない。

「……おいケイ。あのセタンタの手つき、いかがわしいことを考えてるんじゃないのか。それに、いくら兄妹だからって距離が近すぎるだろう」

「あ、大丈夫です。それは単に、あなた様の脳内がいかがわしいだけです。……って、うわあ本気で止めに行くんですねえ」

「──失礼」

　唐とう突とつに、短い断ことわりと共に、フェルはべりっとセタンタから引きはがされる。

「いい加か減げん、妻にへばりつくのはやめていただきたい」

　気づけば、フェルはクロウの腕の中に収まっている。彼はなぜか、あからさまに不ふ機き嫌げんになっていた。

「おっと失礼。毒どく龍りゆうにさらわれた妹姫との、感動の再会だったものでね、ついうっかり」

　ぱっとフェルから離れたセタンタは、クロウににっこりと晴れやかな笑みを向ける。クロウもうっすらと微笑ほほえみ返した。

「そうか。うっかり、か。うっかりなら仕し方かたない。ユナイア王は嫁に出しても妹離れができないかわいそうなお人ひと柄がらだと、うっかりキカラ中に触ふれ回るわけにもいかないだろうな」

「ああ、それじゃ私も、エルラントの第三皇おう子じが、久々の兄妹の抱ほう擁ようも許きよ容ようできないほど器うつわと尻けつの穴の小さな嫉しつ妬と深い男だって、うっかりベルファスティスで言いふらさなくて済むわけだ」

「男の嫉妬、かっこわるい」

「ケイお前どっちの味方だ」

　嫌いやな睨にらみ合いになった、とフェルが別の意味で青くなったところで、クロウは唐突に話題を変えた。

「セタンタ義あ兄に上うえ。クルヴァッハが祭り好きな風土であることはご存じか？」

「？　ああ」

「インボルクもさることながら、最も大がかりなのは、秋のメイボン祭だ。ケイ、説明を」

「へ、自分めですか？　はい」

　いきなり話を振られたケイが、慌あわてて眼鏡めがねを押し上げた。

（クルヴァッハのメイボン……？　いきなり何言ってんのこの旦那さま）

　その話はフェルも以前、クロウにちらりと聞いたことがあった。

　メイボンとは、エルラントやユナイアを含む西方の文ぶん化か圏けんで、麦むぎ穂ほが金色に染まる頃催もよおされる、収しゆう穫かく祭さいのことである。

「ご存じかもしれませんが、クルヴァッハのメイボン収穫祭は少し特とく殊しゆでございまして。市し街がいをまるまるひとつの会場として、宝探しをするのですよ」

「宝探し？　ああ、聞いたことがあるね」

　宝石に見立てた飴あめ玉だまやガラス細ざい工くを、収穫したての小麦の中に隠して、三日三晩、大人も子供もなく遊びに打ち興きようじる行事のことだ。

「ごく稀まれに、偽物の宝石に混じって、本物の宝石が隠されていることもあります。まさに一いつ攫かく千せん金きん・一発逆ぎやく転てんの展開もアリなお祭りなのでございますよ」

　混乱しつつもあるじのあとを引き継つぐケイの説明を聞きながら、フェルは顔をしかめた。

（だーかーら！　そのメイボンがどうして今出てくるの？）

　フェルの脳内突っ込みに答えるように、クロウはにこりと笑った。

「せっかくインボルクの時季にお越し願ったんだ。御ご多た忙ぼうな義兄上に、またお運びいただく機会なんてそうそうあるとも限らない。そこで、どうせなら、春のインボルクと秋のメイボン、同時に楽しんでいただければと思った次し第だい。──そうだな？　シレイネ」

「え？　は、はいぃい？」

「だから、俺の意を酌くんで、先回りしてあれこれ準備していたんだろう？　以い心しん伝でん心しんだな」

（いや、ぜんぜんそんなこと考えてない！　というか捜さがされると困る、とても！）

　事じ態たいが、妙みような方向に転がり始めた。

（これ、計画に気づかれて……はは、まさかね……）

　ざあっと青ざめるフェルから、勝手に同意を取りつけたようにクロウは頷うなずき、「宝探しの規き則そくは簡単だ」と指を立てた。

「この城のどこかに、お目当ての宝石が隠してある」

　セタンタは、それを好きに捜し回って構かまわない。

　また、護ご衛えいを使うのも自由だと。

「……捜すのは自由だと？」

　いぶかるセタンタに、ケイが説明を補ほ足そくする。

「ただし、『自分のものにできる宝物は、たったひとつきり』です。そして、いちばん肝かん心じんなのは……」

「見つけた宝には、『これが自分の宝だ』と宣言すること。そして、一度宣言したものは、たとえつまらない石ころでも、必ず持ち帰らねばならないこと」

　宝の交こう換かんはできない。

　つまり、宣言したが最後、その人はもう、ほかの宝に目移りすることはできなくなる。

　次々にされる規則の説明に、フェルもセタンタと一いつ緒しよに目を白黒させた。

　しかし、クロウの次のひと言に、さらに度ど肝ぎもを抜かれる。

「それと義兄上。せっかくの宝探しだ。一人ではつまらないと思わないか」

「いや、こちらは、ただ、普通に捜し物を返してさえもらえれば……」

（わたしはただ、普通にお二人におとなしくしてていただければ……）

　セタンタの主しゆ張ちようとフェルの心の声をさっくり無む視しし、「そこで」とクロウはわざとらしく咳せき払ばらいした。

「俺が付き合おう」

「……は？」

　フェルとセタンタの声が、きれいに重なった。

「どういうご関係かは詮せん索さくしないでおくが、ユナイア現王ご執しゆう心しんの宝物だ。先に見つけて押さえておけば、どんな利用価値が生まれるやら」

　たった今、恐ろしい放ほう物ぶつ線せんを描いて、話があらぬ方角に飛んでいかなかったか。

「まあ、俺の城だから、こちらは味方をケイしかつけない。武器の使用は禁止。ただし、そうだな……何日も城を探られてはかなわないし、お互い忙しい。期限は今日の日暮れまでにしよう」

「……捜し物は、自分で勝手に見つけろと。もし発見できなかった場合は、返さない、と。そういうわけだ」

「おや、ご不満なら、もっと愉ゆ快かいな条件をいくつも増やすが？　もともと、タダで返すつもりはなかったものだ。それが、先に見つければ手に入るなんて、祭りの恩おん恵けいもいいところだぞ。平ひれ伏ふして感謝されてもいいくらいじゃないのか？」

「……なるほどね」

　とんとんと話は決まっていく。

　要ようするに──フェルの目もく論ろ見みのせいで、うじゃうじゃと、誰が誰やら分からない仮面をかぶった人々が溢あふれ返った黒こく龍りゆう城じようで。

　クロウ班とセタンタ班で、シレイネさま争そう奪だつ戦せんをすると。そういう話になった、らしい。

（冗じよう談だんじゃないし──!!）

　フェルは内心で絶ぜつ叫きようした。顔には鉄てつ壁ぺきの笑顔が張りついているわけだが、本心ではテーブルをひっくり返したい衝しよう動どうに耐たえている。

（やばいやばい、ただシレイネさまを隠し通せば、あとでガウェイン先生になんとかしてもらえるはずだって、せっかく希望が見えたとこだったのに！　これじゃ水の泡だよ!?）

　どうしよう、どうする!?

（そうだ！）

「お待ちになって！」

　フェルはとっさに手を挙あげて、制せい止ししてみた。

「ただ捜すだけなんて、つまらないでしょう。興きようを添そえます。及およばずながら、わたくしと有ゆう志しの使用人たちとで、思いっきりはめをはずして妨ぼう害がいさせていただきますわ」

　実は、最初は、それが狙いだったのだ。

（インボルクは、普段の身分も職も関係なく、春の仮面をかぶってはしゃぎ倒たおして、冬を追い払はらう、無ぶ礼れい講こうのお祭り）

　仮面をかぶった城の皆さまにご協力をお願いして、旦那さまとお客人に思い切り絡からんで構い倒し、「おもてなし」する準備を整えていたのだった。先ほどのたらいはその一いつ環かんだ。

　最近ドン暗い空気のお城で、「責せき任にんはわたくしが取るから」というフェルの企画は、びっくりするほどノリよく受け入れられた。

（ほんとは、旦那さまや陛下をみんなが構ってる混乱に乗じて、シレイネさまに脱だつ出しゆつしていただくはずだったんだけど……予定が狂くるったわ）

　せめてもの抵てい抗こうだったのだが、クロウは「それはいいな」とあっさり頷うなずく。面おも白しろがられてしまったようだ。ど鬼畜め。

　視線をずらしてセタンタを見ると、彼もにっこり「頼たのんだよ」と微笑む。

　そのあと、唇くちびるが「げ、ん、きゅ、う、だ」と動いた気がしたが、フェルは全力で見なかったふりをした。
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　一刻後、場所は変わって、主しゆ棟とうの玄げん関かん口ぐちである。

（こりゃあ逃げられないわ……）

　幾いく度どとなく夫婦対たい抗こう鬼おにごっこの会場になったこの黒龍城だが、今度は宝探し、というより国こつ家か対たい抗こうかくれんぼを開かい催さいするようだ。どうしてこうなった。

　クロウはあっという間に、てきぱきと指示を出し、城内に引き入れたセタンタの兵たちを呼び寄せてしまった。

　状況を整理してみる。

　セタンタに、シレイネを見つけられるとまずい。

　だが、それ以上に──クロウに見つかると、もっとまずい。

（だ、大丈夫……考えてみりゃ、状況は好こう転てんしてるともいえるんじゃない？　シレイネさまには変へん装そうだってしていただいてるし。このままセタンタ陛下に睨まれ続けるより、まだ勝ち目があるわ）

　フェルは内心汗をぬぐいつつ、自分に言い聞かせた。

（日暮れまで誰にも見つからず逃げ切れば、旦那さまでも、陛下でもない。わたしたちの勝ち！）

　そう──誰にも見つからず。

　何気なく考えた言葉が、お腹なかの中でずっしり重くなる。

（本当は……あの姿のシレイネさまでも、セタンタ陛下には見つけてほしいって、思ってる。だって、あんなに陛下のこと、慕したってるのに。陛下だって、心配してるはずなのに）

　しかし、もう後戻りできないところまで事態は進んでいるのだ。悩みや不安を振り切り、合図役を任まかされたフェルは、リボン付きの銀の鈴を持ち上げる。

「それでは、これが落ちた瞬間を、開始の合図とします。一、二」

　三、の声に少し遅れて、かしゃん、と金きん属ぞくが大だい理り石せきの床にぶつかる音が響ひびきわたった。

　クロウ組とセタンタ組が、同時に玄げん関かんの階段を駆け下りていく。フェルは、彼らの背を見送りながら、慎しん重ちように時じ宜きを計った。

（……そろそろかな）

　彼らが階段を降りきり、とあるバルコニーの下に差し掛かったところで、フェルは、首の前で、立てた親指を勢いきおいよく真横に引いた。




「さあ、皆さま──やっておしまい！」




　明らかにおもてなし用の掛け声ではないが──それを皮切りに、空気が、動いた。

「奥方さまの合図があった！　網あみ放してー！」

　呼こ応おうするように、バルコニーの上からラナの声が響ひびく。同時に、ぶわっと影を落とし、漁ぎよ業ぎよう用ようの網が降ってきた。

「うわっ!?」

　あっという間に、そこにいた大半が、巨大な網に囚とらわれてしまう。辛からくも逃のがれられたのは、クロウとセタンタ、それとごくわずかな近衛兵だけだ。

「ちょっと、なんですかねこれ──!?」

　もがきながら完全に絡からまったらしいケイの悲鳴に、一緒に団だん子ごになったセタンタの兵たちが一いつ斉せいに頷うなずく。しかし、彼らの災さい難なんはそれだけではなかった。

「嫁の愛情作戦・第一班！　『絶対あなたを捕つかまえる』成功！　嫁の愛情作戦・第二班、『窒ちつ息そくするほど愛をあげる』に移りなさい！」

　すかさず飛ぶフェルの指示に、庭師や下働きたちが、がらがらと荷に車ぐるまを曳ひいてくる。積んであるのは、色付けされた籾がらの花吹雪だ。

「まさか、ちょっ、と勘かん弁べんっ……うぶぁ」

　抗こう議ぎも虚むなしく、彼らは埋め立てられ、あっという間に小山が残るばかりとなった。

　生き埋め現場を前に、思わずたたらを踏んだセタンタのもとに、先行していた近衛兵たちが駆け戻ってくる。

「セタンタ陛下、ご無事ですか!?」

　彼らがあるじのもとにたどり着く前に、フェルはすかさず叫さけんだ。

「第三班『浮気うわきなんて許さない』前へ！」

　その瞬間、近衛兵たちは、何かに足を取られて転てん倒とうした。物もの陰かげで綱を張って待っていたらしい使用人たちが、また花吹雪を山盛り積んだ荷車を曳ひいて、わっと躍おどり出てくる。

「埋めておしまい！」

　フェルが勢いよく手を振り下ろすと同時に、無情にも荷車が傾けられる。埋め立てられる近衛兵たちの、長く尾を曳く悲鳴が耳に残る。

（いける気がする……！　このまま一気に畳たたみかければ！）

　みんなで夜がな夜っぴて準備したのだ。最近鬱うつ屈くつした空気がたまっていたせいか、使用人たちは、嬉き々きとして時間外労働に従じゆう事じしてくれたものである。

　よし、とフェルは拳こぶしを握り、次々と指示を出した。

「第四班トリモチ準備！　『ねばついた執しゆう着ちやく愛あい』行きなさい！」

「第五班泥どろ団だん子ごどうぞ！　『泥どろ沼ぬま愛あい憎ぞう劇げき』発はつ射しや！」

「第六班ハッカ油あぶらつき雑ぞう巾きん爆ばく撃げき班はん前へ！　『あなたとの愛の清せい算さん』お願い！」

　だんだん響きが不ふ穏おんになっていく作戦が実行に移されるごとに、兵は次々倒れていった。

（変へん装そうしてみんなに混じって、網仕入れたりトリモチついたり団子練ねった甲か斐いがあった！）

　網の手配は漁ぎよ夫ふ手伝い、トリモチ製作は鳥とり刺さし、泥団子作りは子守り業の成せい果かである。芸は身を助くってやつね、とフェルは清すが々すがしく汗をぬぐう。

　あっという間に、宝探し人員は、セタンタとクロウの二人だけになる。さすがに両名とも顔が引きつっていた。

「おい、手て際ぎわは見事だが、そのふざけた作戦名はなんなんだ!?」

　色をなすクロウの突っ込みに、フェルは首を傾げる。

「あら、お気に召めしません？　さっき、夫婦で以心伝心とおっしゃったじゃありませんの。わたくしからの愛情表現ですわ」 

「そうか、愛情か。……愛情なら仕方ないな」

「真顔で納なつ得とくするところじゃないよ!?　清算と泥沼はいいのかい毒龍!?」

　くだらない応おう酬しゆうに、一瞬、空気が緩んだ──そのとき。




「安心するのは早いわよう。坊ぼうやたち」




　不意に。

　背せ筋すじが凍こおるような低音に、クロウとセタンタは同時に振り向く。

　みしっ。

　──彼らのちょうどあいだを裂さくように、背後の壁に勢いきおいよく何かがめり込んだ。

「……っ！」

　どさどさと、木に積もった雪が落ちる。

「これは、……豆、かい？」

「普通の炒いり豆だな」

　その豆を、どういう力で弾はじいたら、石壁にめり込む速度になるんだか。

　こんな真ま似ねができる怪かい力りきの持ち主は一人しかいない。

「なんのつもりだ、ガウェイン＝ヘラルド！」

「嫁の愛情作戦・遊ゆう撃げき必ひつ殺さつ班はん『姑しゆうとめとの確かく執しつ』ですわん。心配しなくても、炒り豆はあとでほじくり出して食べるわよう」

　そういう問題ではない。

　怒ど鳴なるセタンタに、紅あかい髪の聖せい職しよく者しやは手のひらで豆──という名の礫つぶて──を転がしつつ、うっそりと微笑ほほえんだ。

「イヤガラセですわん。先日お伺いした件にアレ以上突っ込まないお約束で、孤こ児じ院いんを包囲した王立騎き士し団だん員いんを引き揚あげていただけることにはなりましたけどん。ちょっとオイタが過すぎると思いましたのね」

「……」

　顔をしかめるセタンタとは対照的に、投げやりに片手を挙あげたのはクロウだった。

「ガウェイン殿どの、お久しぶりだ。貴き殿でんも季節外れの宝探しに参加されると？」

「そんなところよん。ついでに、先日はうやむやになっちゃった冬至ユールの『試練』もしに来たの。いちおう、体てい裁さいではあなたの勝ちだけれど、結局サシの勝負はしてないじゃない」

　ガウェインはとんとんと聖せい杖じようで肩を叩たたくと、顔の前に掲かかげる。

　その先は、セタンタではなく、クロウに向かっていた。

「──あくまで、俺の足止めか」

「ちょっと断れない相手から頼たのまれたのよ。いざってときに、どっちか一人足止めするなら、あなたをボコってほしいってね。悪く思わないでねん」

「ふうん。その相手とやらによろしく」

　その会話を合図に、目にも留とまらぬ速さで、ガウェインの聖杖がクロウの脳のう天てんを狙ねらい、クロウがそれを間かん一いつ髪ぱつ弾はじき返す。

「あらら、防ふせいだわね。アタシに勝てるかしら？」

「冬至ユールからのわずかな期間であなたに勝てるほど強くなっているなら、たぶん俺は人間じゃない」

　間の抜けた軽かる口くちを交かわしながらも、たちまちに激はげしい打ち合いが始まった。剣も聖杖も、もはや目で軌き跡せきを追うことすらかなわない。

（あっ、セタンタ陛下が一人になる）

　隙を見て騒ぎから離り脱だつしたセタンタを見て、フェルは慌てた。追いかけようとして、我に返る。

（だからってどうするの？　今、わたしにできることは、陛下の邪じや魔まだけなのに……）

　迷いが足を止めさせた、そのとき──

（……え？）

　ガウェインと打ち合っていたクロウの視線が、一瞬だけこちらに向けられる。

　いいのか、と。その唇くちびるが動いた気がした。見間違いかもしれない。それでも。

（うん……やっぱり、セタンタ陛下と、話してみよう。場合によっては、シレイネさまのご命令に背そむくことになるかもしれない。けど）

　シレイネはあまのじゃくな姫君だ。フェルはよく、その性格を知っている。だからこそ、痛いくらい分かるのだ。

　本当はシレイネだって、セタンタに見つけてもらいたがっていることは。
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「ちょっとは腕を上げたのかしらん、坊や？」

　耳のすぐ脇わきを聖杖がかすめる。刃などついていないはずなのに、黒髪がひと房、ぱっと宙ちゆうを舞った。

　飛び退すさって距離を取りつつ、クロウは顔をしかめる。風ふう圧あつだけでこの切れ味だ。同じ人類とは思えない。

　さて、とクロウは思う。かつて大陸中を震しん撼かんさせた『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』に、この腕一本がどこまで通用するのか。試してみたくはある、のだが──

　ちらりと、生いけ垣がきの向こうに、緋ひ銀ぎんの髪が消えるのを確認する。

（セタンタを追っていったか）

　家人たちも、気づけば一人残らず消えていた。

　不意に、ガウェインが、大きく聖杖を振りかぶる。

　脳天に振り下ろされようとするそれを、通常なら避よけるか止めるかするところだが──クロウはそこで、あえて自分の剣を引く。

　ぱちん、と小こ気き味みよい音を響かせ、白はく刃じんは黒い鞘さやに吸い込まれた。クロウ自身は、ガウェインの琥こ珀はく色いろの目を、まっすぐに見み据すえたままだ。

「！」

　風圧が編んだ髪を舞い上げた。肩をかすめるように、聖杖は、クロウの身体を避け、右足のすぐ傍かたわらに打ち下ろされた。

　ずしんと重い音が、足裏からふくらはぎ、腹に抜ける。喰くらっていたら、自分の頭は、おそらく高い塔から熟うれたかぼちゃを落としたかの如ごとき惨さん状じようになっていただろう。

「……どういうつもり。死ぬ気なの？」

　怪け訝げんそうな顔で、聖杖で肩を叩くガウェインに、クロウは顔色一つ変えずにきっぱりと返した。

「ここにはもう誰の目もない。義ぎ理りの父に、刃やいばを向ける非ひ礼れいを働く道どう理りもないからだ」

　クロウは、鞘ごと剣を抜き、胸の前に捧ささげる。そのまま、流れるような動作で彼の前に自みずからの首を差し出した。王おう侯こうが、目上の者に恭きよう順じゆんを示すときの略りやく礼れいだ。

「貴殿が俺に本気で当てるつもりはないだろうとは思っていた。が、……もしそれで死ぬことになっても、悔くいはない」

「ほーお。悔いはない、ねェ」

　下げられたクロウの黒い頭とう頂ちようを、ガウェインはじっと見下ろしていたが、やがて「あーあ」とため息をついた。

「……あなた、その如じよ才さいなさが鼻につくって言われない？」

「如才な……いや上うわっ面つらではなく本心なんだが、っ痛」

　誤解を解こうとすると、聖杖の端で頭をぐりぐりされる。

（大たい概がい本気で痛いんだが……！）

「本心だあ？　テメエが言うとすべてが胡う散さん臭くさいんだよ。ああそれと、もうひとつ。義ち父ちじゃなくて義は母はって言ったでしょ」

　そこでふと、ガウェインは怪け訝げんな顔になった。

「そういえば、……いつの間にか誰もいないわねえ。どこに行ったのかしらん」

「ああ、抜け出したケイのしわざだろう。あいつには、頃合いを見計らって爆ばく竹ちくで騒ぎを起こすように命めいじてある。うちの使用人たちは、馬鹿騒ぎは好きだが職務には忠ちゆう実じつだ。小ぼ火やでも起きたのかと素すっ飛とんでいくはずだから」

　クロウの答えに、ガウェインは片眉をはねあげる。

「ふうん？　で、セタンタ陛下の近衛兵たちは、さっきの罠に埋まってまだ動けない……と。ひょっとして最初から、わざと陛下を行かせるつもりだった？」

「ガウェイン殿こそ。あの兄妹を会わせるために、わざわざ俺に絡んできたんだろう？」

「失しつ敬けいな。アタシはウチの子の頼たのみを聞いただけよ。あんな、利り己こ主しゆ義ぎ野や野ろうに手を貸す気はないわ」

　セタンタ王は随ずい分ぶん嫌われているらしい。

「ところで、今回、わざわざ案内にアタシを指定してきたのは、いったいどういうことかしら？　まあ、ちょっと危ない橋を渡ってたとこだったから、有あり難がたかったんだけど……理由も分からずじゃ気持ち悪いじゃないの」

「貴殿はフェルの育ての親だ。……あいつを守るために、是ぜ非ひ助力を願いたいんだ」

　それから不意に表情を改め、「もうひとつ。試練の続きをするならば、ちょうどいい。吟遊詩人バルドの貴殿に、聞き届けて頂きたいことがある」と告げた。

「聞き届けてほしいこと……？」

「たとえ天が我が上に堕おちんとも、たとえ海うな原ばらが我が身を吞み込まんとも」

　その枕に、ガウェインは目を瞠みはる。

「神ゲツ誓シユ？」

　命を懸かけて守る、神々に立てる誓ちかいの言葉だ。

「貴殿の娘には、誠せい意いを尽つくす。娶めとるのならば、必ず彼女の本来の名で。名もなき身代わりとしてではなく、正々堂々と申し入れると」

「……」

　氷ひよう海かいの青と、鋭するどい琥珀とがかち合った。

　しばし、沈黙が場に落ちる。静せい寂じやくを破ったのは、ガウェインのため息だった。

「あのね、一応言っておくけど王子様は孤児とは結婚できないわよ？」

「だから、それを覆くつがえす方法を探ると言っているんだ」

「あらあら、何かの目星がついたから誓ったってことかしらん？　勝ち戦いくさにできそうだから言ってみたって感じ？　ホント嫌いや味みな野郎ね」

　その言葉に、クロウはかぶりを振る。

「目星は……つけていたが、どうもまた別の障しよう害がいがあるようなんだ。そもそも、肝かん心じんの、彼女との仲が──見てのとおりだから」

「あ、そうね。諦あきらめたほうが早いんじゃない？　よし諦めろ、それがいい。もとからあんたみたいな毒どく男おとこ、うちの子にふさわしくないし」

「断る」

「どっちだよ」

　心底呆れた様子のガウェインに、クロウは顔をしかめる。

「単なる勝手な宣誓として聞いていただきたい。自分が、道を外さないための」

「ふーん、……宣誓ね。答えは保ほ留りゆう、って言っとくわ。で、どうしましょっか？　宝探し、あなたはまだ続けるの？」

「どうしようか」

　クロウは肩を竦めた。

「俺も、自分の宝を、そろそろちゃんと捕まえたいと思っていたところだから」
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　一方。

「陛下っ！　お待ちください」

　周囲に人の目がないことを確認し、フェルはセタンタを呼び止める。セタンタはぴくりと足を止めた。

　振り向いた彼は、輝くばかりの笑顔だった。凍いてついたまなざしを除のぞいて。

「やあフェルディア。きみの報ほう酬しゆう、荷馬車いっぱいのおがくずと、荷馬車いっぱいの馬ば糞ふんと、荷馬車いっぱいの土くれ、どれがいい？」

「おがくずは緩かん衝しよう材ざいになるし、馬糞は肥ひ料りようになるし、土くれは粘ねん土どだったら陶とう器きを焼いて売りさばくからどれでも歓かん迎げいしますが、それより話を聞いてください！」

　即そく座ざに言い返すと、セタンタは意外そうな顔をした。構わずフェルは続ける。

「先ほど言った『障り』をご説明します。本当は口止めされてるんですけど……シレイネさまは──じつは、お姿が変わられているんです」

「え？」

「陛下には自分が誰だか分かりっこないからってシレイネさまはおっしゃってます。きっと怖こわいんじゃないでしょうか。知らない人を見るような目を向けられたらどうしようって」

　そんなことするはずないだろう、どんな姿でも妹は妹だ、と笑い飛ばすとか。

　逆に見た目も分からなくなるほどの酷ひどい傷でも負おったのか、と心配するとか。

　そういう反応を期待していたフェルだが、セタンタはなぜか、黙り込んでしまった。

「あの……陛下？」

「ああ、すまない。ちょっと、とあるたとえ話を思い出していてね」

　やがて、セタンタが口を開いたので、フェルは目をしばたたいた。

「……たとえ話？」

「そうだな──とある大だい富ふ豪ごうと、その息子むすこの話、ということにしようか。あまり深く考えずに答えてくれ。富豪は、息子を目に入れても痛くないほど可か愛わいがっていた」

　ぽかんとするフェルを気にせず、セタンタは続ける。

「だが、ある日、今まで手元にいた息子は、なんとどこの馬の骨とも知れぬ者の子で、血のつながった本当の子供がいるのだということが判わかってしまう」

　今まで、自分が慈いつくしみ、成長を見守ってきた贋にせ物ものか。

　それとも、まったく見ず知らずの、けれど血ち筋すじ正しい本物か。

「きみなら、どちらを選ぶ？」

「難しいご質問ですね。どちらか一人しか選べないんですか？」

「ああ、そうだよ」

　フェルは眉まゆ根ねを寄せた。フェルが答える前に、セタンタは言う。

「そうだね、難しいだろう。本物との血のつながりは否定しようがない。けれど、その贋物と、互いに支え合ってきた時間もまた、大富豪にとって否定しようがない真実だから」

　なんの比ひ喩ゆなのか。フェルには、セタンタの意い図とはさっぱり分からない。

（でも──）

　それが、彼にとって重要なことなのだ、と。分からないなりに察さつしたフェルは、じっとセタンタの顔を見上げた。
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　どちらが本物で、どちらを偽物とみなすべきか。

　血のつながった──けれど、地位も身分もない、棄すてられた姫君であるもうひとりの妹の瞳ひとみを、セタンタは黙って見下ろした。

　見れば見るほど、姿かたちは同じだ。けれど、まったく違う魂たましいが宿っている。

（……どちらも妹だ、と）

　明らかになったときに、胸を張って言えたら、何も問題はないのだ。しかし、そうするわけにはいかない事情が、ユナイアにはある。

　シレイネとフェル。どちらか片方しか、選べない。

（──本物の存在だけを認めてしまえば、あの子はどうなる？）

　脆もろく、儚はかなく、美しく、人の理ことわりを知らず。自分を兄と呼んで慕したう、どこにも行くことができない、独ひとりぼっちのあの子は。

（……宝石を食べ、病弱で、聡そう明めいで。そして、呪じゆ毒どくを使う。まるでおとぎ話のようなその存在を看かん過かするわけにはいかなかった）

　黒こく龍りゆう公こうの花嫁にとシレイネが望まれたとき、真っ先に、その死を危き惧ぐした。下へ手たをすると、嫁入りの道中ですら、命を落としかねない。

　そして同時に、こうも思った。

（この機会に、妹は、幽霊になることができるかもしれない）

　政まつりごとのために他国に嫁とつぎ、新しい命を産み育てることは、あの脆ぜい弱じやくすぎる身体には絶対にできない。

　一方、血のつながった『本物』かもしれないフェルには、いくつもの謎があった。本当ならば、父王から受け継ぐはずだった王家のしがらみを、セタンタはまだ断だん片ぺんしか知らない。

　けれど今なら。誰にも知られず、王宮の奥で、ひっそりと安全に、セタンタに匿かくまわれたままならば、あの『妹』は、生きていくことができるかもしれない。

（なんの寓ぐう意いかなど。この娘に教えるべくもない。だが……）

「フェルディア。素直に答えてくれたらいいよ。手段の一つとして、苦労していた息子に本来の名前を名乗らせて、贅沢な暮らしをさせてやり、今まで我が子だった息子を、人知れずどこかに隠してしまうのは、どうかな？　そう、自分にしか分からないような、どこかに……」

　彼女に、どう答えてほしいのか。

　自らの心にある、真実と、噓うそ。望む答えが見つからぬまま、セタンタはフェルに問う。

　ところが、返ってきた言葉は、かなり容よう赦しやがなかった。

「それ、ずいぶん勝手な話ですね」

　当たり前のように、フェルは切り捨てた。

「独ひとりよがりです。だって、どっちの人生も名前も、否定しています」

「痛いところを突つくね」

　セタンタは苦笑した。

「では。きみならどう考えるんだい」

「その実の息子だって、今までつくってきた仕事や暮らし、周囲の人との関係があるんじゃないでしょうか。そのへん捨てなきゃいけない前ぜん提ていの話を勝手に進められたら、今までの人生と誇ほこりを買い叩たたかれた心地ここちがすると思いますけど。逆に、急に幽ゆう閉へいされる方もたまったもんじゃないでしょう。何の拷ごう問もんですかって、わたしなら怒ります」

「──きみは」

　セタンタが、思わず何か言いかけた瞬間だった。

　フェルは、「陛下」と声を上げた。

「ご質問が、何を意味しているのかは、わたしには分かりません。だから、逆にひとつお尋ねしたいのですが」

「構わないよ」

　フェルの夕暮れ色の瞳が、まっすぐにセタンタを射い貫ぬく。

　彼女もまた、妹なのだ、とセタンタは初めて実感した。

「シレイネさまが大事ですか」

「命よりも」

「……それじゃ、見つけてあげてください。本当はシレイネさまも、陛下に見つけられたがっているって、思うんです」

　──彼女は厨房にいます。

　白い指先で示しめされた方向に、セタンタは踵きびすを返した。
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　たったひとりの、私の小さなお姫様。

　いつからだろう。兄がくれる優しい言葉が、胸に沁しみるものではなく、刺ささるものになったのは。

（だって。あなたのお姫様は、本当はわたくしではないから）




「けほ、こほっ……」

　小さく咳せき込みながら、シレイネは、厨房の竈のそばで、胸に浄じよう石せきを抱きしめていた。

　今のシレイネは、みすぼらしい、目立たない、下働きの召めし使つかいの一人を装よそおっている。

　紺こん碧ぺきの髪を栗くり色いろのカツラにしまい、森の精の仮面で顔を隠しもした。

（なんだか皮ひ肉にくね。……本来は、わたくしこそが偽者の姫なのだものね）

　──〝ごめんなさい。つらいかもしれませんが、ちょっとだけご辛しん抱ぼう願います！　先生が迎えに来てくれるはずなんです〟

　ここに隠れる時、フェルはそう言った。必ず、もとに戻るまで守るから、と。その時の、自分のほうが余よ程ほど辛そうな顔を思いだし、シレイネは苦笑する。

（優しい子。……でも、もういいの。ずっと会いたくて胸が痛くて、どうしようもなかったけど。……姿が変わった時から、セタンタお兄さまにはもう二度と会えないんだって、分かってたから）

『本物』であるフェルのことを、最初は複ふく雑ざつな思いで見ていた。けれど、純じゆん粋すいで一生懸けん命めいなその気き性しようを知り、彼女のことも大切だと思うようになると、だんだん、苦しさが増していった。

　それでも、彼の『本物』になることを諦あきらめきれず、フェルの好きな物を真ま似ねて、姿を細かく写して──そのたび、ひどくみじめになって。

　唯ゆい一いつ無む二にの兄妹だと、愛していると。セタンタに言われるたび、──その言葉を受け取るべきは自分じゃないのに、と。

（セタンタお兄さま。わたくし、あなたに、本当の妹を返してあげなければいけないって思ってた）

　血のつながった妹どころか、人間でもない自分なんかではなく。

　彼にとっての、『小さなお姫様』を、彼のところに。

（『お姫さま』は二人はいらない……それなら。セタンタお兄さまの力になってあげられる、本物の妹だけで、いい。だから、フェルを取り戻しに来たの）

　緩ゆるやかな死を迎えようとしているこの身体では、それはもう叶わないけれど。

　ならば、消えてしまえばいい。せめて、彼の足あし枷かせにだけはなりたくないから──。

　口元を押さえ、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せたところで、「誰だ……？」「例のお客人か？」と、厨房の者たちの囁き交わす声が耳に入る。シレイネは、顔を上げてみた。

（噓……セタンタお兄さま!?　どうして、こんなところに！）

　急に駆け込んできた、明らかに高こう貴きな身分の男にざわめく料理人や使用人たちに交じり、シレイネは、近づいてくる兄の姿に身を震ふるわせた。

「──控ひかえろ」

　不意に、セタンタは慣れた様子で命めいじる。王の威い厳げんに、使用人たちは口をつぐみ、一いつ斉せいに委い縮しゆくした。

　背せ筋すじを伸ばしたままだったのは、本物の姫君であるシレイネただ一人。

「そこだね」

　兄の顔は、見たことがないような無表情だ。怒っているのかも、しれない。

（しまった……！）

　後ろは壁だ。逃げ場を探して周囲を見回す彼女につかつか歩み寄ると、セタンタは、無言のままその仮面に手をかけた。

「見ないで！」

　とっさにシレイネは叫さけんだ。

　彼は、取った仮面の下から現れた顔が、まったく見知らぬものであることに、きっと落らく胆たんするはずだ。目鼻立ちも、声も違う。

　もがいた拍ひよう子しに、がしゃん、とけたたましい音を立て、取り落とした食器類が床に散らばった。

「見ないで、あちらへ行って……!!」

　逃のがれようとするシレイネの両手首を押さえると、セタンタは、勢いきおいよく仮面を引きはがした。指に絡からまった栗毛のカツラも、一緒に外はずれてしまう。

　波打つ青い髪が、まるで水のように大きく広がる。

（見られた。セタンタお兄さまに、この姿を）

　シレイネは絶望的な気持ちになった。

　彼は、絶対に、目の前の相手が妹だと気づかないはずだから。

　──が。

　俯うつむいたまま黙り込んだ彼女に、セタンタは「なんだ、人ちが──」と予想通りの言葉を言いかけ、ふと動きを止めた。

「その髪飾り……」

（あっ）

　シレイネは身を竦めた。彼が贈ってくれた、美しい東方渡りの七しつ宝ぽうの髪飾りは、何年も前から、ずっと身につけているものだ。どうしても外したくなくて、カツラの下にこっそり隠していたのが裏目に出た。

「お前なのか？」

　大きく目を瞠り、問いかけられて、シレイネは唇くちびるを引き結ぶ。

　凍りついた彼女を、セタンタは胸に搔かき抱いだいた。

「やっぱり、そうなんだね。──シレイネ」

　最後の名前だけ、誰にも聞こえないような囁き声で。

　それを告げられた途と端たん、シレイネは大きく身を震わせた。

「違います。わたくしは」

「……いいや、お前だ。違わない。私に噓をつくときだけ、必ず唇を嚙みしめる癖は変わらないね」

　慌てて身を離そうとしたシレイネをいっそう強く抱きしめ、セタンタは続けた。「いいえ」とシレイネはかぶりを振る。
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「声も姿も違うでしょう。あなたの知っている娘は、実の妹ではありません。わたくしは、偽者なの。あの子のほうが、あなたにとって血のつながった肉親なんです、だから」

「──知ってたよ」

　掠かすれ声で拒きよ絶ぜつしたシレイネの額に、自らの額を合わせ。

　すぐ前にある一いつ対ついの瞳ひとみは、青みがかった深ふか緑みどり。見慣れた、優しい『兄』のもの。

「王宮に、あの娘こを連れてきたときに……お前は、私に、『本物』を返そうとしてくれていたんだね。私を騙だましているのだと、……ずっと、独りで苦しんできた。違うかい？」

（セタンタお兄さま……！）

　そのまま俯うつむくシレイネから目を逸そらすと、セタンタは顔を上げ、背はい後ごに向けて呼びかけた。

「黒龍公。そこに、いるんだろう？　途と中ちゆうから尾つけているのは分かっている」

「なんだ、気づいていたのか」

　短い返答があり、シレイネが声のした方に顔を向けると、確かに見間違いようもなく、仏ぶつ頂ちよう面づらをひっさげたクロウの姿がある。

「クルヴァッハのメイボンは、宝を見つけたら、宣せん言げんをするしきたりだったね」

　セタンタは大きく息を吸い、力のこもった口調で、はっきりと告げた。

「──これが、私の宝だ」

「いいのか？　どこの誰とも知れない、みすぼらしい召使の体ていだが」

「確かなことだ。間違いはない」

「言っておくが、その女は罪ざい人にんでもあるんだぞ。この城を混乱に陥おとしいれた」

「……それならそれで構わない。国に負わせることはできないが、その咎とがとやらは、この私が代わりに受けよう」

　クロウはため息をつくと、「あいつと同じことを言うとは……血のつながりとは因いん果がなものだな」と片眉を上げた。

「仕方ない。それが宝だと言い張るのなら、決まりどおり、好きに連れ帰るといい」

　そう言うクロウに、シレイネとセタンタは、同時に目を瞬またたいた。

「え──」

「メイボンでは、間違った宝でも、選んだ以上は無む条じよう件けんに、必ず持ち帰らせなければならない決まりだからな。ましてや、大切な賓ひん客きやくの選んだものだ。……ああ、そこの女。罰ばつは国外追放にしておく。二度とこの城に足を踏み入れるな」

（毒龍、どうして……）

　呆然とするシレイネに、「他人にとっての宝でも、俺には価値のないものだからな」と面めん倒どうくさそうに口にした。

「俺はもう、自分の宝を見つけた。ほかのものは要いらない。交こう換かんもしなくていい。唯一無二の、宝だ」

　貴殿は如何いかが。

　不ふ敵てきに笑う、黒龍を名に冠かんした男に、セタンタはしばらく声を失うしなっていたが。

「そうかい」

　そう言って、セタンタはふっと頰ほおを緩ゆるめた。

「それがお前の、本当の姿？」

　彼らの会話をぼんやり聞いていたシレイネの髪を、セタンタがそっと梳すいた。

　柔やわらかく問いかけられ、シレイネはこくりと頷く。

「そう。美しい髪だね。まるで、深い、澄すんだ湖こ面めんのような色だ。私の小さなお姫さま」

「……っ」

　咽の喉どがひりつき、呼吸が詰つまった。目の奥がじわりと熱くなり、透とう明めいな水となって、感情が溢あふれ出す。

　気づけば彼女は、『兄』の胸に顔を押しつけ、大声で泣き出していた。
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　再会し抱き合う兄妹たちを、フェルは、戸口からじっと見守っていた。

（心配になってついてきたけど……解決、したみたい？）

　フェルは、ほっと胸を撫なで下ろした。

　小声で交かわされる会話は、ちっとも聞き取ることができない。けれど、彼らの間に流れる空気が優しいものであることは、様子を見ていれば分かった。

　フェルと同じく、不思議そうに彼らを囲んでいた使用人たちは、今はいない。クロウがさりげなく人ひと払ばらいしてしまったからだ。

　兄妹の絆きずなってすごい、とフェルは思う。

　セタンタは、ちゃんとシレイネを見つけ出してしまった。──そして。

（なんか……旦那さまがいい人にみえる？　……シレイネさまのこと、セタンタ陛下に返してあげたんだ）

　けれど、いくら相手がセタンタ陛下とはいえ無条件で返してしまうなんて。およそ彼らしくない振る舞いに、フェルは戸と惑まどいつつも、不思議と穏おだやかな気持ちを抱えていた。

　ひょっとしたら、メイボンの宝探しを持ち出したのは、なんのしがらみもなしに彼らを帰国させる口実──？

（な、わけないか。そんな都合のいい解釈。旦那さま、あれがシレイネさまだって知らないんだものね）

　フェルは苦笑し、その場をあとにする。

　宝探しは終わったのだ。

　いろいろ計算違いにはなったけれど、シレイネは望むとおりの場所に戻れそうだ。セタンタが、ちゃんと自分の宝物を見つけたから。

　ほっこりと胸がいっぱいになるような満足感と一緒に、なんだか埋うまらない穴がある。

　いいなあ、と思ってしまったのだ。

　シレイネには、ちゃんと、笑って迎え入れてくれる胸があって。

（結局わたしは、旦那さまと仲たがいしたまま──いや別に、間違いじゃ、ないんだけど）

　この、ぎくしゃくした距離を引きずったまま、また、離婚するべく奮ふん闘とうする日々が始まる。そう思うと。

　あんなふうに、彼が──見つけてくれたらいいのに、とか。

（ないわ！　どこの夢みる女の子だそれは）

　フェルはぶるぶる頭を振り、唇を嚙かんで踵を返す。

　彼らに見つからないように、そっとその場をあとにしようとしたところで──くいっ、と腕を引っ張られた。

　とん。

　何か、広くあたたかなものに、背中がぶつかる。腹に回された、力強い黒衣の腕。

（え……？）

　振り返る間もなく、ぎゅうっと、強く抱きしめられる。

　香るのは、すっかり親しみのあるものになった、柑かん橘きつ系けいのオードコローニュ。




「──捕つかまえた」




　思いのほか、柔らかな響ひびきが耳じ朶だを打つ。誰の声かなんて、考えなくても分かってしまう。

　ああ、見つかった。




（見つけてくれた）




　そんな言葉が浮かんで、フェルは慌ててもみ消した。今のは無しだ！

　落ちついて状況を正しく理解した瞬間、ぼんっと頭から湯ゆ気げを噴く。

「だ、旦那さま？　いきなり、なんですの。びっくりしましたわ。べべべ、別に、わたくしを捕まえたって……」

　真っ赤になって、べしべしとお腹の上で組まれた大きな手を叩くと、彼は耳元で苦笑する。

「意味がない？　そんなことはないな。今日はメイボンでもあるそうだから」

　見つけて、捕まえて、宣言しないといけないだろう？

　低い声で囁かれ、フェルは真っ赤になったまま、口をぱくぱくさせた。フェルからは顔が見えない姿勢で、彼は続ける。

「このあいだは……怖い目に遭あわせて悪かったな」

「え？」

「背を、預けると言ったのに。振り回しもした」

　思わず振り返ろうとしたが、腕に力を籠こめられてしまって未み遂すいに終わる。

　どぎまぎしながら、フェルは動どう揺ようを隠すために「いきなり、どういう気まぐれですの」と憎にくまれ口を叩いた。

「気まぐれだって起こすさ。変わりもする。──なにせ、規き格かく外がいの妻に、立冬サウインから付き合い続けてきたんだから」

　顔をしかめるフェルの髪をなだめるように撫なで、クロウは心持ち愉たのしげな囁きを落とした。

「……だから、さっきのは、その詫わびだと思っておけ。あれでよかったんだろう？　お前は、よほどあの女を守りたかったようだから」

「!!」

（あーもー!!　悔くやしいなあ）

　フェルは、諦あきらめ半分に思う。

　恐い目にも遭わされたけど、たぶんそれは、やっぱり彼なりに何か意図があったんだろうと、なんとなく感じ取ってしまった。

　それに、なんだかんだあっても、自分は彼が好きで。

　彼を好きでいられることが、幸せだ、と思ってしまう。

　たとえ不ふ毛もうでもいい。本当の意味で振り向かれなくてもいい。この人を、好きになって、良かった──

（なんて、思うあたり。ほだされてるなあ、わたし！）

「何をむくれているんだ？」

「別に、なんでもありませんわ」

「そうそう。会ったら、ちゃんと改めて訊きこうと思っていた。──俺が嫌いか？　顔も見たくないほどに」

（それ）

　先日、扉越しに尋ねられた問いだ。

「それは」

　あのときは、噓をついた。本当は、好きだと言ってしまいたい。フェルは唇を開き、それからふいと横を向いた。

「──ええ、大嫌い！」

「そうか。……言うと思った」

「え？」

「お前らしい答えだよ」

　耳まで真っ赤になりながら、思いっきり目を逸らした妻を、後ろから抱きしめるクロウは、なぜだかとても嬉うれしそうだった。

　背中に感じる彼の熱と、鼓こ動どう。そわそわと落ち着かないフェルの顎を、指先でそっとなぞり、少し振り向かせるようにし──そこでクロウは、ふと手を止める。

「……っと。無ぶ粋すいな連中がいるな。おい、全員出て来い！　気づかないとでも思ったのか」

（へ？　誰かいるの？）

　呆あきれたようなクロウの呼びかけに、フェルはきょとんとする。しかし、答えは間もなく明らかになった。

「やー、ばれちゃいましたかあ！　通りすがりですよ、通りすがり」

「通りすがりが聞いて呆れる。揃そろって覗のぞき見とはいい度ど胸きようだ」

「す、すみません殿下。実はあたしも通りすがりなんです」

　最初に物陰から顔を出したのは、ケイだ。しかし、続けてラナもひょっこり顔を出し、侍じ女じよや庭にわ師しや馬ば丁ていや厨房勤めなどの使用人、果ては黒龍師団員まで「おれも通りすがりです」「自分もちょっと通りすがりました」とぞろぞろ湧わいてくる。

　どこに隠れていたものか、たちまち二人の周りには、城じゅう総そう動どう員いんしたのかというような人ひと垣がきができてしまった。

「えええ!?　ちょっと、みみみっ、みなさまいつから見っ……」

「割と最初のほうからいたな」

　ゆでダコのようになるフェルに、クロウがしれっと答える。

「早く言ってくださいませ!?　気づいていたら、こんなっ……」

「こんな、──何だ？」

（安心してあなたに抱きしめられたりしなかったのに、って言えるか馬ば鹿かあぁ!!）

　涙目になって夫をもぎ離そうともがくフェルと、ものともせずに妻を抱き続けるクロウに、周囲から、弾はじけるように笑いが起きる。やがてそれは、盛せい大だいな拍はく手しゆに変わった。

（あ……みんなのこんな明るい笑顔、久しぶりに見たかも）

　雪ゆき解どけだ、と。

　誰ともなく、理解する。

　──どこかぎこちなく張り詰めていた黒龍城に、春が訪れた瞬間だった。
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「……妹を返してくれたことには、礼を言うよ」

　かくれんぼの晩。

　シレイネとセタンタは、明日さっそくベルファスティスへ発たつという。

　そこでクロウは、セタンタを自室へ招いた。

「義あ兄に上うえ」

　暖だん炉ろにあかあかと火を焚たき、雪で冷やしたグラスに注そそいだ白しら樺かばの蜜みつ酒しゆを勧すすめながら、クロウは単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「シレイネが貴き殿でんの妹であることは、別として──フェルも、事実上王族として正式に認めることはできないか？」

「……彼女を、王族と？」

「不吉な双ふた子ごだったがゆえに、片方を養よう女じよに出していたのだということにしてもいい。あいつは、あくまで『フェル』なんだろう？」

　名もなきうちに攫さらわれたという赤あかん坊ぼうは、拾われてから『フェルディア』という名を得た。彼女に神しん話わの英えい雄ゆうの名を与えたのは、ガウェインに孤児院を任せた先代の吟ポ詠エ詩ル人ジなのだという。だから、彼女は『元王女』であっても『シレイネ』ではない。

　妻に迎える限りは、誠せい意いを尽つくしたい。クロウは、彼女自身の紡つむいできた歴史を否定しないと誓ちかっている。

　シレイネとしてではなく、フェルをフェルとして──その名のままに、正式に身分が得られれば。

「血けつ統とうは正しいはずだ。どちらも王女で、なんの問題がある」

　この要求に、セタンタは目を伏せ、しばらく黙っていた。

　しかし、やがて「……同じことを私も考えたよ」とため息をつく。

「申し訳ない。その思いには報むくいたいが、できないんだ」

　セタンタは唇くちびるを嚙かみ、テーブルの上で組んだ自らの手に視線を落とした。指先に力がこもり、手の甲こうに白い筋すじが浮かぶ。

「裏うら系けい譜ふを入にゆう手しゆしているのなら、ユナイアとエルラント、二国間の争あらそいが、夕暮れ色の姫の消失と時期が関係していることに、貴殿なら気づいているだろう？」

「……ああ」

「父コノールから何も知らされない割に、これだけははっきり聞いてあるんだ。黄昏たそがれ、暁あかつき、あわいのもろもろ──妖よう精せいの持ち物を奪う者は滅ほろびを迎える、と」

　フェルをクロウの花嫁として送り出した後、あまりにシレイネが取り乱すので、さすがにセタンタも気になって調べてみたのだという。すると夕暮れの姫をなんとか守りとおそうとした王や王妃たちは、決まって無む残ざんに命を落としていると。

「原因はいずれも戦せん死し……それも、エルラントとの？」

　隣りん接せつする国が対立する運命にあるのは、どこも同じである。国こつ境きようがあるのは分かり合えないからだ。しかし、その裏に、何かが介かい入にゆうしているなら？

（そういえば、先王コノールの崩ほう御ぎよは……捕ほ虜りよになり、ユナイアを憎むイグレックに惨ざん殺さつされた）

　そして今も。フェルを奪うばったエルラントは、呪じゆ毒どくの被ひ害がいに曝さらされ続けている。

（それに、あいつの妙な力のこともある）

「いくら迷信じみていても……ユナイアに影響が出るかもしれない以上、下へ手たに動けない、と。そういうことか」

　クロウの言葉に、セタンタは頷うなずく。

「だが、シレイネを連れて国に帰ったら、この件についてもっと調べて、解決の糸口を探ることを誓ちかおう」

「……！」

　クロウは目を瞠みはる。

　セタンタは、グラスの中で揺ゆれる酒を見つめた。

「まあ、さっきの『約束』のために、友ゆう誼ぎを深め合いたい関係になろうとしているわけだし。それに、きみには迷惑をかけたからね。……可能な限り、協力はする」

「それは助かるが、いいのか？　……俺は、貴殿の父君を」

「ああ。あれはきみじゃないんだろう。知ってるよ。というか、もともときみが父上を殺したというのは眉まゆ唾つばな情報だとは考えていたんだけどね。今回の件で、潔けつ白ぱくだと信じることにした。きみもなかなか苦労人だね」

「今後は是ぜ非ひお手て柔やわらかに願いたい。と、貴殿の宝石にも伝えておいてくれ」

　セタンタの言葉に、クロウは指先で眉間を押さえた。諸もろ々もろ思い出したらしい彼に、セタンタは苦笑して付け足す。

「詫わび代わりに、ガウェイン＝ヘラルドを置いていってあげるよ。彼の任にん務む中、孤こ児じ院いんの世話は国が責任を持つから。先代の院長からそれなりに事情を知らされているかもしれない彼に話を聞くつもりなんだろう？　わざわざ指名してきたということは」

「ああ。頼たよりになる姑しゆうとめだよ」

「姑？」

　セタンタは一瞬「何だそれ」という顔をしたが、一いつ拍ぱく置いてから、「そうそう、もうひとつ」と手を打った。

「明日、フェルディアに少し会わせてくれないかい」

「は？」

「脅おどかしてしまったから謝りたいのと──きみたちの仲があからさまに悪いままだと、あの提案にも支障が出そうだから、ちょっと補足を……ね」

　提案とは、セタンタを呼びつけた主な理由。先ほども触れられた『約束』のことだ。

「確認するが……例の話についても、協力して頂けると考えていいのか？」

「最初聞いた時は、何を企んでいるんだろうって思ったものだけれど。きみの誠意も、今はもう疑うつもりはないよ。二国が衝しよう突とつを繰り返す本当の訳わけを探り、例の計画を、軌き道どうに乗るまで守りきる。それが、お互いの一番の課題だからね。だから……」
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　一方。

　セタンタとクロウが話し込んでいるのと同じ頃、フェルはシレイネと浄じよう室しつで別れを惜おしんでいた。

「結局、あなたを残していくことになるなんて」

　少しむくれてみせるシレイネは、ずいぶん回復してきたらしい。

　青白かった頰ほおには紅あかみがさし、人形のようだったときより、ずいぶん生せい気きを取り戻している。以前のように、死をまとわりつかせた目をすることは、もうない。

　不満そうなシレイネに対し、フェルは終始にこにこしている。

「や、でも、仲直りできてよかったです。セタンタ陛へい下かと。無事に王宮に帰れることにもなったし」

「……そうね。そこをあの男に感謝しないといけないのが、妙みように苛いら立だたしい気分だわ」

　シレイネは俯うつむき、ため息交まじりに呟つぶやいた。

　それから、ふわりと唇を緩ゆるめる。

「ありがとうフェル」

「え？」

「わたくし今までずっと、自分が嫌きらいだったの。〝シレイネ＝アリステル＝ユナイア〟が」

　シレイネの突然の告白に、フェルは目をしばたたく。

「ええっ？　なんでですか？」

「大切な人たちに、噓うそばかりついているから。セタンタお兄さまにも、あなたにもね。でもね、今回のことで、少しだけ自分が好きになれそう。前向きに──生きられそう」

　フェルは首を傾かしげた。なんと返そうか迷い、ちょっと考えて、おそるおそる手を挙あげる。

「それは素敵です。シレイネさまがご自分をお好きじゃなくても、わたしはシレイネさまが大好きですから」

「ありがとう。ふふ、わたくしも、あなたが大好き」

　顔を見合わせて笑い、ぎゅうっと抱きしめ合う。

「わたくし、あなたには幸せになってほしいのだもの。妹みたいな、かわいいわたくしのフェル。だからね、約束よ」

　夏までに、きっと離婚してね、と。彼女はフェルの小指に自らのそれを絡からめる。

「シレイネという名前は、わたくしのものだもの。これからはわたくし、『シレイネ』としての人生を、ちゃんと生きたいの。あなたたちのおかげで、ちょっとは良いお姫さまになれる気がするから」

　それに何より、あなただって、たったひとりの『フェルディア』なのだもの。シレイネは、そう続ける。

「あなたはフェルとして、ちゃんと幸せになってくれなきゃ嫌よ」

　シレイネは立ち上がって浄じよう室しつの奥に歩いていき、おもむろに香こう炉ろの蓋ふたを取りのける。

　ふわりと青あお紫むらさきの煙けむりをいっそう揺ゆらすそれから、あらかじめ割っておいたらしい青く光る石の欠片かけら──少し、輝きが弱まっている気もするが──を取り出した。

「これを、肌身離さず持っておいて。悪いものの目を眩くらませ、きっとあなたを守ってくれる。長持ちはしないし……気休めにしかならないけど」

「悪いもの？」

「あと少しの間くらいなら、あの男に、あなたを預けてもいいかもしれないと思ったの。でも、もしも危ないと思ったら、今度こそ本当に取り戻しにくるわ。そう……不安は消えないから」

　フェルの問いに、シレイネは苦しげに微笑んで、不思議な答えをくれたのだ。
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　翌日、彼らは、ひっそりとベルファスティスに向けて旅立っていった。

　旅立ちに似つかわしくなく、天気はあいにくの曇くもり。けれど、まるで雲間から投げかけるように、幾いく筋すじもの光の糸が、雪の残る大地と、天とをつないでいる。幻げん想そう的てきで、神こう々ごうしい空だ。

　見送りは、クロウとガウェインに任まかせることになっている。城じよう主しゆ夫ふ妻さいが揃そろってしまうと大おお仰ぎようで、家か人じんに怪あやしがられるかもしれないからだ。

　ガウェインが少しのあいだこちらに残ることになったのは嬉しいが、シレイネの帰国はやはり寂さびしい。

（あーあ、行っちゃった）

　フェルは、自室の窓から、去っていく馬車を眺ながめながら、ふーっとため息をついた。

（なんだか、季節の祝しゆく祭さいのたびに、騒さわぎが起きてるみたい）

　小さくなっていく馬車と隊列に、フェルは微笑んだ。

　なんにせよ、無事に解決──というか。

（振り出しに戻る……ってこと？）

　その言葉を考えると、地べたに両手をついてがくっとうなだれたい気分だ。

　せっかく、故こ郷きように帰る好こう機きだったのに。よりによって、自分の手でフイにしてしまった。

（いやいや、なんだかんだでシレイネさまとセタンタ陛下の兄妹仲に貢こう献けんしたりとか斜め上方向に進展あるし！　ガウェイン先生だって残ってくれるし！　──夏までの三カ月。やっぱり、これはわたしの仕事なの。絶対離婚するんだから！）

　しかし、この『離婚指令』にも、今回の件でちょっとばかり変化があったのだ。

　出しゆつ立たつの前に、セタンタはフェルの元を訪れ、こんなことを言い残していった。

　まずは、「減げん給きゆうはしないから安心していいよ」という、とてもとてもイイ話。

　そして、もうひとつが、悪くはないが個人的に、気を重くする話だった。

　──〝フェルディア。今回の訪問で、ちょっと重要なことが決まったんだ。ユナイアとエルラントは、これからは、今までとはちょっと間柄を変えていかなきゃならなくってね〟

　だから、命令を変更する。

（毒どく龍りゆうとは、ほどほどに仲よくしておいで。でも、きみはあくまで仮のシレイネだ。必ず、離婚はするんだよ……って）

　なんだかよく分からないが、表面的にはいちゃいちゃオシドリ夫婦を演じつつ、夫を誘ゆう惑わくして弄もてあそび、最終的には、疲つかれ切ったクロウをして「もう嫁なんていらん」と言わしめるほど決定的なトラウマを植えつけて離婚してこい、と。

　今まで以上に、だいぶ悪あく女じよ色しよくの濃こい業務内容に変わったようで。

（しかもユナイアの印象までは悪く変えないままでって……できるか──っ！）

　よろしく！　と白い歯を見せ、ぴっと挨あい拶さつを決めていった若き王の笑顔を思い出し、フェルは頭を抱かかえた。

（できる気しないんだけど！　いや、気がしないだけでやってやるけどね!?　ええ、やってやりましょうとも、仕事だから！）

　目指せ、悪女。

　意気込んでいたところで、「おい？　何を一人百ひやく面めん相そうしているんだ」と不機嫌そうな声がかかる。

「だ、旦那さま!?　なんですの、淑女レデイの部屋を、扉とびらを叩たたきもせずに」

「した。二十五回は叩いた。前もって使いも出しただろう。全部無む視しされたから、勝手に入ることにしたんだ」

「えっ。……申し訳ございませんでした」

　たじろぐフェルから目を離し、クロウは「入れ」と背後に声をかけた。それを合図に、荷物を抱えた使用人たちががちゃがちゃと入ってくる。

「？　なんでしょう」

　運び込まれてきたのは、生花をちりばめた薄うす桃もも色いろのドレスだった。

　クロッカスに待雪草スノードロツプ、早咲きの薔ば薇ら。桜草プリムラ。

　長く裾すそを曳ひく、たっぷりとドレープを取った見事なドレスには、凝こったタックと、金きん糸し銀ぎん糸しを惜おしげもなく使った花の刺し繡しゆうが施ほどこされている。

（うわ、高そうなドレス……。いったい芋がいくつ買え……ってあれ、この衣装？）

　春の女神、祝しゆく福ふくの乙女おとめブリギットの装よそおいじゃないか。

　フェルはびっくりした。

　インボルクの大だい団だん円えん、寸すん劇げきとともに街に春を振りまいてきた仮面行列をねぎらい、高らかに聖せい詩し篇へんを詠うたう『祝福の乙女』ブリギットの役割は、ベルティナのさんざし月の乙女メ　イ　・　ク　イ　ー　ンと並んで、世の女性たちのあこがれの的である。

「どうしたんですの？　すっごい衣装。これ、まるで、インボルクの締しめくくりに、舞台で詠うたう乙女の装よそおいみたいな……」

「まるでも何もそのつもりだが」

　けろっとした声で、クロウは答えた。やっぱり、とフェルは頷うなずく。

「まあ。今年は、どなたがブリギット役に扮ふんするのです？」

「お前だ」

「は？」

　フェルは顎あごを落とした。

「あのな。衣装合わせのためにここに一式を運び込んでおいて、ほかの奴やつに任まかせたら、俺はどこの鬼おに畜ちく生しようかという話だろう」

「え？　今まで鬼畜生じゃないつもりでしたの？　って、そんなことはどうでもよいのです。だってそんな、聞いてません！　インボルクは、もう三日後ですのよ!?」

「約束しただろう？　旅行から帰ったら俺のために、春を寿ことほぐ聖詩篇を詠よむと」

　思わず、呼吸が止まる。

　約束──ちゃんと、覚えてくれていたなんて。

（どうしよう。嬉うれしい……じゃなくて！）

「そんな大きな舞台でだなんて、聞いてませんわ!?　祭の主役を直前になって、ぽいっと振るだなんて」

「直前にぽいっとじゃない。割と前から決めていた。衣装だってお前のためにあつらえたものだし。いろいろ立て込んでいたから、言う機会がなかっただけだ」

「そうなんですの？　それはありがとうございま……って違う！　わたくしはもっとこう……密みつ室しつで、しっぽりじっとりひっそりと、吟ぎん詠えいするつもりでしたの！」

「クルヴァッハの女主人はお前だ。堂どう々どうと詠え。お前が主役になることに、何をためらうことがある？」

「ためらいますわよ。だって──」

　偽者の花嫁だというだけではない。

　聖詩篇の吟詠をする。

　あの約束をするときにも、フェルは彼に言ったのだ。

「名めい目もくはあなたの妻でも、ユナイアの王女がそんな晴れの舞台に立つなんて、民がどう思うか」

「ああ。そういえば、お前が俺を避さける理由のひとつだと旅行帰りに言ってたな。それなら問題ない」

　クロウは、まるで夕食の献こん立だてでも教えるような軽さで、「敵国じゃなくなる予定だから」と告つげた。

「は？」

「セタンタ王に約束を取りつけたんだ。──クルヴァッハを通り、ユナイアを抜けて東方に至る大だい商しよう路ろの開通を、御ご前ぜん会かい議ぎで必ず承しよう認にんさせてみせると」

「……へっ？」

（商路？）

　急に降ってきた大きな話に、フェルは目を瞬またたいた。

（商路？　砂さ漠ばくの『天てん蚕さんの道』以外の……それを、建けん設せつするっていうの？）

「今まで、東西交こう易えきに、砂漠を通る危険な迂う回かい路ろや海かい路ろを使うしかなかったのは、エルラントとユナイアの対立により、最短距離の安全な道を整備することができなかったせいだ。直通路があれば、隊たい商しようの事じ故こはかなりの割合で防げる」

　実現すれば、交こう易えきによる利り益えきは計り知れない。だが、悲しいかな、二国間の不ふ仲なかが、それを阻はばんでいた。

「で、でも、クルヴァッハには少数民族も多いって。南なん東とう部ぶの人たちは反対しませんか？」

「おおむね説とき伏ふせてある。昔から大きな反はん乱らんが絶たえなかった一番の懸けん案あん事じ項こうだったイル族には、このあいだの騒さわぎに乗じようじて快かい諾だくを貰もらえたしな」

　うわあ、ぬかりがない。フェルは唾つばを吞のんだ。

「まだまだ計画段だん階かいで、認知もされていなければ、何一つ決まってもいない。……今回、セタンタ王の同意を取りつけられたのは、ただの第一歩だ。だが、商路の果はてには東方帝てい国こくがある」

　商路の開通により生まれてしまった利り潤じゆんに目をつける第三国の存在に対抗するためにも、ユナイアとエルラントは手を組まざるを得なくなる──これが本来の意い図とだ、と。

「今までのような、紙かみ屑くずのように破は棄きされては結びを繰くり返してきた講こう和わよりかは、ずっと強きよう固こでマシなはずだ」

（！　セタンタ陛下がおっしゃった、『今までとはちょっと間柄を変えていかなきゃならない状況』って。そういう意味だったんだ）

「いつまでも、妻の故こ郷きようを『敵対国』のままにしておくわけにもいかないからな。だから、お前は胸を張っていればいいんだ」

「……旦だん那なさま」

　──そんなすごいこと、考えてたんだ。

（二つの国が仲良くなったら、きっとわたしみたいな孤児だって少なくなる。戦争で困る人も、今よりずっと減るんだ……）

　クロウから受け取った、濃緑のツゲの葉と、待雪草とクロッカスの白の対比も美しい花はな冠かんむりを、フェルは胸に抱きしめる。

（怖こわくて、危なくって、何考えてるか分からないことも多いけど）

　不器用な優しさと、その誠せい実じつさにかけては──この三カ月で、よく知っている。

　ああ、そうだ。

　雪が積もり、積もった雪が融とけ始めるまで。

（わたし、彼のそばで過ごしてきたんだ）

　背を預けても、その背を斬きられても後こう悔かいはないと。

　彼が教えてくれるほどに──

「シレイネ」

　クロウはふと、名前を呼ぶ。

「お前。自分に、知らなかった出しゆつ自じや一面があるとして。知りたいと望むか？」

「え？　どういう……」

「深く考えなくていい。たとえばの話だ。感じるままに答えろ」

　フェルはきょとんとする。セタンタ陛下といいクロウといい、やんごとなきかたがたのあいだでは、宗しゆう教きよう問もん答どうでも流は行やっているんだろうか。突然問われた内容が、うまく理解できない。

（出自……って、シレイネさまの？）

　それは、彼女自身が嫌がり、話してくれなかったこと。

　勝手に探るのは気が引ける、とフェルは思った。それに、フェル個人の答えとしても。

「いいえ」

　すぐに答えたフェルに、「なぜ？」とクロウは眉まゆ根ねを寄せる。

　噓うそつきな、偽にせの花嫁だけど。

「わたくしはわたくしです。自分は、自分でしかありませんから」

（あなたは、わたしを見つけてくれた。同じ姿でも〝シレイネさま〟と違うわたしを）

　今、ここにいるのは、フェルだ。

　だから、フェルにしかできないことをして、去ろうと思う。彼の、そばを。

　クロウはしばらく黙っていたが、「そうだな」と呟つぶやき、ふと口元を綻ほころばせる。

「お前はお前だ。そう胸を張って言えるときを、無事に迎えるためなら、俺は幸せな道どう化けを演じてやろう。……今しばらくの茶ちや番ばんに付き合えよ、『シレイネ』」

「は？」

「いいや、また共に戦ってほしいということだ。それより……お前が、俺に近づきたくない理由のひとつがまた消えたな？」

　愉たのしげに指を一本立てるクロウの手に取りつき、フェルは「まだ、決まったわけじゃありませんけど！」と口を尖とがらせる。

「まだ、あなたと離婚する理由が全部消えたわけじゃ──」

　言い募つのるフェルの言葉を遮さえぎるように、クロウはフェルの腰を引き寄せる。

「だから遠えん慮りよなく、夫婦で親しん睦ぼくを深めても、問題ないわけだ」

（わーっ!?）

　フェルは思わず固まった。

　彼は、確認のように、フェルの右手を取る。薬指に収まった指輪に少し満足そうに目元を和やわらげてから、そのまま腕を引き寄せた。

　こつん、と。額同志がぶつかるのは、二度目のこと。

（近いのは苦手！）

　とっさに肘ひじでぐいぐい押し返そうとすると、クロウはふと腕を緩ゆるめ、不満そうにも、不安そうにも見える表情になった。

「まだ怒ってるのか？」

「はい？」

「このあいだ、さんざん脅おどかしたこと」

　フェルはきょとんとする。

「それは……」

（その件ならもう、恨うらんでなんか……いないのに）

　今は、とても感謝している。なんだかんだで、クロウの手のひらの上で踊らされていた気がするが──それでも彼は、結果として、何もかもうまく収まるように、シレイネを、セタンタのもとに返してくれた。きっと真実など、知らないはずなのに。

　──何でもいきなりで、頭はいいのに気き遣づかいが下手で、本当は優しいのに隠そうとする、あべこべな旦那さま。

　結局自分が全部背せ負おい込んで、もがく手を隠して、たくさん傷つきながら平気な顔をしてみせる、クルヴァッハの『毒どく龍りゆう公こう』──彼はそういう人だから。

「いいえ、あり……」

　ほわんとあたたかい気持ちで声に乗せかけた言葉を、慌てて飲み込んだ。

（んなこと言えるか──！）

　フェルは困った。ありがとうと告げたければ、シレイネとセタンタの話を一から十までしなければならなくなる。できるわけがない。

　でもなんとか、心を伝えたい。ぐるぐる迷った挙あげ句く、ガウェイン先生や孤こ児じ院いんのみんなを思い出した。

　言葉にできないけど感謝したい、そういうとき、していたことは。

（おし）

　覚かく悟ごを決め、フェルは据すわった目で、クロウに言い放った。

「旦那さま。──では、目をつぶって歯を食いしばってくださいませ」

「……お前、案外根に持つな。……まあ、好きにしたらいい」

　クロウは片かた頰ほおを引きつらせたが、結局言われたとおりにしてくれる。

　目を閉じたクロウの袖そで口ぐちを引っ張って彼の身体からだを傾かしがせると、フェルは爪つま先さき立ちで伸び上がる。そして。




　──ちゅ、と。

　軽い音を立てて、彼の頰ほおにくちづけた。
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「……!?」

　彼は、大きく目を瞠った。

　そのままクロウは、完全に表情が消し飛んだ状態で、宙ちゆうを見つめて停止している。フェルは無む性しように恥ずかしくなった。

「……それじゃあ、そういうことで！」

　ごきげんよう！

　ばたばたと、フェルが部屋から逃げ去ってしまっても、──現状が把は握あくできない旦那さまは、しばらくその場に突っ立ったままだった。
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　皇こう都とに来るのは、別に久しぶりでもなんでもない。

　さらに、皇こう帝ていのいます皇こう宮きゆうも、ごくごく日常的な場所である。少なくとも、彼にとっては。

　真っ黒な大だい理り石せきの廊ろう下かに、その男の純じゆん白ぱくの衣い装しようはよく映えた。それこそ、浮うかれすぎじゃないのかと言いたくなる程度には。

「やあ、いいものが手に入った！」

　外がい套とうを脱ぎながら、白はく龍りゆう公こうことエルラント帝国第一皇おう子じジルフォード＝グリフレイ＝エルラントは、独ひとり言ごとにしては大きな声でうきうきと言った。

　つややかな灰かい青せい色しよくの髪に、好こう奇き心しんに溢あふれた明るい青の瞳ひとみ。高こう貴きに整った顔立ち。凜りんと美しく伸びた背せ筋すじ。首こうべを垂たれる官かん女じよたちは、皆ほうっと息をついていく。

　ただし、彼が目の前に掲かかげているのは、ところどころ紫むらさきや灰色の毛糸が飛び出し、口から紅あかい液体が流れるおどろおどろしい人形だ。

　先日、皇都で開かれた春先の特別市で見つけた。『必ひつ殺さつ・女運守り』らしい。この、けったいな人形を身に着けていれば、そんじょそこらの悪あく女じよは寄りつかなくなるそうだ。

　たいへん怪あやしい。最高だ。

　悪女もなにも、こんなものを恥はずかしげもなく持ち歩く変人を、誰もが敬けい遠えんするだけじゃないかという胡う散さん臭くささが素晴らしい。

　別に自分が使うわけじゃない。これを、あの目つきの悪い異い母ぼ弟ていのベルトに無理やり括くくり付けたときの、実に嫌いやそうな顔を想像するだに、むこう三日は愉ゆ快かいな気分でいられる。

「うん、愚ぐ弟ていその二に今度会ったら渡さねばならないな！　いい嫁は貰もらったようだが、その他もろもろ、どうも、あれは女じよ難なんの相そうが出ているからだ！　心優しいお兄様としては、そろそろ幸せになれよと言ってやりたいものだ」

　すぐ下の弟は、愚ぐ昧まいさゆえに地位を失うしない、彼にとっては興味の対象から消えている。あれはもう、この国の役には立たない。

　弟はあと二人いるけれど、やっぱりからかうと──もとい、反応が愉たのしいのは二番目だ。

　仲が良かったといえば、三番目と同い年だったはずのもう一人は、残念ながらもう、この世の人ではない。あれが生きていれば、愚弟その二はあんな陰気に毎日過ごすことはなかっただろう。

　そうだ、二番目はもっと笑えばいいのにとジルフォードは思う。笑えば意外と可か愛わいい顔をするのに。そう、意外と。

　人生は楽しいほうがいい。

　楽しんでいる者のほうが、鬱うつ々うつと殻からに閉じこもった者より、ずっと公おおやけの役に立つ。

「嫌いやそうな顔でも怖こわい顔でも、表情があったほうがいい。ああでも、今は嫁がいるから、かなり改かい善ぜんされたかな！　おっと、お前は彼女に会ったことはなかったのだっけ！」

　答える声はない。ただ、彼の頭上に潜ひそむ何者かが、わずかに天てん井じようを軋きしませた。




　彼が拝はい領りようしたグリフレイは、皇こう都とから目と鼻の距離だ。常つねならば気軽に行き来できるが、今回はいささか『気軽に』とはいかない懸け念ねんがひとつ。

（今までは、外がい遊ゆうに出てくれていたから、多少は安心していたんだが……）

　──皇こう帝ていの第三妃、リグレイン＝フレアメル。

　心の病やまいを理由に、ずっと、東方の周辺国に身を寄せていた彼女が、つい先日、己おのれの離り宮きゆうに帰って来たのだ。

（その心の病とやらも、愛する我が子を失なくしたためというのだから笑わせる……呪じゆ毒どくを使ってパールを殺したのは彼女だと、もはやこの宮で知らぬ者はいないのに）

　父ウーベルは豪ごう胆たんにして狡こう猾かつ、賢けん明めいな男だ。

　肉親の贔ひい屓き目めなど、ジルフォードにはない。だが、あれほど、今のエルラントにとって皇帝にふさわしい男を、彼は知らない。

　とはいえ、女の趣味についてだけは物申したいところだ。

（自らが滅ほろぼした国の姫など無理やり娶めとるからこうなる……とは、今に始まった話じゃないが、さて）

　居心地もさしてよくないだろう皇宮に、突然舞い戻ってきた理由はどこにある。

　このたびジルフォードが馳はせ参さんじたのは、リグレイン妃の帰き郷きようを祝いわうため──というより、それを口こう実じつに、彼女の真意を探ること。

　途中何度か、囁ささやくように会話する女官たちを見かけた。リグレインは男の使用人を嫌い、離宮には女しか近づけない。

　──〝まあ。リグレインさまとご一緒に？〟

　──〝やっと龍りゆう公こう位いを賜たまわるのね。どこに封ほうぜられるのかしら〟

　──〝ええ。ずっと、リグレインさまと同じ頃から、ご遊学に出られていたもの。ご無事のお戻りで、きっと陛下もお喜びね〟

（今さら、龍公位？　……誰のことだ？）

　ジルフォードは首を傾かしげた。しかし、引き留とめて尋ねる前に、女官たちは面おもてを伏せたまま、足早に通り過ぎてしまう。

　遊ゆう学がくに出ていた皇子など、いなかったはずだ。今は全員、成人して所しよ領りようを得ている。

　間もなく、リグレインの宮だ──というときになって。

　ふと、彼は冷れい気きを覚えた。

（なんだ？）

　ジルフォードが眉まゆをひそめるのと、廊下の向こうを、誰かがちらりと横切るのは同時だった。

（馬ば鹿かな）

　垣かい間ま見たその姿に、ジルフォードは思わず声を失う。幻げん覚かくかと思った。

　年の頃なら、二は十た歳ちに満たない程度だろう。金の飾しよく緒ちよと藍あいの衣装を身に着けた青年だ。

　少し成長しているが、その顔立ちと、柔やわらかそうな亜あ麻ま色いろの髪。そして、あたたかな南の海を思わせる瞳の青に、彼は、見覚えがあった。

　ジルフォードは、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。そんな、はずは。




「パール……？」











Ｆｉｎ．
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　このたびは、「（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～離り婚こんの裏うらに隠かくれた秘ひ密みつ!?～」をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、花のかんばせ中身残念なド庶しよ民みん仮嫁と、最近毒どく成分が足りないと噂うわさの毒旦だん那なによる離婚ラブコメです。いちおう、前の巻から「本物姫様襲しゆう来らい編」のようなものになっておりまして、こちらが後半戦に当たります。

　今回、中ちゆう盤ばんで「毒旦那、鬼き畜ちくドＳの面めん目ぼく躍やく如じよ！」を心がけてみました。

　そのせいか、はたまた猛もう暑しよのせいか。愛用ノートＰＣ（愛あい称しようシャ●）が調子に乗ってさらに妙みような変へん換かんを連発するようになってまいりました。逐ちく一いち「シャ●一発神変換シリーズ」と称しようして記き録ろくしておるのですが、以下、一部をご紹介いたします。


『またたく→　股また焚たく』『巣ごもり→　凄すご銛もり』

『命→　意いの血ち』『家系的に→　火か刑けい的てきに』



　明らかにラブコメ書いてるＰＣの一発変換ではない。

　なんでそんなに内容がバイオレンス系で統一なの!?　というか股焚くってなんなの。「星々の股焚き」とかロマンどころか阿あ鼻び叫きよう喚かんの香りしかしないんですが!!　いえ、「火刑的に安あん泰たい」とかも不吉な予感しかいたしませんが……。

　と思ったら、さすがに空気を読んだのか「ぶっちょうづら」を「ぶちょうづら」と打ち間違えた時は、「部長ヅラ」と出してきます。それでコメだけ補ほ完かんしたつもりか！

　しょうもない枕はさておき、今回もお世話になったかたがたにお礼を申し上げたく！

　イラストの山やま下したナナオ様。今回も、（こんな美しい絵で何描かせてんだと思われる物まで）素す敵てきすぎるイラストの数々をありがとうございます！　またまた、カバー裏に愉ゆ快かいなひとコマを頂いております。あの人初登場もですが、旦那さまのウエストが気になります。

　担当Ｉ様。いつも、裏表ないあなた様のお人ひと柄がらに感かん銘めいを受けております。自宅内にバカでかい虫が出て恐きよう怖ふに震ふるえる私めにかけてくださった、「大変だったね（他ひ人と事ごと）」の一言は忘れられません。なぜ付けたし、（　）内。

　あたたかなお手紙や、ご意見をお寄せくださる皆様。お返事が遅くて、本当に申し訳ない限りです……！　いつも、とてもとても元気を頂いております。

　この本の出版・販売に携たずさわってくれる皆さま。そして、今この本を御お手てに取ってくださっている皆様に、最大級の感謝を込めまして。少しでもお楽しみ頂ければ幸いです。

　それでは、またお会いできることを願いつつ。


夕鷺かのう　拝










著者

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




寝苦しい夜が続いております。

短パンＴシャツをパジャマにされる方も多いかと思われます。

中高時代の体操着も安売りの短パンも洗濯中だよ！　という女性のお客様、是非、お父さんのトランクスを試してみてください。快適ですよ。

あ、やりませんか。そうですよね。すみません。

HP：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




断捨離進行中なのですが、量が多すぎて押入れから出したものが出しっぱなしになってしまい、部屋がひどい状態の中で絵を描いている日々です。
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